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遺跡や遺物などの埋蔵文化財は、「土地に刻まれた歴史」ともいわれるよう

に、郷上の成り立ちと文化を理解するうえで欠くことのできない貴重な遺産で

す。肥沃な善光寺平の中央部に位置する長野市においては、その歴史の積み重

ねを物語るように、現時点で1,000箇所を超える数多 くの遺跡が周知されてい

ますが、各種の開発事業に伴っては、現状での保存が困難となる場合もあるこ

とから、事前に発掘調査を実施して調査報告書を作成し、記録として後世に伝

えていく措置を講じているところです。

ここに長野市の埋蔵文化財第132集 として刊行いたします本書は、長野駅周

辺第二土地区画整理事業に伴って平成6年から7年にかけて実施 した御所遺跡の

発掘調査に関する報告書です。調査地は旧長野鉄道学園の跡地であり、隣接地

には中世居館跡と目される御所人幡官 (天満官)が位置し、源頼朝が善光寺参

詣の折に宿舎として利用したとの伝承も残されているなど、古い来歴を有した

一帯に位置しております。調査の実施以来、二十年近くを経ての報告となりま

したが、地域史解明の一助として多くの皆様にこの調査成果をご活用いただけ

れば、まことに幸いに存じます。

最後になりましたが、埋蔵文化財保護に対する深いご理解とご協力を賜 りま

した事業関係者各位及び、発掘作業に際して多大なご尽力をいただきました地

元の皆様方に厚 く御礼申し上げます。

平成25年 3月

長野市教 育委員会

教育長 堀 内 征 治



例 言

1 本書は、長野市が施行する長野駅周辺第二土地区画整理事業を起因とし、記録保存を目的として平成 6年度

及び7年度に実施した埋蔵文化財発掘調査の報告書である。

2 発掘調査は、起因となった土地区画整理事業を主管する長野市都市開発部市街地整備局 (現.駅周辺整備局 )

と、埋蔵文化財保護を主管する教育委員会埋蔵文化財センターとが協議調整し、発掘調査に関する直接の業務

は埋蔵文化財センターが担当した。

3 発掘調査の所在地は、旧長野鉄道学園敷地 (大字栗田字西番場2191ま か)である。中世城館として周知され

る「中御所居館跡」を含む扇状地内の微高地が遺跡範囲となることから、居館跡中心部の字名を冠して遺跡名

を「御所遺跡」と命名したものである。

4 発掘調査における年度別の調査地区、調査面積及び調査期間は次のとおりである。なお、報告書作成へ向け

ての本格的な整理作業は平成19年度から着手した。

年度 略記号 調査地区 調査面積 調査期間

平成 6年 GOS 旧鉄道学園敷地東側
上層 (中世) 2,250■ゞ

7月 18日 ～ 11月 22日
下層 (古墳～平安) 1,130■置

平成 7年 GOS Ⅱ 旧鉄道学園敷地西側 上層 (中世 ) 980コざ 6月 5日 ～ 7月 28日

本書での資料提示の要領は次のとおりとした。

・概要について、Ⅲ章で地区毎に遺構・遺物の概要等を記述し、全体図を掲載した。

・遺構について、Ⅳ章で個別に記述し、一覧表、実測図及び写真を掲載した。

・遺物について、V章で個別に記述し、一覧表、観察表、実測図及び写真を掲載した。

6 本書の遺構測量図に示した座標は、平面直角座標系の第Ⅷ系座標値 (旧 日本測地系)に基づく。

7 本書の執筆分担は、V章を塚原由実が、その他を青木和明が担当した。

8 出土遺物及び調査に係る諸記録は、長野市教育委員会 (埋蔵文化財センター担当)で保管している。
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調査経過

1 調査の契機

長野駅東国の再開発計画については昭和60年代から計画調査が進められ、平成 4年に施行者を長野市とする長

野駅周辺第二土地区画整理事業 (施行面積58 2ha)力窮呂市計画決定され、平成 5年度から工事着手された。事業

計画地は周知の埋蔵文化財包蔵地「裾花川扇状地遺跡群」範囲内に位置することから、事業を主管する長野市都

市開発部市街地整備局 (現.駅周辺整備局)の依頼に基づき、市教育委員会坦蔵文化財センターにおいても試掘

確認調査を開始し、事業施行範囲全域に係る埋蔵文化財保護措置を策定した。一方、工事においては平成 7年度

に第 1回仮換地指定が予定される中、住宅移転先となる旧長野鉄道学園敷地に関する造成工事が平成 6年度に着

工される計画となったため、試掘調査結果及び埋蔵文化財保護策に従つて、同敷地約4,000ポ に関して記録策存

のための発掘調査を実施する運びとなった。

平成 6年 6月 17日 付けで市街地整備局から土木工事等のための埋蔵文化財発掘の通知 (文化財保護法第57条の

3第 1項)が文化庁宛に提出されるとともに、埋蔵文化財センター宛に発掘調査が依頼された。埋蔵文化財セ

ンターでは、6月 18日付けで埋蔵文化財発掘調査の通知 (文化財保護法第98条の 2第 1項)を文化庁宛に提出し、

7月 18日 から敷地東側の約3,000∬ を対象とした発掘調査を開始するに至った。

平成 7年度に関しては、埋蔵文化財センターが 3月 24日付けで埋蔵文化財発掘調査の通知 (文化財保護法第98

条の2第 1項)を文化庁宛に提出、市街地整備局が 4月 17日 付けで埋蔵文化財発掘の通知 (文化財保護法第57条

の3第 1頂)を提出し、 6月 5日 から敷地西側の約1,000だ を対象とした発掘調査を開始するに至った。

昇

抑

東
番
場

皿
陣

図 1 発掘調査地と字名 (平成元年測量 。平成7年修正図、1:5000)
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2 調査の経過

【平成 6年度】

7月 18日 、調査開始。機器材を搬入、重機により上

層 (平安～中世遺構検出面)の表土除去に着手する。

翌19日 に作業員が集合、遺構の検出作業に着手、以

降調査区の北側から南側に向かって、順次調査を継続

する。なお、 7月 22日 から8月 16日 の間、日中気温が

35℃ を超える猛暑が続き、作業が遅滞する。 (測量 :7

月27日 、 8月 3・ 29日 )上層の調査終了後、重機によ

る表土除去を追加し、下層 (古墳～平安遺構検出面 )

での遺構検出作業に着手、以降調査区の東側から西側

に向かって、順次調査を継続する。なお、調査途上の

10月 2日 には、地元の栗田 (北中)区の住民を対象と

した現地説明会を開催し、約50名の参加者を得る。 (測

量 : 9月 26日 、 10月 25日 、 11月 14日 )11月 17日 か ら1幾

器材の撤収を開始し、22日 までに埋め戻 しを含めてす

べての現地作業を完了する。

【平成 7年度】

6月 5日 、調査開始。機器材を搬入、重機により上

層 (中世遺構検出面)の表土除去に着手する。15日 に

作業員が集合、19日 から本格的な遺構検出作業に着手、

以降調査区の北側から南側に向かって、順次調査を継

続する。なお、 7月 3日 から22日 にかけては、断続的

な降雨に悩まされ、調査区が一時水没状態となるなど

作業が遅滞する。 (測量 :7月 18日 )7月 21日 から機器

材の救収を開始し、28日 までに埋め戻 しを含めてすべ

ての現地作業を完了する。

平成 6年度 表上の除去 (北西から)

平成 6年度 上層遺構の検出 (北西から)

平成 6年度 下層遺構の検出 (西から)

平成 6年度 上層遺構の検出 (南から)

平成 6年度 下層遺構の検出 (西から)
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3 調査の体制

【平成6。 7年度】

調査主体者  長 野 市 教 育 委 員 会  教育長

調 査 機 関  長野市埋蔵文化財センター  所 長

発掘調査員

調査作業員

整理作業員

遺構測量業務委託 株式会社写真測図研究所

報告書データ作成委託 三和印刷株式会社

主  幹 (兼所長補佐 )

所長補佐 (兼庶務係長 )

所長補佐 (兼調査係長 )

庶務係 事務員

調査係 主 査

主 事

ク

専門主事

専門員

青木善子 勝田智紀 宮川和也 矢口栄子

滝澤息男

荒井和雄 (H6)九 田修三 (H7)

鈴木貞男 (H6)

山中武徳 (■6)小林重夫 (H7)

矢口忠良

青木厚子

青木和明

千野 浩 飯島哲也

風間栄一 小林和子

大田重成 (H6)清水武

笠井教子 (H6)田村直也 (H6)

山田美弥子 寺島孝典 西沢真弓 田中● 野ヽ)由美子

永井洋一 (H7)堀内健次 (H7)藤 田隆之 (H7)

市川とよ子 伊藤裕子 岩井仁美 勝田千亜紀 金子紅実子 北沢修 北村宣之 北本寸幸恵
倉石光将 神頭幸雄 小島静江 小林紀代美 小林三郎 小林真樹 佐々木慶子 佐藤ひで子
高橋薫 高畠政子 寺島理恵 西尾千枝 西沢安三 官島静美 美谷島昇 官原千治

宮原孝子 向山純子 矢口哲平 山崎洋子 山室やすい 横川甚三 脇坂智子

池田見樹 岡沢治子 小泉ひろ美 徳成奈於子 武藤信子

平成 7年度 上層遺構の検出 (北から) 平成 7年度 上層遺構の検出 (西から)
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【平成19～ 24年度】

調査主外者  長野市教育委員会
調 査 機 関  文  化  財  課

埋蔵文化財センター

庶務担当

調 査 員

整理作業員

立岩睦秀 (～ H2112)堀内征治 (H2112～ )

雨宮一雄 (～ H20)金 井隆子 (H21～)山 口明 (H23～ )

青木和明

宮沢和雄 (～ H20)】跡す嘉孝 (H21～ 23)河口英明 (H24～ )

吉村久江 (～ H20)大 竹千春 (H21～ )

千野浩 (～ H22)飯 島哲也 (H23～ )

風間栄― (H19)石 林ヽ和子

宿野隆史 (～ H20)塚 原秀之 (H20～ )

遠藤恵実子 木村夏奈 (H20～ 22)河 池ヽ勝典 (H19)

佐々木麻由子 (H19)柴田洋孝 (～ H20)

高田亜紀子 (H22～)田 中暁穂 (H23～ )

塚原由実 (H20～ 22)長瀬出 (H19)西 澤尚紘 (H20・ 21)

平林大樹 (H22～)向 山純子 (～ H20)柳生俊樹 (H22～ )

山岸千晃 (H19)山野井智子 (～ H23)山本賢治 (■21～ )

教育長

課 長

所 長

係 長

職 員

係 長

主 査

主 事

専門員

調査担当

青木善子 池田寛子 多羅沢美恵子 ′鳥羽徳子 中殿章子 武藤信子 矢口栄子

倉島敬子 刀ヽ泉ひろ美 清水さゆり 関崎文子 富田景子 西尾千枝 待井かおる

三好明子 村松正子

報告書データ編集業務委託 三和印刷株式会社

ー

平成 7年度 上層遺構の検出 (西から) 平成 7年度 上層遺構の検出 (西から)

平成 7年度 上層遺構の検出 (西から) 平成 7年度 上層遺構の検出 (西から)
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Ⅱ 遺跡と環境
遺跡の立地 と遺跡群

遺跡が所在する栗田 (北中)地区 (旧上水内郡栗田村)及び中御所地区 (旧上水内郡中御所村)は、明治22年

に近隣4村 とともに合併して芹田村となり、さらに大正12年に長野市に編入合併したものである。明治21年に長

野駅が開業して以来、駅東国の住宅・商工業地帯として徐々に開発が進行することにより、水田と桑畑が広がる

田園地帯から長野市街地南域へと変貌を逐げ、今日の景観が形成された。

その地形は、長野盆地北部域にあって裾花川により形成された扇状地にほぼ重なるもので、扇状地内の微低地

を利用した用水路 (堰)の発達が特徴的な景観となっている。用水路は、西から北東方向に向かって漆田川、宮

川、計渇川、前堰、古川、南俣大堰、南八幡川、北八幡川と呼ばれ、裾花川が刻々と流路を変更した痕跡を示す

ものと理解される。このような網目状に旧流路が入り組む扇状地内にあつては、尾根状または島状に残された微

高地を選択して集落遺跡が営まれており、それら一連の地理環境を共有した多 くの遺跡は「裾花川扇状地遺跡

群」として包括されることとなる。御所遺跡及び中御所居館跡は、この裾花川扇状地遺跡群内にあつて宮川、計

渇川及び前堰によって囲まれた島状微高地の範囲に位置するものである。

遺跡群内の発掘調査状況

裾花川扇状地遺跡群においては、堆積活動が比較的に活発なことから遺跡が深く埋没している状況があり、ま

た市街化も進行していることから、遺跡の分布状況が把握されるようになったのは比較的最近のことであり、土

地区画整理事業を始めとする大規模開発に伴う発掘調査の成果によるところが大きい。ただし、当該調査におい

て確認されるとおり、遺構面まで2m以上の土砂の堆積があることを考え合わせれば、未知の遺跡が埋没地形の

中に存在している可能性は高く、その全容が明らかとなるまでには至っていない。

1芹田東沖遺跡  大字若里字東沖ほか、平成 5～ 7・ 20年度調査、長野市教委201l F芹 田東沖遺跡』

古墳後期～平安時代竪穴住居51軒、掘立柱建物14棟などを確認

2芹田小学校遺跡  大字稲葉字上千田沖ほか、昭和61年度調査、長野市教委1987『芹田小学校遺跡』

平安時代竪穴住居 2軒などを確認

3中御所居館跡・御所遺跡  大字中御所字御所ほか、平成 6・ 7・ 14・ 16年度～調査中、本書

古墳後期～平安時代竪穴住居70軒以上、中世城館 (主郭・土塁・堀・タト縁)・ 掘立柱建物などを確認

4栗田城跡 。東番場遺跡  大字栗田字東香場、昭和62・ 平成元・5・ 6年度調査、長野市教委1988F東番場

遺跡』。1991『栗田城跡ほか』・1994『栗田城跡 (2)』 ・1995F栗田城跡 (3)』

古墳後期～平安時代竪穴住居、中世城館 (主郭・堀・外縁)。 竪穴・掘立柱建物などを確認

5八幡田沖遺跡  大字稲葉字八幡田沖、平成 5年度調査、長野市教委1995『人幡田沖遺跡』

弥生後期溝、古墳時代前期～後期竪穴住居18軒、奈良～平安時代竪穴住居 7軒などを確認

6中沢城館跡・西方遺跡  大字高田字西方、平成 6～ 8・ 10・ 11年度調査、長野市教委1998『西方遺跡 。中

沢城館跡』。2004『西方遺跡 (2)』

古墳前期竪穴住居 4軒、古墳後期竪穴住居 1軒、平安時代竪穴住居15軒、中世城館 (堀 )な どを確認

7南向塚古墳  大字高田字南向、未調査、長野市2003『長野市誌』第12巻資料編

長野盆地平地部では唯一の前方後円墳と目されるが、埋葬施設や出土遺物については不明
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Ⅲ 調査概要

土層堆積と遺構検出面

造成工事予定地は、旧国鉄が設置した教育施設「長野

鉄道学園」の跡地であり、調査時の平成 6年段階には旧

建物は既に撤去され、その後に建設された「」R東日本

長野社員寮」の建物を除いては空地の状態にあつた。

鉄道学園敷地造成時の盛土によつて地形は改変され、

建物等の撤去に伴って撹乱を受けている状況もあるが、

旧来は計渇川沿いに発達した水田域であり、標準的な土

層堆積状態は概ね次のとおり把握された。

地 表～ 表土層

(鉄道学園敷地の盛土整地層)

05m～ 灰褐色粘土・シルト互層

(旧水田耕作層、中世遺物を包含)

15m～ 黒褐色シルト質粘土層

(平安時代～中世遺物包含層)

17m～ 責褐色細砂～砂質シル ト層

(氾濫堆積層)

2.Om～ 黒褐色シルト質粘土層

(古墳時代～平安時代遺物包含層)

23m～  黄褐色砂質シルト層

(基盤層、下部は砂層へと漸移)

土壊は、裾花川扇状地を形成する一連の堆積物で構成

され、急激な氾濫堆積を示す第 4層 を挟んで二層の遺物

包含層が存在しいている。上層 (第 3層 )は平安時代中

期から中世にかけての遺物包含層、下層 (第 5層 )は古

墳時代後期から平安時代中期にかけての遺物包含層であ

り、出土土器の年代観から判断して、上下を隔てている

氾濫堆積層 (第 4層 )の形成は平安時代中期の西暦10世

紀代であろうと推測されるものである。

平成 6年度調査においては、まず第 4層上面を検出面

として上層遺構の検出確認を行い、次いで第 6層上面を

検出面として下層遺構の検出確認を行った。下層検出面

までの深さが 2mを超えている状況に鑑み、平成 7年度

調査においては、上層遺構のみを記録保存の対象とし、

Y H｀

平成 6年度 上層調査 (西から俯敵、以下同)
!く

下層調査

第 1層

第 2層

第 3層

第 4層

第 5層

第 6層

平成 6年度 下層調査 (中盤)

下層調査 (終盤 )
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下層遺構の検出確認は行わない方針とした。

各年度の検出遺構・遺物の概要は、表 1・ 2に まとめ

たとおりであり、確認された遺構の総体は、古墳時代後

期から平安時代にかけての竪穴住居74軒、溝22本、土坑

48基などである (図 4)。 なかでも下層においては遺構

の分布密度が極めて高く、調査した約千ポの面積の中で

70軒 を数える竪穴住居の存在が確認されるなど、遺構

の重複が極めて著しい状況にある。このことから、遺構

検出確認における誤認や、遺物取り上げにおける混同な

どの錯誤が多く存在しているので、注意を要する。次に、

年度及び検出面毎に、調査概要をまとめる。

2 平成 6年度・上層遺構の調査

平成 6年度調査は造成工事予定地東半部分を対象とし、

上層遺構検出における調査面積は2,250∬ を測る。検出

遺構は平安時代中期以降の所産であり、竪穴住居 4軒、

溝10本、土坑36基 と、不整形の浅い掘り込みによる性格

不明遺構 4基 (以下「不明遺構」という。)及び小穴の

分布が確認される。検出遺物は平安時代中期遺物が主体

であり、出土した土器の重量は99 7kgを計る。

竪穴住Eと 土坑は調査対象地の北側に集中し、不明遺

構と小穴は南側に集中してみられる。また、不明遺構と

小穴は平成 7年度調査対象地へと分布が連続する。

なお、上層遺構は総じて遺構覆土が不鮮明のため検出

作業が難航した例が多く、位置及び平面形の確認におい

ての誤認が多く含まれているものと思われる。

3 平成 6年度・下層遺構の調査

平成 6年度調査での下遺構検出は、造成工事予定地の

北東部分を対象とし、調査面積は1,130だを測る。

検出遺構は古墳時代から平安時代にかけての竪穴住居

70軒、溝 5本、土坑 6基等であり、激しく重複しながら

密集状態で検出されている。調査面積を竪穴住居数で除

して計算すると16だに 1軒の割合で竪穴住居が分布 して

おり、市内調査例において最も濃密な遺構分布状態を示

す例として特筆される。検出遺物も多量であり、出土し

平成 6年度 上層調査 (南側の小穴群、北西から)

平成 6年度 上層調査 (北側の住居・土坑、東から)

10

平成 6年度 下層調査 (北東から)

i   
■
'‐
~青一 三・ iヽ t,|二

=―
==■■―二=一  二轟部!‐ 帝3■|ミ
=‐ ■ ゞ i

.″    :か  !f十二れと_

i悦

14

平成 6年度 下層調査 (南東から)
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た土器の総重量819 6kgを 計 り、土製品・石製品・金属

製品の出土内容も豊富である。

70軒 を教える竪穴住居は所属年代別に、古墳、奈良、

平安の3時代に括られ、古墳時代に属するものが38軒、

奈良時代が13軒、平安時代が19軒 となる。奈良・平安時

代と比較して、古墳時代は軒数が多く重複も著しい。竪

穴住居以外の遺構として、若千数の溝、土坑、不明遺構、

小穴が検出されているが、さらに多くの未確認遺構が存

在していることを考慮すべきである。また、調査対象地

の北東隅においては「遺物集中区」と命名した古墳時代

土器の集中出土地点があり、掘り込みが確認されず不明

確であるが、完形に近い出土土器が多く含まれ、滑石製

模造品 (臼玉15点)も これに伴う状況から、祭祀等の特

殊な空間利用痕跡を示すものとして注意される。

なお、竪穴住居の重複に加えて未確認遺構が多数存在

し、さらに建物基礎杭による撹乱も及んでいる状況下に

おいては、遺構・遺物の誤認・混同は免れず、提示する

資料に多くの錯誤が含まれている可能性は高い。

4 平成 7年度 。上層遺構の調査

平成 7年度調査は造成工事予定地西南部分を対象とし、

調査面積は980∬ を測る。検出遺構は平安時代中期から

中世にかけての所産であり、溝 6本、土坑 6基、不明遺

構 3基と、小穴群が確認されている。検出遺物は中世遺

物が主体となり、出土した土器の総重量は15 2kg、 中世

陶磁器 (山茶碗 。青磁)を僅かに含んでいる。

調査範囲を斜めに横断する溝 (SD-3)か ら東側には、

小穴群が不明遺構とともに集中的に分布し、さらに東ヘ

広がって平成 6年度調査上層遺構へと連続している。調

査地西狽1の「中御所居館跡」外縁部における居住域施設

に該当する可能性が考えられよう。また、調査対象地南

西隅においては鉄道学園敷地造成時の流路変更による計

渇川旧流路が確認され、さらに、それと重複して中近世

に遡る流路跡と思われる溝 (SD l・ 2)が確認された点

は注目される。調査地周辺に限定して理解すれば、用水

路「計渇川」は、中世居館の外郭を画する位置に意図的

に開削されていると理解すべきことが示唆される。

平成 7年度

豊41i墨 !― ]!と■ミ蟄コ4狸

上層調査 (北から俯敵)

騒 ぶ

塁=ヽ

平成 6年度 下層調査 (西から俯敵)

itt i■ 1テイ「メ1汁塊熟下
平成 6年度 下層調査 (西から怖敵 )

平成 7年度 上層調査 (南西から)
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図4 調査区全体図 (1:600)
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Ⅳ 遺構

調査において検出確認した遺構は、調査年度毎に、遺構種別の一連の番号を付し、各遺構の概要 (所属時期、

形態・施設・規模等検出状況、出土遺物)を一覧表に集約した (表 1・ 2)。

遺構測量図に関しては、調査区全体図 (1600)、 上・下層遺構全体図 (1250)及 び下層遺構実測図 (1:100)

を掲載した。また、遺構写真については、調査年度・遺構種別に集成して図版とした。

なお、図及び写真においては、遺構名を次の記号によつて表記している。

竪穴住居 iSB  溝 :SD  土坑 ISK  不明遺構 :SX

1 平成 6年度・検出遺構

(1)竪穴住居

上層検出面で 4軒、下層検出面で70軒、合計74軒を検出している。上層検出住居は平安時代中期以降の所産、

下層検出住居は古墳時代後期から平安時代中期までの所産となっている。時代別の内訳としては、古墳時代が38

軒、奈良時代が13軒、平安時代が24軒である。

形態の変遷

下層検出遺構については重複が著しいため、全形が確認できる例は少数にとどまるが、規模、主軸方位、柱穴

の有無、カマ ドの敷設位置などによる住居形態の属性から、時代毎の特徴と傾向を抽出することができる。

古墳時代に属する竪穴住居は、一辺7m前後の大形住居 (20。 26号)も存在するが、一辺5m前後 (16・ 23・

25'41・ 50・ 54・ 64・ 67号)又は4m前後 (13・ 24・ 29・ 33・ 37・ 42・ 52・ 60号 )の規模による方形竪穴が一般

的となる。主軸は南北方位から西に40度ほど傾いて設定され、 4本の柱穴を配することが通例と考えられる。柱

穴内に柱痕跡を残す例も散見される。カマドは北壁に位置し、壁から袖をのばすように造り付け、袖の両先端部

には焚国の天丼部 (梁石)を支えるための石材が据え置かれる例 (23・ 24・ 26・ 29・ 31・ 54号)が多く、梁石が

遺存している例 (24・ 31・ 54号 )も確認される。また、石材に代えて長胴甕を据え置いた例 (60号)や、焚口の

床面に礫を敷き並べた例 (26号 )、 も存在する。

奈良時代に属する竪穴住居は、一辺 5m前後で柱穴を配した住居 (9。 15。 46号)と 、一辺4m以下で柱穴を

有さない住居 (36・ 55・ 66・ 68・ 70'73号 )の二者に分かれる。前者は古墳時代的、後者は平安時代的な規格に

連なるものとなる。また、一辺3m以下の小形住居 (63号 )も 存在 している。主軸は古墳時代住居と共通の方位

を示すが、南北方位に近づく例 (73号 )も ある。カマドは北壁に位置し、古墳時代と同様に壁に造り付けて住居

内に構築する例 (9・ 15'46・ 68号)が残る一方、壁を掘り込んで壁外に張り出すように構築する例 (36・ 63・

66・ 73号)が出現する。また、カマド本体が壁外に張り出す構造から壁面に焚口が設けられ、梁石を支えるため

の石材は壁面に据え置かれる (36・ 68'73号 )。

平安時代に属する竪穴住居は、一辺4m前後の住居 (8・ 32・ 40号 )と それよリー回り小さい一辺 3m前後の

住居 (27・ 58・ 59・ 69号)が一般的であり、いずれも柱穴を有さない。一方、柱穴を有した長辺 6～ 7mの大形

長方形住居 (34・ 35)も 存在しているが、後述のとおリー般住居とは機能・用途を異にした例である可能性が指

摘できる。主軸は南北方位を示すもの (32・ 34,44・ 59・ 69号)と西に傾くもの (8・ 17・ 27・ 40・ 68号)の二

者が認められる。カマ ドの位置は、北壁に設置するもの (27・ 32'35・ 40・ 59・ 69号)が多いが、東壁 (44・ 58

―-12-―



号)や西壁 (5号)も 存在し、時代の新しい上層検出遺構では北西隅に設置する例 (1号 )も ある。カマドの構

造は奈良時代に引き続いて壁外に張り出すように構築される例 (5。 32・ 35・ 59・ 68・ 69号 )に加え、石材を組

み合わせて壁面に構築される例 (1・ 27・ 40号)も 出現し、次第に堅牢な構造をとる傾向が認められる。

特異な竪穴住居

平安時代の大形住居である34号住居は、長辺74m、 短辺58mの長方形を呈し、床面は平坦かつ堅く叩き締め

られ、柱穴が配されている。カマド施設は確認されていないが、床面の南東隅でカマ ド構築材の可能性をもつ集

石が検出されていることから、救去された状態を示している可能性もある。出土遺物のうち実測土器をみると、

偏重した様相が認められ、土師器杯類が突出して多く、煮沸用の甕類が皆無となっている。また、覆土中には炭

化物と焼土塊が多数混入しており、埋没の過程においても特殊な状況があつたと認められよう。なお、上層遺構

として確認した 3号溝は、当該住居北壁部分の覆土上層を誤認したものである。したがって、3号溝出土遺物は

34号住居出土遺物と見なされることとなる。

奈良時代の小形住居である63号住居は、方形の掘り込みにより堅緻な床面を形成し、北壁にカマ ドを敷設する

など竪穴住居として要件を満たしているが、その規模においては一辺2.5mに満たない極小の床面積であり、類

例を知らない。寝食を伴う生活の場としての居住施設というよりは、カマド部屋など限定された用途に供された

施設である可能性が高い。

複数のカマ ドを有する竪穴住居

多数検出された竪穴住居のなかで、痕跡も含めて複数のカマドを敷設している住居が散見される。

平安時代の27号住居では、北壁西よりに位置するカマ ドに隣接 して旧カマドと思われる燃焼室の一部が遺存す

る。奈良時代の47号住居も、北壁西よりに位置するカマ ドに隣接 して旧カマドと思われる煙道が遺存する。奈良

時代45号住居では、煙道 2本が北壁において0.6m間 隔で並列 し、西側の煙道が旧カマ ドの痕跡を示すと考えら

れる。古墳時代56・ 60号住居では、 2基のカマド及び煙道が北壁において12～ 15m間隔で並列している。56号

住居は西側のカマ ドの遺存状況が良好であり、東側が旧カマ ドとなる可能性が指摘できる。60号住居では東側カ

マドの遺存状況が良好であり、西側カマドは燃焼室底面を残して除去された状態にある。

56・ 60号住居に関しては二箇所のカマドの位置関係・間隔を考慮すれば、並存関係にあったと考えることも可

能であるが、いずれの例もカマドを同時に使用したものではなく、何らかの理由による付け替えを示す例と理解

することが妥当となろう。カマド付け替えの動機としては、煙道が詰まるなど使用不能となったことによる必要

性や、住居の拡張等によって位置を変更する必要性が想定できるが、どちらの場合も、長期にわたる竪穴住居使

用の結果による修繕の痕跡を示していると理解することが可能である。

出土遺物が混同 している竪穴住居

当調査では竪穴住居が著しく重複することに加えて未確認遺構も多数存在すると想定されることから、遺物の

混同が免れない状況となっている。なかでも、次に掲げる竪穴住居に関してはそれが甚だしいと考えられるので、

注意を要する。

10号住居は平安時代住居であるが、床下遺物として取 り上げた土器 (SB10-3・ 4)イよ奈良時代の所産であり、

下部に未確認の別遺構が存在しているものと考えられる。

42号住居は形態から古墳時代住居と判断されるが、同期所産の土器とともに平安時代所産の土器も相当数含ま

れており、未確認の平安時代遺構が重複存在しているものと考えられる。

48号住居からは古墳時代中期相当の高杯 4個体が出土しているが、住居に敷設されたカマドが壁外に張り出す

形式であることから同期に遡るはずはなく、出土した高杯は未確認の別遺構に伴うものと考えられる。
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(2)溝

上層検出面で10本、下層検出面で5本、合計15本を検出している。上層検出溝は平安時代中期以降の所産、下

層検出溝は古墳時代から平安時代中期までの所産である。

上層検出面の西側で検出された7号溝は、出土遺物は僅少であるが平安時代中期の所産と判断される。規模は

幅員 2m前後を測る大形で、南北方向から東にやや傾いた方位で直線的に開削されている。2m隔てた東隣に

は4・ 5号溝が断続的ではあるが並行配置され、一連の溝施設として理解することができる。南側で検出された

8・ 9号溝は、東西方向に走る溝であり、同じく平安時代中期の所産と判断されるものである。8号溝からは奈

良時代遺物が相当量出土しているが、下層遺物の混入と考えることが妥当である。中央付近で検出されたH号溝

は、平成7年度調査区に連続する東西方向の溝で、黄褐色細砂を覆土としており、近世以降の農耕に伴う水路の

痕跡と推定される。

(3)上坑・小穴

発掘調査で検出される大小の穴に関しては、大きさの観点から、人間が入れる大きさのものを「土坑」、それ

以下の小さなものを「小穴 (ピ ット)」 と呼ぶ場合がある。また、用途の観点から、「土坑」と呼ぶ際には墓ある

いはゴミ穴等を意識し、「小穴」と呼ぶ際には柱穴や杭痕を意識する場合もある。実際にはその区分に明確な基

準は設けられておらず、曖味といわざるを得ない。当調査においても、両者を使い分けているが、区分した根拠

は特段にはない。

上層検出面には比較的多数の土坑が分布し、その数は36基以上を数え、調査区の北側に集中する。出土遺物か

ら所属時期が判明する例から平安時代中後期の所産と考えられるが、一部には中世にまで降るものも含まれると

推定される。調査区の南側には、土坑に加えていくつかの小穴群が観察される。規則的な配列を確認することは

できないが、掘立柱建物に伴う柱穴あるいはそれに付属する塀・柵等の工作物の痕跡を示すものと理解される。

出土遺物から所属年代を特定することは困難であるが、平安時代中期以降中世にかけて継続的に形成されたもの

と想定される。

下層検出面においては、6基以上の土坑が検出されているが、重なり合う竪穴住居の合間で確認し得たもの

であり、未確認のものがそれを上回ることは確実であろう。なお、下層検出面の調査区中央南よりには径 lm～

50cmの土坑・小穴が集中分布する。配列がやや不規則ではあるが、掘立柱建物の存在を思わせる。

(4)その他の遺構

大形ではあるが不整形で掘り込みも浅く床面やカマド等の施設も判然としない遺構を不明遺構 (SX)と し、

上層検出面で4基、下層検出面で 1基を検出している。上層検出面の 1・ 2号遺構及び下層検出面の 5号遺構は

平安時代の所産であるが、上層検出面の3・ 4号遺構は位置関係から見て小穴群との連関が予想され、平成 7年

度調査区とあわせて中世居館跡の外郭部を構成する居住関係遺構として位置づけられる可能性がある。

2 平成 7年度・検出遺構

(1)溝

大小 6本の溝が検出されているが、6号溝は記録不備により位置不詳となっている。

調査区の南西隅に位置する1号溝及び2号溝は、鉄道学園敷地造成に伴って埋め立てられた近代の計渇川旧流
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路に重複し、ともに計渇川の旧流路を示すものと理解される。出土遺物から、 1号溝は中世段階、2号溝は近世

段階に機能した流路と考えられる。 1号溝の検出範囲は僅かであり、 2号溝も南縁が不明であるが、幅員は5m

前後、深さは1.5mを超える掘り込みと推定され、近代計渇川とほぼ同じ河道の規模と考えられる。

調査区を北西から南東にかけて斜めに横断する3号溝は、鉄分等を沈着した砂礫質の覆土により、同じく水路

として機能したものと考えられる。中世遺物を包含することから、中世段階の計渇川との連関した施設となる可

能性が示唆され、また、当該溝を境として東側に土坑、小穴群及び不明遺構といった居住関係遺構が分布してい

る状況も注意される。

調査区の北側においては東西方向に走る4号溝と南北方向に走る5号溝が位置する。幅員は12～ 05mと 小規

模で、出土遺物から平安時代後期の所産と判断される。両溝と重複して直線的に東西に走る溝が存在し、平成 6

年度調査区へと連続しているが、近世以降の農耕に伴った水路の痕跡と理解される。

(2)土坑 。小穴

3号溝と4号溝とに挟まれた調査区の東側において濃密な分布が認められる。

土坑は6基以上を数え、 1号土坑からは平安時代後期から中世の所産となる土器がまとまって出土しており、

大方は同時期に属するものと推定される。これら土坑とともに形成される小穴群は、規則的な配列は未確認であ

るものの、掘立柱建物に伴う柱穴あるいはそれに付属する塀・柵等の工作物の痕跡を示すものと理解され、中世

城館跡の外郭部を構成する居住関係遺構となる可能性が指摘できる。

(3)そ の他の遺構

大形ではあるが不整形で掘り込みも浅く床面やカマド等の施設も判然としない遺構を不明遺構 (SX)と呼び、

3基を検出している。

1号遺構は深さ5 cm前後の浅い掘り込みながら、平面形は5× 35mの長方形に近い。底面は土間状に堅く平

坦であり、竪穴住居に近い形態を観察することができる。出土遺物から平安後期から中世にかけての所産と判断

される。 2号遺構は平面形が判然としないが、深さ5 cm前後の浅い掘り込みにより、底面は軟弱である。底面の

中央部には径50cm内外の焼土塊が形成されており、カマ ドに類する施設が設置された痕跡とも考えられる。ま

た、西隣にも深さ10cm程度の不整形な掘り込みが存在し、底面の一部に焼土及び炭化物の堆積が観察される。青

磁等の出土遺物があり、所属年代は中世段階と判断される。 3号遺構は 1号遺構の南側に隣接し、深さ5 cm弱の

浅い掘り込みで長辺 6mの不整形を呈する。西隅には径50cm内外の焼土塊が形成されるとともに、炭化物を多

量に混合した堆積範囲が観察され、カマド的な施設が付設されていた可能性が示唆される。出土遺物は僅少であ

るが、平安後期から中世の所産と判断して誤りない。

2・ 3号遺構で観察された焼土塊や炭化物の堆積を、日常生活における煮炊き等の痕跡として理解するなら、

これら不明遺構が竪穴住居類似の居住施設であつた可能性が高まる。また、分布を同じくする小穴群も含めて、

中世居館跡の外郭部を構成する居住関係遺構として位置づけることにも、無理は生じないと思われる。
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表 1 平成 6年度調査 遺構一覧表

遺構名 記号 地区 献
帥

選  構 出 土 土 器 その他出土遺物 選物注記

(整理No)形態・施設・規模 備考 重量 実測 特記 土・石・金属製品他

1号住居 SB l 上層 平安 方形 (38× 34m)北西隅カマ ド 5 鉄塊 鉄津 3Bl l～ 4

2号住居 SB-2 上層 平安 方形 (33X34m) 6,050 12 鉄津 骨片 3B2‐ 1～ 3

3号住居 SB-3 上層 平安 方形 (36× ?m) 9 箆書 SB3

4号住居 SB 4 上層 平安 方形 (?× 37m) l 鉄片 3B4

5号住居 SB-5 下層 平安
西壁カマド

カマ ドのみ

検出
8 3B5-1 2

6号住居 SB-6 下層 平安 方形 (48× Pm)
SB‐8'91こ重

複
2690 11 3B6

7号住居 SB 7 下層 平安 方形 (Pm)
SB‐ 16 17に

重複
2 SB7-1 2

8号住居 SB-8 下層 平安 方形 (40× ?m)
SB■ 2・ 13に

重複

SB 6カ単圭複

SB8-1-4

9号住居 SB‐9 下層 奈 良
方形 (43× 43m)
北壁カマド 柱穴

SB■ 1 12に

重複

SB 6が重複

8930 7 鉄津 SB9 1～ 5

10号住居 SB 10 下層 平安
SB 13 14と

重複
11.440 甑 獣脚 鉄淳 3B10■ ～ 5

11号住居 SB ll 下層 鱗
つ

方形 (Pm)
柱穴

SB9 12が重
複

0 SBll

12号住居 SB-12 下層 離
つ

方形 (?m)
北壁カマド 柱穴

SB llに重

複

3B‐813が重
複

0 SB12-1 2

13号住居 SB■ 3 下層 古墳
方形 (P× 41m)
柱穴

SB■ 2に重複

SB8 14が重
複

3
鉄淳・管玉 紡錘車・

ニチュア
SB13-1-3

14号住居 SB‐ 14 下層 弦
つ

SB■ 3に畳三複 2,630 0 臼玉 紡錘車 3B14

15号住居 SB‐ 15 下層 奈良
方形 (54× 47m)
北壁カマド 柱穴

SB-19 20に

重複
22,670

骨片 ミニチュア 敲石
炭化物 編物石

SB15 1～ 7 Nol
～ 4

16号住居 SB‐ 16 下層 古墳
方形 (55× 50m)
北壁カマ ド 柱穴

SB 18に重複

SB-7 17が 重

複

勾玉 ミニチュア 土玉
骨片

3B16■ ～ 4

17号住居 SB-17 下層 平安 方 形 ?m)
SB 16に重複

SB-7が重複
3,780 3 SB17‐1,2

18号住居 SB-18 下層 馘
ρ

方形 (54× ?m)
柱穴

誂 -19に重複

SB―±6が重複
0

19号住居 SB 19 下層 古墳
SB■ 5'18・

20が重複
1 3B19

20号住居 SB-20 下 層 古墳
方形 (72× 64m)
北壁カマド 柱穴

SB‐ 19に重複

SB■ 5 62が

重複

61,270

円板 ミニチェア 管玉

臼玉・土玉 鉄片・種子

石皿

3B20■ -7 hlol

21号住居 SB-21 下層 古墳
方形 (Pm)
柱穴

SB l1 12

22が重複
3 3B211～ 3

22号住居 SBワ2 下層 古塔
方形 (P× 44m)
柱穴

SB 21 281こ

重複

SB‐ 25 27が

重複

7220 ll 円板 鉄淳 骨片
SB22 1 2 Nα l
～ 4

23号住居 SB-23 下層 古墳
方形 (51× ?m)
北壁カマド 柱穴

SB-29 311こ

重複

SB‐26が重複

14,000 8
土玉・砥石・支脚 鉄津

骨片
3B231～ 6・ Nol

24号住居 SB-24 下層 古墳
方形 (43× 42m)
北壁カマ ド 柱穴

SB 231こ重複 10,770 ll ミニチュア 円板 ? 3B24-1^-4 hlol

25号住居 SB‐ 25 下 層 古 墳
方形 (49× 44m)
北壁カマド 柱穴

SB-22 30に

重複

SB-27が重複

ll 鉄片 ミニチュア・羽口 P 3B251～ 3

26号住居 SB 26 下 層 古墳
方形 (68× ?m)
北壁カマド 柱穴

SB‐23・ 3Xに

重複

SX 5が重複

獣脚 ?
臼玉・ミニチュア 土板

土玉 骨片
SB26‐文-8
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通構名 記号 地区
時代

(期 )

遺 構 出 土 圭 器 その他出生違物 遺物注記

(整理Nc)形態・施設・規模 備考 重量 実測 特記 上・石・金属製品他

27号住居 SB‐27 下 層 平安
方形 (33× 33m)
北壁カマド

SB‐ 22 25

30に重複
10,690 墨書 土板 景U片 ,鉄片・鉄津 3B2粋 1～ 5

28号住居 SB‐28 下層 古墳
方形 (?m)
柱穴

SB‐22 24

30が重複
6.130 土 玉 SB28

29号住居 SB-29 下 層 古墳
方形 (41× 38m)
北壁カマド 柱穴

SB-23 31・

32が重複
29,900

ミニチュア 土板・剥片

骨片
SB29-1^-6

30号住居 SB‐30 下層 古墳
方形 (47X44m)
北壁カマド

SB-28 74に

重複

SB-25・ 27が

重複

5,210 ミニチュア 円板 骨片 SB30■ - 5

31号住居 SB 31 下層 古墳
方形 (?m)
北壁カマド

SB‐ 29・ 32に

重複

SB-23 26が

重複

22.700
土板・土玉 ?臼玉 管玉
剥片 鉄片

3B31■ ～ 4 Nol
～ 5

32号住居 SB-32 下層 平安
方形 (47× 44m)
北壁カマ ド

SB-29 331こ

重複

SB‐ 34カ商三複

7
土玉 金薄板 刀子 工石

紡錘草
3B32■ ～ 4

33号住居 SB-33 下層 古墳
方形 (42X?m)
北壁カマ ド 柱穴

SB 32・ 39が

重複

SB33 1～ 3・ Nol

34号住居 SB-34 下 層 平安
方形 (58× 74m)
柱穴 集石

SB-32 38

39'46・ 50

56に重複

22,890 鼎
砥石 軽石・鉄盤 鉄津・

鹿角片 骨片 炭化物

SB34■ ～ 4・ hlol

35号住居 SB瑠5 下層 平安
方形 (60× 46m)
北壁カマ ド 柱穴

SB-26 30・

3842に重複
11,980 9

土玉紡錘車勾玉垂飾 ?

剥片・骨片・鉄片
3B35■ -4

36号住居 SB‐36 下層 奈良
方形 (40× 40m)
北壁カマド

SB-37・ 411

重複
13405 4 玉石・鉄津 3B36-1´ヤ4

37号住居 SB‐ 37 下 層 古墳
方形 (45× 45m)
柱穴

SB-611こ重複

SB36・ 41が

重複

4,250 1 ニチュア 鉄片 肴片 3B3粋 1 2

38号住居 SB-38 下層 古墳 方形 (Pm)
SB‐ 531こ 重複

SB-34が重複
3,470 7 円板・軽石

SB38-1 2 Nol
～ 7

39号住居 SB 39 下層 稔
ρ

方形 (?m)
SB-331こ重複

SB 32 34が

重複

540 0 SB39

40号住居 SB-40 下 層 平 安
方形 (44X44m)
北壁カマド

SB-45 47・

481こ E自花見
13,640 四耳壷 鉄淳

SB40‐1～ 5・ Alol・

2

41号住居 SB-41 下層 古墳
方形 (54× 57m)
北壁カマ ド

SB-37に 重複

SB 36が重複
4,220 l 砥石 骨片 SB41 1-3

42号住居 SB 42 下 層 古墳
方形 (43× ?m)
柱穴

SB-35 50が

重複
14100

銭 鉄片・支脚 P,骨片
人歯

SB42-1´-3

43号住居 SB‐ 43 下層 古墳 方形 (P X5・ Om) SB 711こ重複 6,980 2 SB43■ 2

44号住居 SB-44 下層 平安
方形 (?m)
東壁カマ ド

SB‐ 64に重複 3600 3
SB44■・2  hlol

2

45号住居 SB-45 下層 奈良
方形 (?m)
北壁 2カ マ ド 柱穴

SB-51に 重複

SB‐ 40 47が

重複

5,230 6 ミニチュア 炭化物
SB45■ 3  Nα l

2

46号住居 SB-46 下 層 奈 良
方形 (P× 46m)
北些カマド 柱穴

SB‐52 56に

重複

SB 34が重複

12,750 土玉・骨片 SB46 1´-6

47号住居 SB-47 下層 奈良
方形 (Pm)
北壁 2カ マト

SB-45 491こ

重複

SB‐ 40が重複

8,110 7 SB47■ ～ 3 Nol

48号住居 SB-48 下層 離
ρ 北壁カマド

SB 47イこ重複

SB‐ 40が重複
SB48 11ol

49号住居 SB-49 下層 奈 良 方形 (?m) SB守が重複 5,260 7 3B49■ 'Nol´ヤ3

50号住居 SB-50 下 層 古墳
方形 (P X56m)
柱穴

SB 42 531こ

重複

SB-34 35が

重複

24930
刀子 銭・剥片・玉石 炭

化物
3B50■ -3

51号住居 SB-51 下層 古墳 方形 (?m)
SB 45 53

54に重複
3,080 3 SB51■ 2
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遺構名 I13号 地 区
時代

(期 )

遺 構 出 土 土 器 その他出土遺物 選物注記

(整理随)形態・施設・規模 備考 重量 (g) 実測 串孝言] 土。石 ?金属製品抱

52号住居 SB-52 下層 古墳
方形 (38× 9m)
柱穴

SB 46 50が

重複
1,720 2 円板 饂 52

53号住居 SB‐53 下層
平安

方形 (PX49m) SB-50が重複 紡錘草 炭化物 SB53 1～ 3

54号住居 SB‐54 下層 古墳
方形 (51× 57m)
北壁カマド 柱穴

SB 51に重複

SB-55 63が

重複

16990 臼玉 骨片・鉄片
SB54 1～ 7・ Nol

～ 8

55号住居 SB-55 下層 奈 良 方形 (?× 38m)
SB 54に重複

SB 58が重複
19,930 7

紡錘享 土玉 ミニチュア

石皿
SB55 1～ 4,Nol

56号住居 SB‐56 下層
古墳 方形 (?m)

北壁 2カ マ ド

SB-571こ 重複

SB-34・ 46が

重複

2,550 0 SB56-1- 3

57号住居 SB‐57 下層 鞍
？

方形 (46× ?m) SB56が重複 3 SB57

58号住居 SB 58 下層 平安
方形 (30× 29m)
東壁カマド

SB 55に三肇布宴 11,720 9 土 玉 SB58-1´-3 Nol

59号住居 SB-59 下 層 平安
方形 (36× 36m)
北壁カマ ド

SB-65-マ 67

に重複
9 墨 書

紡錘車 管玉 臼玉 軽

石製品 剥片
SB59-1々-5

60号住居 SB‐60 下層 古墳
方形 (45× 41m)
北壁 2カ マ ド 柱穴

SB-61に重複

SB-65 68が

重複

17,550 9 魚骨 骨片 SB60‐1-7

61号住居 SB‐61 下層 古墳
北壁カマ ド

SB-37・ 65が

重複
1,840 1 骨片 3B61‐ 1・ 2

62号住居 SB‐62 下 層 古墳
方形 (60× ?m)
桂穴

SB-201こ 重複 11090 4 骨片 土製品 ? 3B62‐1-4

63号住居 SB‐63 下層 余良
方形 (24× 23m)
北壁カマド

SB 54に重複 2,950 4 鉄 片 SB63■ ～ 3

64号住居 SB 64 下 層 古墳
方形 (P X52m)
北壁ピット 柱穴

SB 64が重複 31770 砥石 紡錘車 骨片
SB6牛1～ 4 Nol
～4

65号住居 SB-65 下層 古墳
方形 (Pm)
東壁カマド

SB-601こ 重複

SB‐59 67が

重複

3,060 2 土板 SB65■ ～ 3

66号住居 SB-66 下層 奈良
方形 (34× 25m)
北壁カマド

SB‐67 701こ

重複

SB-59が重複

6,070 4 玉 石 SB66-1-4

67号住居 SB-67 下層 古墳
方形 (P X52m)
北壁カマド 柱穴

SB-65に重複

SB 59・ 66が

重複

6,430 2 骨片 SB6作1～ 4

68号住居 SB-68 下層 余良
方形 (41× 34m)
北壁カマ ド

SB-60 72に

重複

SBお9が重複

12,600 臼玉・鉄紡錘草・鉄片 SB68■ -5,Nol

69号住居 SB-69 下層 平安
方形 (33× 33m)
封ヒ東壁カマ ド

SB‐68,71

72に重複
6.400 1 土 玉 SB69-1～ 4

70号住 居 SB-70 下層
奈 良 方形 (29X34m)

焼土
SB-66が重複 770 0 土 玉 3B70

71号住居 SB 71 下層 古墳
北壁カマ ド

SB‐ 72に重複

SB-43 73が

重複

土玉 骨片 SB71■  2

72号住居 SB-72 下層 騨
つ

方形 (?m)
北壁カマ ド 柱穴

SB-68 69

7173が重複
0 玉石・歯牙 SB72‐ 1´ヤ3

73号住居 SB‐73 下層 奈良
方形 (38× ?m)
北壁カマ ド

SB-71 72イこ

重複
6 SB73‐ 1´-3

雅号住居 SB‐74 下 層
古墳

北壁カマド

SB-25'30

41が重複
0

1号溝 SD■ 上 層 平安 幅～ 40m 竪穴住居 P 石皿 玉石・炭化物 3Dl l～ 3

2号溝 SD‐2 上層 平安 幅～ ■3m SX‐ 1に重複 12,690
羽口 石皿・敲石 銭・炭

化物
3D21～ 5

(3号溝 ) (SD 3) 上 層 平安
SB‐34の一部

を誤認した

もの

8230 6 緑釉片 砥石 鉄津・炭化物 SD3

4号溝 SD 4 上層 幅～ 05m SD‐5に連続 0 SD4
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選構名 言B゛号 地 区 献
醐

遺  構 出 上 上 器 その他出上遺物 違物注記

(整理Nc)形態・施設・規模 備考 重量 実測 特記 上・石。金属製品他

5号溝 SD 5 上層 平安 幅～ 1lm SD 4に 連続 ユ 剥 片 3D5

6号溝 SD 6 上層 平安 幅 ～ 13m 炭化物 】D6

7号溝 SD‐ 7 上層
余良～

平安
幅～22m l SD7

8号溝 SD-8 上層
奈良～

平安
幅～ 05m 16760 7 砥石 石皿 鉄片 SD8

9号溝 SD 9 上層 平安 幅～ 22m 2 SD9

10号溝 SD-10 上層 平安 幅～ 17m 2280 3 鉄片 SD10

11号濤 SD■ 1 上層
近世～

幅～ 07m
H7調査区に

連続
230 0 3Dll

12号溝 SD 12 下層 幅～ 0望m 3D12

13号溝 SD 13 下層 幅～ 1lm L字形 SD13

14号溝 SD 14 下層 幅～ 08m SD 15と 交差 2,730 0 鉄片 SD14

15号溝 SD-15 下層 古墳 幅～ 13m 1 ミニチ ュア 石皿 SD15

16号溝 SD■ 6 下層 古墳 幅～ 06m SD 14と 交差 1 SD16

l号土抗 SK■ 上 層 楕円形 長径23m) 0 SK文

2号土坑 SK‐ 2 上層 円形 (径13m) 0 SK2

3号土坑 SK-3 上層 平安 円形 (径 12m) 1 SK3

4号土坑 SK‐ 4 上層 円形 径23m) 0 SK4

5号土坑 SK‐ 5 上 層 楕円形 ?(長径25m) 0 SK5

6号土坑 SK 6 上層 楕円形 短径10m) 0 SK6

7号土坑 SK-7 上層 長方形 15X Pm) 0 SK7

8号土坑 SK-8 上 層 平安 楕円形 長径12m) 3K8

9号土坑 SK 9 上層 平安 楕円形 (長径13m) 300 2 3K9

10号土坑 SK 0 上層 円形 径 17m) 0 3K10

11号土坑 SK 1 上層 楕円形 長径17m) 0 SKll

12号土坑 SK 2 上 層 平安 円形 (径05m) 1 SK12

13号土坑 SK 3 上層 楕円形 長径07m) 230 0 SK13

14号土坑 SK 4 上層 楕円形 長径 12m) 0 3K14

15号土坑 SK 15 上層 平安 楕円形 長径23m) 4420 5 鉄塊 SK15

16号土坑 SK-16 上層 平安 楕円形 長径1lm) l SK 6

17号土坑 SK-17 上層 平安 楕円形 長径14m 1 SK 7

18号土坑 SK-18 上層 平安 楕円形 長径12m l 骨片 SK 8

19号土坑 SK■ 9 上 層 楕円形 長径19m 0 SK 9

20号土坑 SK-20 上層 楕円形 長径 4m SK20

21号土坑 SK‐ 21 上 層 楕円形 長径 9m 250 銭 3K21

22号土坑 SK-22 上層 楕円形 短径20m 3K22

23号土坑 SK-23 上 層 精円形 長径28m) 240 0 SK23

24号土坑 SK-24 上層 円形 径 14m) 0 BK24

25号土坑 SK-25 上層 不整形 (長43m) SK25

26号土抗 SK-26 上 層 平安 長方形 (25X19m) 670 l SK26

27号土坑 SK翌 7 上層 円形 (径09m) 0 鉄 片 SK27

28号土坑 SK=28 上層 平安 楕円形 長径 13m) 1 SK28

29号土坑 SK-29 上層 円形 径16m) 0 SK29

30号土坑 SK-30 上層 平安 楕円形 長径20m) 5 SK30

31号土坑 SK-31 上 層 楕円形 (長径15m) 0 SK3X

32号土坑 SK-32 上層 楕円形 長径24m) 17Э 0 3とこ32

33号土坑 SK‐ 33 上 層 平安 楕円形 長径45m) 2,350 3K33

34号土坑 SK‐34 上層 平安 円形 径10m) 1 3K34

35号土坑 SK-35 上層 円形 径13m) 0 0

36号土坑 SK-36 上 層 長方形 (1・ 8X12m) 0 砥石 SK36

37号土坑 SK-37 下層 円形 径14m) 2,120 0 SK37
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通構名 記号 地区 酷
卿

遺  構 出 上 土 器 その他出上選物 遺物注記

(整理No)
形態・施設・規模 備考 重量 実測 ネ与言B 土・石・金属製品他

38号土坑 SK 38 下層 平安 精円形 (長径14m) 3 3K38

39号土坑 SK‐39 下層 古墳 楕円形 (長径26m) 5,500 3 3K39

40号土坑 SK-40 下層 楕円形 (長径10m) 990 0 SK40

41号土坑 SK 41 下層 平安 長方形 (18X12m) l
青磁片 SK41

42号土坑 SK-42 下 層 奈 良 方形 (17× 16m) 5,090 6 SK42‐l No1 2

1号不明遺構 SX l 上層 平安 楕円形 P SD 2が重複 X,550 l 敲石 石皿 3Xl l・ 2

2号不明遺構 SX-2 上層 平安 不整形 (辺 3m前後の浅い掘込) 2,440 1 3X21'2

3号不明遺構 SX 3 上層 不整形 (辺 8m前後の浅い掘込) 0 鉄 津 SX3

4号不明遺構 SX-4 上 層 不整形 (辺 5m前後の浅い掘込) 260 SX4

5号不明遺構 SX-5 下 層 平安 不整形 (辺 7m前後の浅い掘込)
SB‐ 23・ 26が

重複
1 砥 石 3X5

層

穴

上

小
ピット 上層

平安～

中世
小穴No l～ 51 1,780 2 鉄津 炭化物 P,‐ 1～ 51

層

穴

下

小
ピット 下層

古墳一

平安
/1ヽクthlo52- 106 2

砥石 鉄片 鉄津 骨製 Pi 52～ 106

Pi群 1～ 3

遺物

集中区
下層 古墳

調査区北東隅

SK‐ 37に隣接
16,940 提 瓶 臼玉

Po集

Po集―No1 2

饒鰤
検出面 上層

平安～

中世
7 緑釉片 険出■・2

下層

検出面
検出面 下層

古墳～

平安
80,010

ミニチユア・土玉 紡錘車

角玉 砥石・鉄津 炭化物

種子

検 出 3～ 8

採集這物 下層
古墳～

平安
5,450 3 儀・鉄淳 採 集

合   計

表2 平成7年度調査 遺構一覧表

違構名 記号 検出面 献
帥

遺   橋 出土土器 その抱出主遺物 遺物注記

(整理血)
形態・施設・規模 備考 重量 (g) 実測 ホ孝冨B 土・石・金属製品他

l号溝 SD■ 上層 中世
中世段階の

計渇川流路?
4 内耳 SDl

2号溝 SD‐2 上層
近世段階の

計渇川流路
クルミ核 木片 3D21～ 2

3号滞 SD 3 上層 中世 幅～ 25m 3,240 l 山茶碗 骨片 SD3

4号溝 SD 4 上層 幅～ 12m
SK 2・ SX 2

と重複
795 SD4

5号溝 SD 5 上 層 平安 幅～ 06m SD 4と 重複 1 硯 P SD5

6号溝 SD‐6 上層 平安 幅～ 28m 位置不詳 1 SD6

1号土坑 SK■ 上層
平安～

中世
楕円形 (長径24m) 7 SKl

2号土坑 SK-2 上層 長方形 (40× 15m) SD 4と 重複 260 鉄片 SK2

3号土坑 SK-3 上層 長方形 (14X12m) SK3

4号土坑 SK4 上層 円形 P(径 20m) 鉄片 3K4

5号土坑 SK-5 上 層 楕円形 (長径33m) SK5

6号土坑 S率

=6
上 層 槍円形 (長径13m) SK6

1号不明遺構 SX■ 上層
平安～

中世
不整形 (68× 48m) 鹿角片 鉄片 SXl

2号不明遺構 SX 2 上層
平安～

中世
不整形 (長辺57m) SD 4と 重複 青磁 】X2

3号不明遺構 SX-3 上層 不整形 (62× 58m) 鉄 片 3X2

検出面 上層
鉄淳 剥片 険出

合  計 15215
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図10 下層遺構実測図① (1:100)
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図12 下層遺構実測図③ (1:100)
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SB‐ 1(北から)

遺構写真① (平成6年度調査)

から)

SB‐ 2 (西から)
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SB‐ 5(東から) SB‐ 6。 8'9

SB‐ 9・ 11～ 13。 21(】ヒ東

(南から)
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SB‐ 15カマド (南から)
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遺構写真② (平成6年度調査)

且.―暉
SB-15～ 18(南東から)

SB-19・ 20 (】ヒ東力ヽら)

簸 慕

SB… 15～ 18(1と東から)

SB‐27カ マド (南から)

SB‐ 23・ 26・ 31(F葡力Ⅲら) SB-26カ マド (南東から)
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SB‐29(南東から)

遺構写真③ (平成6年度調査)
.翠
攀鞭 試

棘  t手

SB‐ 28・ 32・ 33・ 39 侍葡から)

SB-3刊 カマド (南から)

1勢 蕪洋逮:・―・
・・

SB‐34集石 (北西から)

SB‐ 28・ 31～ 33・ 39(南東から)

SB‐35(南から)
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SB‐36(南から)



遺構写真①

潔

SB-36・ 37・ 41(南西から) SB‐ 36。 37・ 41(耳とから)

SB‐ 40。 45'47(南 東から) SB‐ 40。 47・ 49(北東から)

SB‐46・ 52(南東から)

SB-51・ 53～ 55●ヒ西から) SB‐54カ マド (南東から)
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遺構写真⑤ (平成6年度調査)

SB‐ 46・ 56・ 57(南東から)

SB‐ 59・ 60・ 61・ 65(西から)

SB-59～ 61・ 65(南から)

SB‐ 60・ 61・ 65(南東から)

SB‐60カ マド (南東から) SB中 60東側カマド遺物除去後 (南東から)

SB‐63(南西から) SB‐64(南から)
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遺構写真⑥ (平成6年度調査)

|  マ

攀 鱒

|!1崇
| ― '′

||ギ

SB‐ 59・ 60・ 66～ 70(南東から) SB-68カ マド (南から)

SB‐69(南から) SB‐73カ マド (南から)

|∵
‐ユニt盟

誓  :道i,i:

下層遺構検出面・遺物集中区 (東から)SX‐ 3(南から)
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遺構写真⑦ (平成7年度調査)

全景 (北から俯敵) (南東から)

■IF安

SD‐ 4(東から)

,姿 .■.

SK‐ 1 ・ 4、 /」 穴ヽ群 (東力Ⅲら)

芦f■
―

SD-3堆積土層断面 (東から)SD‐ 2堆積土層断面 (西から)
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V 遺物

1 平成 6年度・検出遺物

全遺構、遺構外より出土した遺物を整理し、種類ごとに抽出、図化を行い一連の番号を付した。図化及び写真

撮影したものに関してはその詳細を観察表に記す。以下、種類ごとに詳細を述べる。

(1)上器

全遺構、遺構外から出土した土器の総重量は919,345g(お よそ920kg)イこ及ぶ。このうち、実測対象として各

部位いずれかの径が概ね2分の 1以上遺存する個体を抽出し、819点 を図化した。その上で器種ごとに、形態と

遺存の程度、寸法に応じて分類を行い、詳細を土器観察表にまとめた。なお、表中では、図面上認められる遺存

部位を「全形」「口縁部」「底部」のように表記し、これに姑する遺存の程度を「1/1」「2/3」 「1/2」 などとした。

当遺跡では古墳時代後期から平安時代後葉までの竪穴住居を中心とした遺構が検出されており、出上した遺物

もこれに伴うものである。

以下、時代ごとに詳細を述べる。

ア 古墳時代中期後葉

当遺跡における最も首相の遺物が48号住居 (図34)か ら出土している。他遺構との切り合いによリカマドのみ

が残存する遺構であるが、該期に相当する高郭が4点出上している。いずれも屈折脚の高郭だが、脚部の膨らみ

が目立たない円錐形になる。また、杯部の稜と脚部の屈折も緩やかになり、 5世紀後葉の所産と考えられる。

イ 古墳時代後期

2次面で検出した遺構の内、多くが該期の所産と考えられる。須恵器模倣の土師器が増加する5世紀末から、

新しい系譜の須恵器が登場する直前の段階までを前葉 。中葉 。後葉・末葉の4時期に区分した。食膳具と煮炊具、

貯蔵具の形態変化に着日し、器種ごとの概要と特徴的な事象を述べる。

(7)器種別の形態変化

[須恵器lTk蓋]573(64号住居)は日径が大きく、器高の低い偏平な形態となる。また、稜はややなだらかになる

ものの口縁端部には凹みをもつことなどからT K47～ M T15型式併行と考えられる。

[土師器lTh]古墳時代後期を通して多様な形態があるが、ここでは主に5型式に分類を行った。〔】内は各時期、

遺構ごとに代表されるものを挙げている。

A類 須恵器杯蓋の模倣であり、外面体部と胴部の境目に稜を有して丸底になる。内面に稜を有する個体もあ
る。【208・ 271・ 429・ 556・ 574】

B類 腰部に稜をもち、体部は開いて立ち上がる。底部は九みを帯びるが明瞭な九底にはならない。(122・
141・ 210・ 276・ 335・ 430・ 511・ 555・ 580】

C類 九底で内外面に明確な稜を有し口縁が強く外反する。【277・ 319・ 582】
D類 半球形になる。〔78'146・ 221・ 318・ 584,748】
E類 平底になる。【107・ 220】
形態は多岐にわたっており上記に分類できないもの、中間の形態を呈するものも存在する。前・中葉にはA



類・B類が主体を占め、C類 も散見される。A類郭574(64号住居)は整形が非常に丁寧であり、忠実に模倣し

ている。同一遺構から須恵器郭蓋573が出土している点も注目される。後葉になるとA類・C類は減少し、主流

であるB類に加えてD類が登場する。なお、241(26号住居)は須恵器郭身を模倣した形態となり底部外面には

「一」印の箆書きをもつ。末葉はD類・B類が主流となるが、B類はこれまではっきりと確認できた内面の稜が

147・ 148・ 152(20号住居)ではなぞる程度につけた浅い稜となり、形骸化が認められる。形態も腰部が張らず

に半球形に近いものが目立ち、B類 とD類の区別がつけ難くなる。また、少数ではあるが、新たに220(24号住

居)の ような平底の杯E類が登場する。

[土師器高坪]杯部や脚部の形態によりa～ d類の4タ イプに分類できる。

a類 屈折脚の高杯 〔302】

c類 須恵器高杯の模倣 【292】

b類 三角透かし孔の高杯 【129・ 294。 299。 337】
d類 杯部が郭B類になるもの 【291・ 432・ 591】

前葉では形態が多岐にわたっており、 a類 (302)b類 (294・ 299)c類 (292)d類 (291・ 591)が認められ

る。中葉ではb類 (129。 337)と d類 (432)力潮|き 続きみられる。後棄になるとd類が主体となるが腰が張ら

ず、九みをおびてくる。さらに末葉になるとd類が半球形となり、接合部が中実の個体が増加する。杯部の形態

は郭の形態変化との共通性が認められる。

[土師器鉢]郭に類似した個体があり区別が困難であるため、国径に対して器高が高くなるもの (概ね口径の%
以上)も しくは口径が平均 (11～ 14cm台 )を大幅に超えるものを鉢とした (註 )。 前葉は287～ 290・ 587の よ

うに胴部が九みをおびて球胴形になり、日縁が外反する形態が目立つ。中葉では213や 口縁が内傾する127な どが

加わり、バラエテイーに富み、後半になるとさらに多様化が進む。245。 246は須恵器短頸壼の模倣と考えられる。

なお、322は形態としてはD類の郭だが、日径が大きい点で鉢とした。

[土師器甕]前葉では64号住居において胴部中位に最大径をもつ卵形の甕が認められる。599'600は 非常に大形

であり、表面を磨いて調整する。一方29号住居ではハケ調整で胴部の張りが弱い小形奏が多数確認され、64号住

居とは射照的である。中葉になると長胴形のタイプ134と小形甕130が認められ、大小複数の寸法の存在がうかが

える。後半ではハケメ調整奏の長胴形が目立つが形態は多様化する。249。 325は胴部上方が張り、下方のつなぎ

目部分にくびれをもつ。561は胴部が円筒状になり下半には明瞭な屈曲が見られる。なお、325は有底で単子との甑

327と 共にカマド内から出土しており、セットになる可能性がある。

[土師器壺]前半の重197。 198・ 215は胴部中央に最大径を持った球胴形になり、ミガキ調整を行う。主柱穴内か

ら出土した216は より球形に近い形態である。底部は欠損のため不明だが、九底になる可能性もある。末葉では

大形のものは残存状態が悪 く、全形が不明である (176・ 226)。 中形の壼 174・ 175は頸部から口縁が直立し、胴

の張らない形態となる。

[土師器甑]底部の形態により無底タイプと有底タイプに分類される。有底タイプは単子L型 と複孔型が存在する

が、当遺跡では単子し型のみ確認された。前葉は無底タイプ597、 有底タイプの単孔型596が見られる。中葉になる

と大形の無底タイプ135・ 218が見られ、断面はS字形になる。共に把手を持たず、内面を黒色処理する。38号住

居からは中形の無底タイプ435も 出上している。後半になると大形の無底タイプは断面 S字形の体部が、直線的

に変化する。また、側面底部付近に穿孔する個体 (188・ 526)や有底タイプの単孔型327も 継続して認められる。

[土師器鍋]187は牛角状の把手を有するが胴部が球形になる点で、188・ 189の甑とは形態が異なる。内外面を磨

いており、火にかけた痕跡などは確認できないものの平らな底部をもった鋼と考えられる。
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(イ )土器集中区 (図47)

調査区の北東隅より土器が集中的に出土した。古墳時代後期中葉から後葉に位置付けられる遺物が主体を占め

る。768・ 769の土師器杯はそれぞれ須恵器杯蓋・郭身の模倣であリセットになると思われる。770～ 772は郭B

類に分類されるが、770のみ黒色処理をしており平底気味になる。778は器高が口径の1/2以上であることから鉢

に分類した。土師器蓋766・ 7671ま須恵器蓋の模倣であり、セットで製作されたと推察される。共に内面は黒色処

理をするが、766は浅半球形であるのに対し7671ま回縁付近に稜をもつなど細部の形態は異なる。高イは4点確認

できる。この内774・ 776が円錐形の脚部をもち、脚部のみ残存の777は成形が粗雑であるが、屈折脚の要素をも

つ。また774の郭部は郭770と 類似する。重類は4点確認された。直口重779は全体を丁寧なヘラミガキで整える。

780～ 782は球胴形になるものの、意図的に破壊 したものか、Vヽずれも口縁部を欠損しており全形はうかがえな

い。781は胴部下半に内からタトヘ穿孔するが、子しの上端部は欠損により形状が不明である。786提瓶は釣状把手を

もつ。体部全体には同心円状にカキメ調整を施し、把手部分周辺から側部はヘラケズリによつて整える。

(ウ)各期の様相

前葉では土師器郭・高杯の多くは須恵器模倣の形態であり、須恵器への指向性がうかがえる。64号住居出土

の甕は胴部の張りが大きくなる最終段階であり、甕の形態から64号住居は29号住居より首相に位置付けられる。

TK47～ MT15型式併行の須恵器杯蓋が出土している点からも5世紀末から6世紀初頭を胡らないものと思われ

る。

中葉では16・ 22・ 33・ 38号住居が該期の遺物を伴う遺構として挙げられる。杯はA類のような須恵器模倣の形

態が依然としてみられる一方で郭C類が減少する。高14xは b類・ d類が主流となり、脚部の相違はあるものの杯

部の形態は共通するようになる。奏は胴部の張らない長胴甕が16号住居において認められ、これ以降長胴化が進

む。また複数の寸法が認められるようになる。22・ 38号住居が古相に、16・ 33号住居は新相に位置付けられる。

後葉では26・ 31・ 54・ 60号住居が該期の遺物を伴う遺構である。郭A類が減少し、 B・ D類が主体となる。甕

はハケ調整の長胴甕が多数を占め、鉢と共に多様な形態が認められる。甑は体部が直線的になるものが増加し、

側面底部付近に穿孔するものが出現する。形態から26・ 31号住居は古相、54・ 60号住居は新相に位置付けられる。

末葉では13・ 20・ 24号住居、39号土坑が該期の遺物を伴っている。土師器郭はB類・D類が増加するものの稜

線の省略など粗雑化により、区別が困難である。平底の郭 E類が認められるようになる。高杯はd類の郭部が半

球形になり、接合部が中実の個体が増加する。奏は口縁に最大径をもち、胴部が膨らむ形態が定着する。形態か

ら24号住居は古相、20号住居・39号土坑は新相に位置付けられる。

ウ 奈良時代
これまでの古墳時代から継続してきた器種組成からの転換期である。以下、食膳具と煮炊具、貯蔵具の形態変

化に着目し、概要と特徴的な事象を述べる。新たな器種・器形の出現、展開を境に奈良時代を前半 (古相)と後

半 (新相)に 区分する。なお前半に関しては古墳時代最末期も含めて検討を行った。

該当遺構 前半 【15号住居 (図20)、 45・ 46号住居 (図35)、 49号住居 (図36)、 55号住居 (図 38)、 42号土坑

(図 46)】

後半 【9号住居 (図 18)、 36号住居 (図 33)、 47号住居 (図 35)、 66・ 68'73号住居 (図 42)】

(ア)奈良時代前半

[須恵器lTk]106は 受け部を持たず底部を箆切り後に静止ヘラケズリで整える。古墳時代からの系譜を引く須恵器

とは異なる新しい系譜の須恵器の初現と言える。



[土師器lTH]古 墳時代からの流れを受けてD類・E類が目立つものの、成形・調整が粗雑なものが増加する。

490・ 491は口縁付近にミガキ調整をするが底部付近はケズリの痕跡を残す。468は内面底部付近に箆状工具等を

押しつけて稜線をつけるが、不整形な円となる。この時期を最後に古墳時代から継続してきた非ロクロ成形の郭

はほとんど確認できなくなる。

[土師器高杯]古墳後期末葉からの流れを汲み、接合部は中実の形態となる。この時期を最後に認められなくな

る。

[土師器菱]古墳後期末葉から変化なく長胴形のハケ甕・ナデ秦が認められるが、胴部のつなぎ目が顕著なもの

が目立つ (115'116)。 49号住居からはナデ甕494と 共に河ヽ形甕493が出土した。493は底部付近に指圧痕が一周す

る。また、甕494は甑495と セットになる可能性がある。

[土師器甑]495は牛角状把手を持つ無底タイプであり体部が直線的になる。底部のみの残存だが、1191ま有底タ

イプの単孔型で内面を黒色処理する。

[土師器壼]確認できた個体はわずかであった。5291ま 明瞭な頸部を持たず口縁部の立ち上がりが短 くなる。

(イ)奈良時代後半

[須恵器 lTk・ 高台lTk]須恵器杯の出土量は増加 し、食膳具の主体を占めるようになる。底部調整は静止ケズリ

(570・ 606)も しくは回転ケズリ (71)、 箆切 り後になでるもの (425。 478)、 糸切底 (424・ 612)の 4タ イプが

認められる。糸切底の杯は平安期の個体と比較するとす法が大きめである。また、高台郭480・ 607が確認できる

が、遺跡全体での出土量は少ない印象を受ける。

[須恵器蓋]つ まみを持つ須恵器蓋が出現するが、折り返し部分の形態が異なる。605は明瞭な折り返 しを持たな

い。569は ややタト側に開いて外面に調整を加え、中央の凹むつまみを持つ。611・ 617は垂直もしくは内側へと折

り返され、内タト面に調整を加える。時期が下るにつれ、内側に折り返されるものが多くなり、加えられる調整が

強くなる傾向にある。また、形態は扁平形が多いが6171よ ドーム状になり、つまみの形態も擬宝珠形や凹みを持

つものなど多様である。

[土師器菱]こ れまでのハケ甕77・ 621、 ナデ甕608に加えて、砲弾形甕426・ 620、 ロクロ成形の小形甕619が登場

する。73号住居出土のハケ甕621は底部が欠損しているが、長胴化が進み鳥帽子形になる。砲弾形の甕6201よ胴部

下半をヘラケズリするが、日縁部を面取りしており出現期の様相を呈する。小形奏619は胴部下半から底部を丁

寧なヘラケズリで整えており、底部糸切りの痕跡は見られない。

[土師器甑]63号住居出土の571は小形の無底タイプである。この時期を最後に土師器甑は認められなくなる。

(ウ)ま とめ

前半では土師器杯の粗雑化が顕著になり、この時期を最後に消滅していく。後半になると食膳具は須恵器を中

心とした組成に変化し、須恵器杯は受け部を持たない新たな器形が登場する。新相に位置付けられる36・ 68'73

号住居では糸切底の須恵器杯も散見されるようになる。これ以外にも須恵器蓋・砲弾形の奏、ロクロ小甕など新

たな器種が出現し、様相が大きく変化する。前半は古墳時代から継続してみられる器種・器形が多 く過渡期的な

要素をもち、後半は新たな器種・器形の登場による新しい組成の展開期と言える。

工 平安時代

検出した住居llLを 中心に溝や土坑において該期の遺物を伴う遺構が目立つ。 8世紀末葉以降を須恵器郭の有無

によって前半と後半に区分し、器種組成や形態の変化に応 じて古相と新相に細分した。

該当遺構 I期 (古段階)【17号住居 (図 21)、 59号住屋 (図 38)】
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Ⅱ期 (中段階首相)【27号住居 (図 27)、 32号住居 (図30)、 35号住居 (図33)、 40号住居 (図 34)、

58号住居 (図 38)】

皿期 (中段階新相)(2号溝 (図 43)】

Ⅳ期 (新段階)〔 1・ 2,3・ 5・ 6号住居 (図 17)、 10号住居 (図 19)、 34号住居 (図31・ 32)、

17・ 33号土坑 (図 45)、 41号土坑 (図46)】

以下、食膳具と煮炊具、貯蔵具の形態変化に着日し、概要と特徴的な事象を述べる。

(ア)器種別の形態変化

[須恵器lTh]全て糸切底になり、出現期のものと比較すると底径が縮月ヽする。また、灰白色を呈し、胎土に緻密

さを欠くような軟質の個体も出現する。59号住居では軟質 (548～ 550)、 硬質 (546・ 547)の 両方が認められ

る。また、549・ 5501よ底部タト面に墨書で「三」と記されるが、詳細は「墨書 。箆書き ,箆記号」の項で取り上げ

る。工期になるとさらに小形化が進み、軟質の個体が増加する。須恵器杯は使用の最終段階にあるものと思われ

る。Ⅲ期以降須恵器イは認められなくなる。

[土師器lTk・ 高台lTH。 皿・盤]Ⅱ期になると黒色処理をした土師器郭が増加傾向にある。540の ような大形の個体

が認められ、寸法に応じた器形の分化がうかがえる。また、高台郭 (333・ 543)、 高台付の皿420も 散見され、食

膳具の器形が多様化する。なお、皿は口径に対して皿部の器高が低 くなる点で高台郭と区別した。27号住居では

土師器杯 4点が確認できる。このうち黒色処理が明確な郭は261の みであり、262～ 264は黒色処理をしない (た

だし263は 内面を磨いており黒色処理の可能性がある)。 262は 口径が13 5cmと なり、土師器郭の出現期の様相を

呈する。

Ⅲ期は該当する遺構が少なく、不明な点が多い。 2号溝では黒色処理をしない杯が多数を占める。杯の平均口

径は11.3cmと なり、小形化する。

Ⅳ期では黒色処理の土師器郭は認められず、黒色処理をしないイが主体をなす。土師器郭は口径の平均が概

ね10cm台半ばとなる。 6・ 34号住居では口径が12～ 13cm台 の大形の個体が見られ、寸法の分化が認められる。

710(15号土坑)。 716(17号土坑)は さらに寸法の縮小イとが進み、内面にカキメ状の調整痕を残す点で共通する。

751(41号土坑)は回径が 7cm台となるが、底径は大きめで安定感があり、より中世のカワラケに近い形態とな

る。皿406は高台がやや高めであるが、内面に稜をもち、形態は灰釉陶器の段皿に類似する。高台杯は深碗形で

内面を黒色処理するものが目立ち、寸法に応じた分化が認められる。383は高台が久損しているが体部が緩やか

に立ち上がり、日縁が外反する点で灰釉陶器碗の模倣形態と考えられる。また、399の ように高台内に糸切り痕

を残すものも認められ粗雑化の傾向がうかがえる。盤は、郭部 (皿部)に足高の高台がつくものであるが 2タ イ

プ存在する。669は 皿に、407は大形の碗にそれぞれ足高の高台が付 くが、形態・寸法が大きく異なり、用途を異

にしたものと思われる。なお、後者は内面底部に黒ずんだ部分があり、火を焚く等の行為に使用したと推察され

る。

[灰袖陶器碗・皿]Ⅳ期に確認され、全て釉薬を漬け掛けする。 6号住居の碗43は底部のみの残存である。内面

が摩滅し光沢をもつが、墨などの痕跡は認められず、硯としての使用は考えがたい。34号住居では段皿が 3点 と

皿が 1点出土し、いずれも寸法が類似する。408・ 4091よ 410の ように明瞭な段を持たないが、内面底部付近に浅

い稜線が入るため段皿とした。皿41Hま光沢を持つほどではないが内面が摩滅し、使用の痕跡がうかがえる。 4

点中3点が段皿であることから、皿が減少し段皿が増加する転換期にあるものと思われる。

[土師器甕・鍋]Ⅱ期では砲弾形の甕や底部に糸切痕をもつ小形甕が主体をなす。砲弾形の甕458・ 459は いずれ

も40号住居のカマ ド内から出土しており、4591ま 内面に焦げ痕が見られる。423は体部外面のヘラケズリと内面
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のカキメ調整など砲弾形の甕と調整技法が類似する。しかし口径に対して器高が低く、平底になるため鍋とした。

Ⅳ期の34は外面をケズリではなく平行叩きで調整する。古墳時代からの系譜であるハケ甕は確認できず、全期を

通して砲弾形の甕が主体を占める。

[須恵器四耳壺]462がⅡ期に見られる。外面は平行叩きによって仕上げられ、内面には半円状の当て具痕が見ら

れる。耳部の孔は貫通せず、凸帝の断面は三角形になる。また、須恵器甕421(35号住居)は底部のみの残存で

あるが高台が付かず、外面には叩き、内面には半円状の当て具の痕跡が見られる点で四耳壼の可能性が考えられ

る。

[灰釉陶器壺]412と 413は灰釉陶器の長頸壺もしくは広口壼であるが肉眼観察上では胎上が類似しており同一個

体の可能性もある。

[緑釉陶器]2点 (672・ 791)が出土している。672は 3号溝より出土した。水注の把手部分と考えられる。大部
分は欠損しているが直径 5mmほ どの粘土紐 3本を束ねて把手としている。把手と体部の貼付部分には線刻し装

飾性を高めている。緑釉の表面には気泡が見られ、もろくはがれやすい状態であり、被熱した可能性がある。

791は検出面より出土した、碗の底部である。胎土は灰色を呈し、緑色の釉を全面に施釉する。内面には重ね

焼きの目積痕が 3ヶ所残る。

(イ )ま とめ

I期では須恵器郭の底部は全て糸切底になり軟質の個体が認められるようになる。該当する遺構が少ないため

か、初現となる黒色処理の上師器杯は確認できない。Ⅱ期では須恵器郭の小形化が進み、軟質の個体が増加する。

須恵器郭使用の最終段階と言える。40・ 58号住居では黒色処理の土師器郭が主体となり、さらに高台郭や皿など

器種 。器形の多様化が認められる。27号住居では黒色処理をしない土師器郭が確認され、初現と考えられる。煮

炊具では砲弾形の甕と、糸切底の小形甕が主体となる。Ⅲ期では須恵器郭は認められなくなり、食膳具の主体が

土師器へと変化する転換期に当たる。土師器杯には寸法の小形化が認められる。Ⅳ期では灰釉陶器碗・皿・段皿

などが認められる。主体は土師器郭であるが小形化が著しい。15'17・ 41号土坑出土の杯はⅣ期でも新相に位置

づけられる。一方で、大形の個体も存在し寸法に応じた器形の分化が生 じる。

全期を通じて、器種組成は大きく変化する。須恵器中心の器種組成から土師器郭・高台杯を中心とした器種組

成へと転換し、さらに灰釉陶器碗・皿の登場により新たな組成が成立する。

オ その他

(7)墨書

文字や記号などを墨書きしたものを墨書として取り上げる。破片も合わせて4点確認された。59号住居出上の

549・ 550は共に底部外面に「三」と記し、寸法も類似する。これを含めて当遺構では須恵器杯を5点抽出してい

るが、墨書が認められたのは549。 550の 2点のみであった。8171ま須恵器郭体部の破片であるが、「キ」に類似し

た字が墨書されている。818は黒色処理をした土師器郭の底部の破片である。正確な字形は不明であるが、則天

文字に影響を受けた記号と推察される。

(イ )箆書き

焼成前に箆状の工具などを用いて、文字や記号を刻んだものを箆書きとして取り上 ,デる。古墳時代の上師器イ

で箆書きがあるものは7点確認できる。この内、底部外面に「×」を刻むものが 6点、「―」を刻むものが 1点

(241)確認された。いずれも古墳時代後期後葉から末葉にかけての遺構から出土している。このうち140。 154・

155の 3点は20号住居から出土しているが、形態に共通性は認められず、他の抽出個体と比較して特異な点など



は認められない。

605は須恵器蓋であるが、つまみの中央部に「×」が刻まれる。須恵器長頚壺8161よ胴部のみが残存してお り、

頸部と肩部の接合部分に鋸歯文が一周するように刻まれる。

文字を刻んだものは2点確認された。718は灰釉陶器瓶類の頸部に、「木」を箆書きする。819は土師器甕であ

るが、内面の口縁付近に「大」を刻んでいる。

(ウ)灯明皿

煤や油脂津などが著しく付着し、灯明皿としての使用がうかがえるものを取り上げた。当遺跡では5点 (15・

65'330・ 444・ 673)が確認できる。器種・器形は様々であるが、いずれも平安時代の所産である。特に15は 口

縁部を中心に油脂津の付着が著しく、内外面にも及ぶ。また、終4071よ 前述のとおり、内面底部に黒色部分が見

られることから、明かりとりなどの灯明具として使用された可能性を考えたい。

(2)そ の他の遺物

ア 土製品

残存状態が良好なものを取り上げて図化を行った。以下、詳細を述べる。

[ミ ニチュア土器](820～ 834)20点 出土したが、残存状態により図示できたものは15点である。このうち14点

は手づくね成形であり、823のみロクロ成形で糸切りの底部をもつ。26号住居では床面から3点 (826～ 828)が

出土している。大半が古墳時代後棄から末葉の遺構に伴うものである。

[紡錘車](835～ 837)8点が出土したが、破片が多く3点のみ図示した。835は大形であり表面はナデ整形する。

836は 円柱形の大形品で残存部分のみで188gに及ぶ。完形品ではさらに倍の重量になるものと思われる。検出面

から出土の837は全体を丁寧に磨き黒色処理をする。

[支勝,](838)2点確認されているが、838のみ図示が可能であった。23号住居より出土し、下半部のみが残存す

る。表面はナデ調整をする。

[羽口](839)1点 が 2号溝より出土している。大部分は欠損しており、全形は不明であるが、先端に向け子しが

狭まる。胎土は浅黄色を呈するが、先端は被熱により暗灰色を呈する。

[円板](840～ 846)7点が出土した。いずれも古墳時代後期の遺構に伴うもので土師器の破片を用いて縁辺を

研いで円形に加工する。840は床面からの出土であるが、片面が黒色処理され、厚みから黒色処理の郭を使用 し

たと思われる。841～ 843は いずれも22号住居からの出土であり、内外面を磨いている。このうち842'843は 肉

眼観察上では胎土が類似 しており、同じ土器を使用した可能性がある。844も 内外面を磨いた土器を使用する。

845は表面にケズリ調整の痕跡があり、裏面には粘上のつなぎ目が認められることから、甕類と推定される。846

は非常に小さく、他の円板と用途が同様であったかは不明である。

[有孔土版](847～ 851)5点出土しているが全て欠損している。いずれも小判形を呈し、片端部に子とをあける。

847と 851では欠損部位に孔の痕跡が確認できることから、 2つの孔が開いていたと推察される。使用痕などは認

められず用途は不明である。

[丸玉・小玉・無孔土玉](852～ 872)852・ 853は大形であるが、854～ 869は直径が lcmに満たない個体が大

半を占める。両者は寸法に大きな差があるため、ここでは直径が1 5cm以 下のものを小玉とし、これよりも大形

のものを九玉として扱う。また、孔の開かないものは無孔土玉として区別した。九玉8531ま上端部と比較すると

下端部は九みを持たず、成形後に箆状工具で切ったような形態になる。九玉・小玉の多くが、古墳時代後期の住

居に伴うものである。26号住居では小玉が 9点出土したが、ミニチュア土器が多く出土している点も注目される。
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[管玉 (土錘)](873～ 883)877～ 883は 幅や形態に差があるものの、長さが2 0cm台前半におさまる。873～

876は これよりも大形であり、土錘としての使用も考えられる。877～ 879'881・ 882は表面を黒包処理するが、

880・ 883は表面を丁寧に磨いており石製管玉を思わせるような整った円柱形になる。

イ 石製品

[紡錘車](884・ 885)884は 53号住居の床面から出土している。断面は薄型の台形を呈する。石質は研磨により、

自然面の確認が困難であるため判然としない①成形の痕跡がよく残 り、上面は不整形な円形となるため、粗雑さ

を感じる。全体的に細かな線状の擦痕が認められる。885は 断面台形を呈する。884と は対照的に丁寧に成形され、

表面は非常に滑らかに研磨される。石質は蛇紋岩と推定される。

[勾玉](886～ 888)3点の出土が認められる。886は硬質で黒褐色を呈するが石質は不明である。8871よ玉髄製

である。888は非常に小形であり、いびつな形態になる。石質は碧玉である。

[管玉](889～ 892)889の み蛇紋岩製であり、これ以外は全て碧玉製である。890・ 891は寸法が類似する。892

は非常に細 く、緻密で色調も他の 2点 とは大きく異なる。

[臼玉](893～ 917)いずれも滑石製であり、25個体を確認したが、このうち土器集中からは15点が出土した。

893～ 895の 3点は直径が1lcmと大きく整形が粗雑である。土器集中より出上した903～ 917は高さにややばら

つきが見られるものの、径はほぼ同一である。

[石氏石](918～ 922写真のみの報告)918は結晶片岩を利用したもので触れると粉末が付着するほど劣化が著 しい。

板状で、表裏面の 2面を使用し、表面には線状痕が数条残る。919は表裏面の 2面を使用するが剥離が認められ

る。一端に穿孔し、紐などを通して使用したと思われるが、砥石としては非常に薄い。918同様、石質は結晶片

岩である。920は欠損が著しく、表裏面の2面の使用が確認できる。921の石質は流紋岩であり両端部以外の 4面

を使用する。9221よ砂岩を利用したもので三角柱状の石の 3面を利用している。各面にはU字状の線状痕が 3～

4条認められる。

[軽石製品](923写真のみの報告)製品であることが明確な923(59号住居)以外に34,38号住居からも破片 (欠

損品)が出土している。9231ま小判形に加工され、上端に穿孔する。断面は下端部にむかって厚みが減ずる形態

になる。浮子としての使用が考えられる。

[敲石](924～ 926写真のみの報告)敲打痕などの使用痕が確認できるものを敲石とした。924(15号住居)は角

柱状であり、片端部は久損の可能性がある。表裏面に敲打痕が認められる。925(2号溝)は両端部に敲打痕を

もつが、表面には摩耗痕があり、複数の使用形態があったと推察される。926(1号不明遺構)は石質が安山岩

であり下端部に敲打痕をもつ。

[石皿 (凹み石・磨り石)](927～ 934写真のみの報告)上面に凹みを持ち、摩耗痕や敲打痕が認められる自然石

を石皿とし、 8点 を確認した。石質は全て安山岩である。927(20号住居)は出土した石皿類の中では最も大形

で一部久損しているが凹みは深く、断面悟り鉢状になる。931(8号溝)は片手に収まるほど小形であり、表面

には敲打痕が残る。また、側部を一周するように擦痕が認められ、磨 り石としての使用もうかがえる。933(15

号溝)は表面の端に凹みをもつ。この凹みより左側はなだらかな凸面になっており摩耗が認められる。凸面と凹

み部の両方を使用していた可能性がある。

[編み物石](935～ 950写真のみの報告)15号住居の南西隅の床面から、16点全て面を揃えて並べた状態で出土

した。石質は安山岩 6点、石英安山岩 6点、流紋岩 4点の3種類が認められた。寸法・形態が類似しており、長

さは12～ 14cm、 幅が5～ 7cm、 重さはばらつきがあるものの300～ 500g台 となる。外形は一側面がやや窪ん



だ形態のものが多数を占め、断面形は三角形になるものが多いが、表面には目立った使用痕は認められない。

ウ 金属製品

[刀子](951・ 952写真のみの報告)形態から刀子であることが明確な個体を抽出した。腐食の著しい破片が多数

あり、この他にも刀子となる個体が含まれるものと思われる。951(32号住居)・ 952(50号住居)は柄部が良好

に残存している。

[紡錘車](953写真のみの報告)68号住居の床面から出土したものだが、腐食が著しい。

[金製品](954写真のみの報告)32号住居より、金の薄板が直径 lcm程に丸まった状態で出土した。

[銭](955～ 957)5点が出土しているが、比較的状態の良い 3点の拓影を掲載する。 5点の内 2点955。 956は

北宋銭である。また皇朝十二銭の内、「富壽神賓」が 1点認められた (出土地点不明)。 955は 「元豊通費」、956

は「天聖元賓」である。957は欠損しているが「□□元賓」と読める。

また、劣化が著しいが皇朝十二銭の一つである「富壽神賓」が出土した点は特筆される。長野市域では、屋地

遺跡で 1点出土が確認されたのみであったが、当遺跡において新たに認められたことにより、古代善光寺平周辺

地域を位置付ける上での新たな要素になったと言える。

(註)(「第V章調査成果 第1節土器J『上信越自動車道埋蔵文化財調査報告書12-長野市内その10-榎田遺跡―』長野県教育委員

会1999)の分類を参考に、当遺跡出土土師器14hの 回径の平均値を割り出して基準を設定した。

(3)10号住居出上の甑について (図 15・ 16)

10号住居の床下より須恵器甑104(図 15-Nol)が出土した。形態はこれまでに認められた古墳時代の土師器甑

とは様相を異にするものである。以下、長野県下で出土した奈良・平安時代の甑と比較検討を行いながら、出土

甑104について若子の考察を行う。

ア 形態
一対の角形の把手を持ち、底部は筒抜けで体部下端には厚さ2.2cmほ どのタガが一周する。国縁端部は凹みを

持つ。外面はタテハケで整えたのち、ロクロナデによって一部ハケメをナデ消す。内面は横方向のミガキによつ

て整えるが、タガの内面はヘラケズリのみである。このことから、タガ部と体部は別づくりしたもので、製作し

た体部の下に円盤状の粘土を接合した後、底部をくり抜いたものと推察される。焼成は硬質であるが、酸化焔焼

成によるもので土師質である。体部には黒斑が認められる。

イ 出土状況

出土層位は10号住居の床下であるが、10号住居には直接伴わないものと思われる。また、下層に位置する14号

住居の覆土より上層に位置しており、14号住居に伴うとも考えがたい状況である。口縁の一部を久損しているが

残存状態は良好であり、ほぼ完形に近い形で出土した。同一層中からは糸切りの底部を持つ須恵器杯81や内面黒

色処理の土師器郭85が共伴しており、これらより8世紀中棄から後葉の所産に位置付けられる。

ウ 分類
甑104を位置付ける上で、長野県下で確認できたものを中心に形態による分類を行った。
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(ア)底部形態

筒抜けと多孔の 2タ イプに分類できる。

[筒抜けタイプ](No.1～ 18)体部下方に桟を受ける子し (以下、受け孔)を持つものと持たないものがある。前

者は孔を使つて渡した桟の上に貨の子などをのせて使用したものと思われる。後者は、木製の円板状の費の子や

籠などの使用が想定される。また、受け孔は貫通するものと、貫通せずに内面で凹み状になるものが認められる。

前者は孔に桟を通して、後者は凹みに桟を引っかけて使用したものと思われる。大形のものほど受け孔の数が増

加する傾向にある。この他、底部が断面 L字形に折れる形態のものも認められる (配 8～ 12)。

[多孔タイプ](No.19～ 32)多孔のものの中には様々な孔の形態が存在する。基本的には中央に一つ開けた円形

の子しの周りを楕円形 。円形・扇形などの子とが複数囲む形態である。

(イ )底部周辺の形態

底部付近に何も持たない[a]・ タガを持つ[b]・ 脚を持つ[c]の 3つ に分類できる。

何も持たない[al(No.8～ 10。 19～ 25'30。 31)多子しタイプに多く認められる。筒抜けタイプでは 8。 9世

紀台の個体には認められず、全形の不明な底部のみ残存の甑や10世紀の羽釜形甑に認められる。

タガを持つ[b](No.1～ 7'11・ 12・ 17・ 18・ 26)筒抜けタイプに多く認められ、まれに多孔タイプでも確

認できる。タガの厚さや幅は個体によって差があり、形状も、当遺跡出上の104は断面方形 (平行四辺形)を呈

するが、断面三角形のものなど多様である。多子しタイプ (No26)の タガはあまり張り出さず、薄手である。

脚を持つ[c](No 13～ 16・ 27～ 29・ 32)筒抜けタイプに多く認められ、まれに多孔タイプでも確認される。

筒抜けタイプには「くの字」に折れる脚部がつくものが多い。多孔タイプには、短くずっしりとした脚が直立気

味につくものがある。

(ウ)体部の形態

体部に把手を持つもの、鍔をめぐらせるものがある。基本的には、何も持たないか把手と鍔のどちらかを持つ

かであり、両方持つものも稀に認められる。把手は牛角形や角形のものやNo 13・ 27の ようにコの字形を縦ない

し横にして貼 り付けるものがある。鍔をもつものは9世紀台の大形の個体に多く、調整後に胴部上半に貼 り付け

る。

工 県内出土甑 との比較

まず、長野市域において、甑104(No l)と 同時期と考えられる甑は知られているところで 1点のみである。

吉田町東遺跡AB区 6号住居より出土した甑 (No.3)は 体部下半から底部の残存であるが、104同様に底部付近

にタガが一周し筒抜け bタ イプとなる。焼成は土師質で内面を磨き調整している点で104と 共通する。内面には

断面三角形の凹み状になる受け子とを8対以上もつ。甑の内面を磨 くのは古墳時代の上師器甑においてしばし認め

られるが、該期の甑には珍しく、地域的・時期的な特色と思われる。同じ時期松本地域でも筒抜けbタ イプが多

く認められ、104やNo.3と 形態的に類似するものが見受けられる (No 2,7'11)。 佐久地域では比較的確認

例が多く、多子しタイプの甑が目立つ。多孔タイプの甑は、関東地域で主体を占めるもので、その影響がうかがえ

る。 8世紀台はいずれの地域でも出土例が少なく、出土頻度は古墳時代の土師器甑と比較して僅少といえる。

9世紀台になると甑の大形化が認められる。多くは筒抜けcタ イプであり底部に「くの字」に外反する脚がつ

き、体部下方には受け孔をもつ。市内では松原遺跡 (No 13～ 15)や南宮遺跡 (No 16)(註)な どで確認されて

いる。松本地域においても同様の傾向がうかがえるが、佐久地域では未だ確認例を見ない。なお、松原遺跡出

土の甑 (No 32)は体部下半のみの残存の多孔 cタ イプであるが、多子しの底部に「くの字」に折れる脚部を持ち、
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大形甑への過渡期的な様相を示すものである。大形化した甑は県内だけでなく、特に群馬から埼玉地域において

顕者に認められる。10世紀前葉になると群馬では住居一軒に一点の割合で出土し、その後減少するようである。

奈良・平安期の甑は北関東 (群馬を中心とした地域)では多孔タイプから筒抜けタイプヘと変化する傾向があ

る。一方、長野・松本地域の 8世紀台は筒抜けタイプが主流であり、多孔タイプは僅かながら確認できるものの

大形化によって姿を消すようである。佐久地域では大形化した甑の好例を知ることができないが、関東の影響を

受けていることから多孔タイプから筒抜けタイプの大形甑へ変化した可能性を考えたい。この後、長野・松本地

域では、大形の甑にかわり、羽釜形の甑が目立つようになる (No.33)。 羽釜形の甑は、鍔を持ち底部が筒抜けと

なる。脚やタガ、受け孔などは持たず鍔のみのシンプルな形態となる。

また、セットとなる土器は砲弾形の甕が考えられる。群馬地域では羽釜の出現後も大形甑が認められ共伴する

ことから、羽釜ともセットとなるようだ。長野・松本地域では10世紀台になると砲弾形の奏に減少傾向が見られ、

これに替わるように羽釜が登場する。大形の甑と羽釜が共伴する例は未確認である一方で、羽釜形の甑は砲弾形

の甕・羽釜との共伴が認められている。羽釜形甑は砲弾形の奏が消滅する以前に出現し、羽釜が盛行する頃には

主流となるようで、群馬地域とは異なる様相を呈す。

オ 考察

古墳時代からの土師器甑が 7世紀末に大幅に減少する中で、 8世紀台に異なる様相の甑が登場する。この時期

は新たな器種が登場し、これまでの器種組成から大きく変化する時期である。甑もまたロクロ成形の土師器郭や

砲弾形の甕などの登場と軌を―にするように新たな器種の一つとして登場したものと考えられる。その数量の少

なさから、これまで各住居に普遍的に認められた土師器甑とは位置付けが異なるものであり、背景には木製の蒸

し器の存在もあることを考慮しなければならない。更級郡衛との関連が指摘される、千曲市社宮司遺跡では7

世紀末から9世紀台の遺構から曲物の木板が多数出土している。No.34は 曲物の底板もしくは蓋板と思われるが、

中央に孔が穿たれている。現状では直径が約24cmあ り、孔のないものは18cm前後に集中するため、大形である

と言える。この孔の開いた木板が甑であれば7世紀末に土師器甑が減少し、新たな甑が登場するという一連の流

れの中に、甑の土製から木製への材質転換が大きく関係してくるだろう。またそれに伴って食生活の変化も少な

からずあったと思われる。

奈良・平安期の甑では須恵質と土師質の個体が存在するが、その系譜は5世紀台の須恵器甑まで辿れるもので

ある (文献 1)。 傾向として須恵質は8世紀台の古相のものに多く、 9世紀以降の大形の個体は土師質で占めら

れる。須恵器の系譜の元に登場した甑は、須恵器生産における質の低下やロクロ成形による土師器生産など土器

生産体制の変化の中で変容を遂げたものと思われる。

甑104は このような新たな甑が出現する流れの中で、作り出されたものである。しかし、セットとなる土器は

検出されず、カマドなどの明確な施設に伴わないこと、その出土状況から、実用されたことを裏付けるのは難し

い。10号住居が位置する調査区の北東隅には古墳時代後期の土器集中遺構も確認されていることから、集落内の

特殊な空間であつたことが想定される。甑104も 儀器的な意味合いをもって据えられた可能性を指摘 したい。

8世紀台の甑の長野市内での出土例は少なく、不明な点が多い。また、大形の甑は脚部が奏の口縁部などとさ

れる場合も多いため、精査を重ねる必要がある。木製の甑と合わせて今後さらに事例が増えることに期待したい。

(註)文献17では甕とされているものを甑として扱った。図中No 16は報告書掲載図版の上下を反転し、鏡像としたものである。
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(掲載資料一覧〉[ ]内数字は文献No

1 長野市 御所遺跡 SB10[遺物実測図③ No104]

2 豊科町(現 安曇野市)筑摩東山遺跡 上ノ山1lA地区灰層 [9]

3 長野市 吉田町東遺跡 (北長野通り線)ABttSB 6[20]

4 佐久市 東五里田遣跡 12号住 [8]

5 佐久市 扇田遺跡 75号住 [7]

6 佐久市 栗毛坂遺跡10号住 [12]

7 松本市 北栗遺跡 SB235[10]

8 上田市 大日ノ木遺跡 32住  [15]

9 松本市 島立条里的遺構 12号住 [21]

10 松本市 島立条里的遺構 15号住 [21]

■ 松本市 三の宮遺跡 SB■ 5[11]

12 松本市 三の宮遺跡 SBl18[■ ]

13 長野市 松原遺跡 (上信越自動車道)SB1217[16]

14 長野市 松原遺跡 (上信越自動車道)SB122[16]

15 長野市 松原遣跡 (上信越自動車道)SB1092[16]

16 長野市 南宮遺跡 (南長野運動公園地点)FSB59[19]

17 豊科町 筑摩東山遺跡 上ノ山■A地区 2号住 [9]

宮の上遺跡 7号住 [22]

舞台場遺跡 H23号住 [4]

清水窯跡 SY02[13]

出川南遺跡 158住  [23]

前田遺跡 H149号住 [5]

沢田鍋土追跡 SB02[13]

栗毛坂遺跡 6号住 [12]

島立条里的遺構 12号住 [21]

聖原遺跡 M34号溝 [6]

聖原遺跡 H768号住 〔6]

長土呂遺跡群 畑跡上面 [14]

前田遺跡 15号井戸 [5]

前田遺跡 H153号住 [5]

栗毛坂遺跡 150号住 [12]

松原遺跡 (主要地方道中野更埴線)B区 2次面SA17

松原遺跡 (上信越自動車道)SB336[16]

社宮司遺跡 SD l[17]

18 松本市

19 佐久市

20 中野市

21 松本市

22 佐久市

23 中野市

24 佐久市

25 松本市

26 佐久市

27 佐久市

28 佐久市

29 佐久市

30 佐久市

31 佐久市

32 長野市

33 長野市

34 千曲市

(参考文献〉

1 外山政子「甑について」『研究紀要 4』 群馬県埋蔵文化財調査事業団1987

2 外山政子「群馬県地域の上師器甑について」『研究紀要 6』 群馬県埋蔵文化財調査事業団1989

3 かみつけの里博物館『古代の蒸し器を使つたら……土製・木製甑の使用実験―』2004

4 佐久市教育委員会『舞台場』1983

5 佐久市教育委員会 F前田遺跡』1989

6 佐久市教育委員会『聖原 第4分冊』2004

7 佐久市教育委員会『開戸田遺跡・樋村遺跡Ⅲ・扇田遺跡』2006
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15 長野県教育委員会『上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書21-上田市内・坂城町内―』1999

16 長野県教育委員会『上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書6-長野市内その4-松原遺跡』2000

17 長野県教育委員会 F一般国道18号 (坂城更埴バイパス)埋蔵文化財発掘調査報告書 1-千曲市内その1-社宮司遺跡ほか』2006

18 長野市教育委員会『松原遺跡Ⅲ』1993

19 長野市教育委員会『南宮遺跡Ⅱ』2001

20 長野市教育委員会『吉田町東遺跡 (2)』 2006

21 松本市教育委員会『島立条里的遺構Ⅱ』1989

22 松本市教育委員会『宮の上遺跡Ⅱ ,原畑遺跡』1994

23 松本市教育委員会『出川南遺跡Ⅷ』2000
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表 3 平成 6年度調査 遺物一覧表

遺構名 記号 検出画 蹴
軸

出 土 土 器
上製品 石製品

金属製
その他

遺物注記

(整理臨 )重量 (g) 実測 特記

X号住居 SB l 上層 平 安 5
塊

津

鉄

鉄
SBl l～ 4

2号住居 SB‐2 上層 平安 鉄津 骨片 SB2 1～ 3

3号住居 SB‐3 上層 平安 箆書 SB3

4号住居 SB 4 上層 平安 900 l 鉄片 SB4

5号住居 SB-5 下層 平安 2,120 8 SB5-1・ 2

6号住居 SB 6 下層 平安 SB6

7号住居 SB 7 下層 平安 1640 2 SB7-1・ 2

8号住居 SB-8 下層 平安 9,510 SB8■ ～4

9号住居 SB 9 下層 奈良 8,930 7 鉄滓 SB9■ ～ 5

10号住居 SB 10 下層 平蒙 11,440 甑 獣脚 鉄淳 饂 101～ 5

11号住居 SB■ 1 下層 攘
つ

0 SBll

12号住居 SB■ 2 下層 鎖
？

0 SB12■ 2

13号住居 SB■ 3 下層 古墳 8,630 3
紡錘車
ミニチュア2

管玉 鉄津 SB13-1´-3

14号住居 SB■ 4 下 層
平安

2630 0 紡錘車 臼玉 SB14

15号住居 SB■ 5 下層 余良 22,670 ミニチュア
敲石

編物石16

骨片

炭化物
SB15‐1～ 7 Nol～ 4

16号住居 SB 16 下層 古墳 20,660 土玉  ミニチ ュア 勾玉 骨片 SB16-1´-4

17号住居 SB■ 7 下層 平安 3,780 3 SB17■ 2

18号住居 SB‐18 下層
古墳

0 0

19号住居 SB 19 下層 古墳 1,480 l SB19

20号住居 SB‐20 下層 古墳 61,270
円板 土玉 2
ミニチュア 3

臼玉 2 管玉
石皿

鉄片 モモ核 ? SB20■ ～ 7 Nol

21号住居 SB-21 下層 古墳 3,590 3 SB21 1-3

22号住居 SB-22 下層 古墳 7,220 円板 3 SB22‐ 1・ 2 No14-4

23号住居 SB-23 下層 盲墳 8 支脚 土玉 5 砥石 2 鉄津 骨片 SB23■ ～ 6・ Nol

2_4号住居 SB 24 下層 古墳
ミニチュア

円板 ?
SB24■ ～ 4 Nol

25号住居 SB-25 下層 古墳 13,560
ミニチュア 2

羽口 P
鉄片 SB25-1^-3

26号住居 SB-26 下層 古墳 獣脚 P
土玉 9 有孔土版
ミニチュア 3

口玉 骨片 SB26-1^-8

27号住居 SB-27 下層 平安 10,690 8 墨書 有孔土板 剥片
鉄片

鉄津
SB27-1^-5

28号住居 SB‐28 下層 古墳 6,130 5 上 玉 SB28

29号住居 SB-29 下 層 古墳 29900
有孔土版

ミニチュア
剥片 骨 片 SB29-14-6

30号住居 SB-30 下層 古墳 5,210 2
円板

ミニチュア
骨片 SB30■ ～ 5

31号住居 SB-31 下 層 古墳 22700
剛

コ

樹

土

臼玉 管玉
剥片

鉄 片 SB31 1-4 31ol-5

32号住居 SB-32 下層 平安 7 紡錘車 土玉 2 玉 石
金薄板

刀子
SB32■ ～ 4

33号住居 SB-33 下層 古墳 4 SB33■ ～ 3・ llo1 2

34号住居 SB‐ 34 下層 平安 22,890 鼎 砥石 ? 軽石
盤

津

鉄

鉄
骨角片

炭化物
SB341～ 4・ Nol・ 2

35号住居 SB‐ 35 下 層 平安 9 墨書 土玉
勾玉 垂飾 ?
紡錘車 剥片

鉄 片 骨 片 SB35 1～ 4

36号住居 SB-36 下層 奈 良 4 玉 石 鉄津 SB36■ -4

37号住 居 SB-37 下 層 古墳 4,250 l ミニチュア 鉄 片 骨 片 SB37‐1 2
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遺構名 記号 検出面
時代

(期 )

出 土 土 器
土製品 石製品

金属製
その他

選物注記

(整理No)重量 (g) 実測 本手言己

38号住居 SB-38 下層 古墳 3470 7 円板 軽石 SB38-1 2・ 31ol´-7

39号住居 SB 39 下 層
平安

0 SB39

40号住居 SB-40 下 層 平安 四耳壷 鉄津 SB40 1～ 5 Nol・ 2

41号住居 SB-41 下層 古墳 4220 1 砥石 骨片 SB41 1-3

42号住居 SB 42 下 層 古墳 14100 支脚 P
銭

鉄片

人歯

骨片
SB42‐1-3

43号住居 SB43 下層 古墳 2 SB43■  2

44号住居 SB-44 下層 平安 SB441 2 No孔  2

45号住居 SB-45 下層 奈良 5,230 6 ミニチュア 炭化物 SB451 3 No1 2

46号住居 SB-46 下層 奈良 12,750 4 土玉 骨片 SB46-1´-6

47号住居 S8-47 下層 奈 良 8.110 7 SB47-1^ヤ 3 Nol

48号往居 SB-48 下層
古墳

SB48 Nol

49号住居 SB 49 下層 奈良 5,260 7
SB49■

blol～ 3

50号住居 SB-50 下層 古墳 24,980 玉石 剥片
銭

刀子
炭化物 SB50‐1^ヤ 3

51号住居 SB-51 下層 古墳 3 SB5}1・ 2

52号住居 SB-52 下 層 古墳 1.720 2 円板 SB52

53号住居 SB 53 下 層
平安

2 紡錘車 炭化物 SB53 1-3

54号住居 SB‐54 下層 古墳 16,990 臼玉3 鉄片 骨 片 SB54‐1-7 hlol～ 8

55号住居 SB-55 下層 余良 19,930 7
紡錘車 2 土玉
ミニチュア

百皿 SB55■ マ́4'Nol

56号住居 SB-56 下 層
古墳

2550 0 SB56-1´ヤ3

57号住居 SB-57 下層
平安

3 SB57

58号住居 SB‐58 下層 平安 11,720 9 土 玉 SB58■ ～ 3 Nol

59号住居 SB 59 下層 平安 14,830 9 紡錘車
臼玉 管王
軽石 剥片

SB59-1´ヤ5

60号住居 SB-60 下層 古墳 17,550 9
魚骨

骨片
SB60-1-7

61号住居 SB-61 下層 古墳 1,840 1 骨片 SB61‐ 1・ 2

62号住居 SB-62 下層 古墳 11090 有孔土板 ? 骨片 SB6み1～ 4

63号住居 SB-63 下層 奈良 2,950 鉄片 SB63 1-3

64号住居 SB 64 下層 古墳 31,770 紡錘車 砥石 骨片 SB64-1～ 4 hlol´-4

65号住居 SB-65 下層 古墳 有孔土板 SB65 1^-3

66号住居 SB-66 下層 奈良 6070 玉石 SB66 1´ヤ4

67号住居 SB‐67 下層 古墳 6,430 骨 片 SB6子1～ 4

68号住居 SB-68 下層 奈良 12600 臼玉
紡錘車

鉄片
SB68■ ～ 5 Nol

69号住居 SB‐ 69 下層 平安 6400 1 土 玉 SB69 1～ 4

70号住居 SBマ0 下層
奈良

770 土 玉 SB70

71号住居 SB-71 下 層 古墳 4210 土玉 4 骨片 SB71■・2

72手許4E帰] SB-72 下層
古墳

玉石

歯牙片

(イ ノシ

シ ?)

SB72 1´マ3

73号住居 SB,73 下層 奈良 9,紹90 6 SB73‐1-3

74号住居 SB-74 下層 静
つ

0 0

1号溝 SD■ 上層 平安 8,900 石 皿 玉石 炭化物 SDH～ 3

2号溝 SD 2 上層 平安 12,690 羽 口 石皿 敲石 銭 炭化物 SDみ1-5

(3号溝 ) (SD 3) 上 層 平安 緑釉片 砥石 鉄淳 炭化物 SD3
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週構名 記号 検出面
時代

(期 )

出 土 土 器
土製品 石製品

金属製
その他

違物注記

(整理血)董量 (g) 実測 4手言B

4号溝 SD 4 上層 0 SD4

5号溝 SD 5 上層 平安 1 剥片 SD5

6号溝 SD-6 上層 平安 4,920 13 炭化物 SD6

7号溝 SD-7 上層 奈良～ X SD7

8号溝 SD-8 上層 余良～ 16760 7 砥石 石 皿 鉄片 SD8

9号溝 SD 9 上層 平安 2 SD9

10号溝 SD-10 上層 平安 2,280 3 鉄片 SD10

11号溝 SD■ 1 上層 近世～ 0 SDll

12号溝 SD 12 下層 0 SD12

13号溝 SD 13 下層 0 SD13

14号溝 SD-14 下層 2,730 0 鉄 片 SD14

15号溝 SD■ 5 下層 古墳 1 ミニチュア 石皿 2 SD15

16号溝 SD■ 6 下層 古墳 1 SD16

l号土坑 SK■ 上 層 0 SKl

2号土坑 SK翌 上層 0 SK2

3号土坑 SK‐3 上層 平安 1 SK3

4号土坑 SK‐4 上 層 0 SK4

5号土坑 SK-5 上層 0 SK5

6号土坑 SK-6 上層 0 SK6

7号土坑 SK 7 上層 0 SK7

8号土坑 SK 8 上 層 平安 4 SK8

9号土坑 S【9 上層 平安 2 SK9

10号土坑 SK-10 上層 0 SK10

11号土坑 SK■ 1 上 層 0 SKll

12号土坑 SK-12 上層 平安 1 SK12

13号土坑 SK‐ 13 上 層 230 0 SK13

14号土坑 SK-14 上層 0 SK14

15号土坑 SK-15 上 層 平安 5 鉄 塊 SK15

16号土抗 SK-16 上層 平安 l SK16

17号土坑 SK-17 上層 平安 1 SK17

18号土坑 SK 18 上層 平安 と 骨片 SK18

19号土坑 SK■ 9 上 層 SK19

20号土坑 SK-20 上層 SK20

21号土坑 SK‐21 上 層 銭 SK21

22号土坑 SK-22 上 層 SK22

23号土坑 SK-23 上層 0 SK23

24号土坑 SK 24 上層 SK24

25号土坑 SK 25 上層 SK25

26号土坑 Sg326 上 層 平安 1 SK26

27号土坑 SK-27 上層 290 鉄片 SK27

28号土坑 SK‐ 28 上層 平安 1 SK28

29号土坑 SK-29 上 層 0 SK29

30号土坑 SK 30 上層 平安 1′020 5 SK30

31号土坑 SK 31 上層 0 SK3]

32号土坑 SK-32 上層 0 SK32

33号土坑 SK 33 上層 平安 SK33

34号土坑 SK‐34 上層 平安 1 SK34

35号土坑 SK 35 上層 0

36号土坑 SK-36 上層 0 砥石 SK36

37号土坑 SK-37 下層 0 SK37

38号土坑 SK 38 下層 平安 920 3 SK38
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遺構名 記号 検出面
時代

(期 )

出 土 土 器
土製品 石製品

金属製
その他

遺物注記

(整理No)重量 (g) 実測 特記

39号土坑 SK 39 下層 古墳 3 SK39

40号土坑 SK 40 下層 990 0 SK40

41号土坑 SK 41 下 層 平安 1,100 1 青磁片 ? SK41

42号土坑 SK‐42 下層 奈良 5,090 6
SK42-1

Nol・ 2

1号不明遺

構
SX■ 上層 平安 1550 l 石皿 敲石 SXll・ 2

2号不明遺
構

Sづ(-2 上層 平安 2,440 1 SX多 1 2

3号不明遺
構

SX 3 上層 0 鉄津 SX3

4号不明遺
構

SX-4 上層 0 SX4

5号不明遺
構

SX 5 下層 平安 1 砥石 SX5

上層

小穴
ビット 上層 平安～中世 1,780 2 鉄津 炭化物 Pi l～ 51

下層

小穴
ビット 下 層 古墳～平安 2 砥石

鉄津

鉄片
骨製品 ?

Pi‐52-106・

Pi群 1～ 3

遺物

集中区
下層 古墳 提瓶 臼玉 15

Po集・

Po歩鳥Nol・ 2

上層

検出面
検 出面 上 層 平安～ 7 緑釉片 検出■ 2

下層

検出面
検出面 下層 古墳～平安 80,010

紡錘車 土玉 3
ミニチュア

砥石 勾玉
鉄津

鉄片

モモ核 P

炭化物
検出‐3～ 8

採集遺物 下 層 古墳～平安 5,450
銭

鉄津
採集

計 919,345

表4 平成6年度調査 土器観察表

図版 番号
出土遺構 遺物注記

(整理Nc)

抽出

No
時代 種別 器種 部位 違存

寸法 (cm)
成形 。調整 。その他 写真

遺構 位置 El径 底径 器高

図 17

ユ SB■ SBl l
平安～

中世
土師器 不 全形 糸切

SB-1 床面SK内 SB ‐4 l 平安 土師器 不 全形 糸切

3 SB■ SB l 3 平安 土師器 郭 全 形 糸切 腰部ケズリ

4 SB‐1 SB l 1 平安 土師器 14N 底部 糸切 肉黒

SB l カ マ ド内 SB お 1 平安 上師器 杯 底部 /1 糸切

6 SB 2 床下 SB2-3 3 平安 土師器 杯 全形 糸切

劇32 床下 SB2-3 2 平安 土師器 郭 全 形 糸切 ○

SB-2 上層 SB2-1 6 平安 土師器 不 底部 2/3 糸切

SBワ 上 層 SB多 1 4 平安 土師器 不 底部 糸切

SB混 上層 SB2‐ 1 5 平安 上 師器 杯 底部 糸切

SB‐2 床下 SB2 3 6 平安 土師器 杯 底部 糸切

2 SB 2 床下 SB2 2 1 平安 土師器 杯 底部 /1 糸切

3 SB 2 床 下 SB2嗚 5 平安 土師器 郭 底部 糸切

SB-2 上層 SB2■ 3 平安 土師器 邦 底部 /1 糸切

5 SB 2 床下 SB2 3 1 平安 土師器 高台杯 全形 3/4 内外黒 暗文 灯明皿 ○

6 SB‐ 2 上層 SB2■ 2 平 安 土師器 小奏 底部 /1 糸切

7 SB-2 上層 SB2-1 1 古墳 土師器 霊 底部 /1

8 SB 3 SB3 4 平安 土師器 杯 全形 糸切

9 SB 3 SB3 5 平安 土師器 杯 底部 /ユ 糸切

SB 3 SB3 9 平安 土師器 邪 底部 /1 糸切

SB-3 SB3 7 平安 土師器 邦 底 部 /1 糸切
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図版 番号
出土遺橋 遺物注記

(整理Nd)

出

α

抽

Ｎ
時代 種別 器種 言日位 遺存

寸法 (cm)
成形・調整 。その他 写 真

遺構 位置 口径 底径 器高

図 17

SB 3 SB3 6 平安 土師器 杯 底部 糸切

SB-3 SB3 8 平安 土師器 イ 底部 糸切

SB‐3 SB3 2 平安 土師器 高台郭 全形 114 内黒 ミガキ ○

SB‐ 3 SB3 3 平安 土師器 高台杯 底部 1/2 糸切痕

SB‐ 4 SB4 l 平安 土師器 小甕 底 部 1/1 糸切→ナデ

SB 5 カマ ド内 SB5 2 3 平安 土師器 不 全形 2/3 糸切 O

SB 5 カマ ド周辺 SB5 1 l 平安 土師器 ITh 全 形 糸 切 ○

SB-5 カマ ド周辺 SB5■ 2 平安 土 師器 杯 全形 110 糸切 ○

SB-5 カマ ド内 SB5-2 6 平安 土師器 不 底部 糸切

SB-5 カマ ド内 SB5 2 2 平安 土師器 高台郭 口縁部 内黒 ミガキ ○

SB 5 カマ ド周辺 SB5■ 3 平安 土 師器 高台郭 底 部 /ユ 内黒 ミガキ
SB-5 カマ ド内 SB5 2 4 平安 土師器 高台率 口縁部 132

SB-5 カマ ド内 SB5 2 1 平安 土師器 甕 口縁部 236 タタキ

SB 6 SB6 2 平安 土師器 郭 全 形 糸切 ○

SB 6 SB6 1 平安 上師器 郭 全形 糸切 ○

SB 6 SB6 3 平安 土師器 杯 全形 糸切

SB-6 SB6 5 平安 土師器 不 全形 糸切

SB 6 SB6 4 平安 土師器 JT 底部 糸切

SB‐6 SB6 平安 上師器 杯 口縁部 2/3

SB‐ 6 SB6 平安 土師器 イ 底部 と/1 糸切

SB-6 SB6 7 平安 土師器 不 底部 1/1 糸切

SB 6 SB6 11
平安～

中世
灰釉 椀 底部 1/1 漬け掛け

SB 6 SB6 古墳 土師器 高杯 脚部 1/2 内黒 ミガキ
SB-6 SB6 平安 土師器 高tTN P 脚 部

SB-7 SB7■ 平安 須恵器 邦 底 部 糸切

SB‐7 SB7■ 1 平安 土師器 啄 全 形 2/3
糸切 内黒 ミガキ
灯明皿 ?

○

図 18

SB-8 一括 出土 SB8-3 5 平安 土師器 郭 全 形 l 103 糸切 ○

SB-8 一括出土 SB8 3 l 平安 土 師器 杯 全形 /ユ 糸 切 ○

SB 8 一括出土 SB8‐ 3 4 平安 土師器 杯 全形 ユ 糸切 ○

SB‐ 8 一括 出土 SB8 3 3 平安 土師器 郭 全 形 /1 糸切 ○

SB-8 SB8‐ 2 6 平安 土師器 杯 全形 糸切 ○

SB‐ 8 一括出土 SB8 3 2 平安 土 師器 杯 全形 2/3 糸切 ○

SB‐ 8 SB8 2 7 平安 土師器 杯 全形 糸切 ○

SB-8 SB8 2 5 平安 土師器 杯 全 形 糸切

SB-8 一括出土 SB8-3 6 平安 土師器 杯 全形 2/3 122 糸 切 ○

SB-8 SB8-2 9 平安 土師器 杯 全形 122 糸切 ○

SB-8 SB8-2 8 平安 土師器 杯 全形 1/2 127 糸切 ○

SBお SB8‐ 2 1 平安 土師器 雰 底部 1/1 糸切

SB-8 SB群2 3 平安 土師器 郭 底 部 1/1 糸切

SB-8 SB8-2 2 平安 土師器 杯 底部 1/1 糸切

SB 8 SB8-2 平安 土師器 不 底部 1/1 糸切→ナデ

SB-8 SB8 2 平安 土師器 高台杯 全形 内黒

SBお 一括出土 SB8 3 7 平安 土 師器 高台杯 全形 内黒 ミガキ 糸切痕 ○
SB-8 一括出土 SB8-3 8 平安 土師器 高台杯 全形 内黒 ミガキ 灯明皿
SB 8 SB8ワ とユ 平安 土師器 高台邦 口縁部 123 内外黒 ミガキ
SB 8 一括出土 SB8お 9 平安 土 師器 高台杯 口縁部 2/3 内黒 ミガキ 糸切痕 ○
SB-8 上層 SB8■ 2 古墳 土師器 甕 底部 1/1 内黒  ミガキ  ナデ

SB-8 SB8 2 平安 土師器 奏 底 郡 1/1 ハケメ

Ю SB-8 上層 SB8 1 l 古墳 土 師器 甕 底部 ハケメ
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図版 番号
出土遺構 遺物注記

(整理Nc)

出

　
α

抽

拇
時代 種別 器種 部位 遺存

寸法 (cnl)
成形・調整 。その他 写 真

遺橋 位置 口径 底径 器高

図 18

SB 9 床面 SB9‐ 3 l
余良～

平安
須恵器 杯 底 部 回転 ケズ リ

SB‐9 SB9-2 1 平安 土師器 杯 全形 2/3 糸切 ○

SB‐9 SB9 2 2 平安 上師器 郭 全形 1/2 糸切 ○

SB‐9 SB9 2 5 平安 土師器 杯 底 部 1/2 糸切

SB‐9 SB9 2 3 平安 土師器 高台杯 全形 1/3 122 内黒 ミガキ

SB‐9 SB9-2 4 平安 土師器 高台杯 底部 1/1 内外黒 ミガキ

SB-9 カマ ド内 SB9‐ 5 ユ
古墳～

奈良
土師器 甕 口縁部 ケヽメ

SB-13 SB13-2 1
古墳～

奈良
土 師器 郭 全形 2/3 ミガキ ○

SB 13 SB13 1 孔
古墳～

奈良
土師器 鉢 全形 1/1 内黒 ミガキ 〇

SB■ 3 SB13-2 2
古墳～

奈良
土師器 高杯 口縁部 ミガキ ○

図19

SB■ 0 床 下 SB10 3 3
奈良～

平安
須恵器 杯 全形 糸切 〇

SB■0 床下 SB10望 1
奈良～

平安
須恵器 不 全 形 静止ヘラケズリ ○

饂 -10 SB10■ 平安 土師器 イ 全形 130 糸切 内黒  ミガキ ○

SB■ 0 SB10■ 平安 土師器 邦 全 形 糸切 内黒  ミガキ ○

SB‐10 床 下 SB10-3 2
奈良～

平安
土師器 杯 全形 1/2

静止ケズリ 内黒 ミ
ガキ

〇

SB‐10
西側ピット

内
SB10 2 l 平安 土師器 杯 全形 糸切

SB■ 0 SB10-1 平安 土師器 杯 全形 102 糸切 ○

SB 10 SB10-1 平安 土師器 不 全形 糸切 ○

SB■0
西側ピット

内
SB10 2 2 平安 土師器 郭 全形 糸切

SB 10 SB10■ 平安 土師器 郭 全形 糸切 〇

SB■ 0 SB10■ 4 平安 土師器 不 全形 糸切 ○

SB-10 SB10■ 平安 土師器 郵 全形 糸切

SB■0 SB10■ 7 平安 土師器 邦 全形 糸切 ○

94 SB■ 0 SB10■ 8 平安 土師器 イ 全形 糸切 ○

SB‐10 床下ピット SB10-5 1 平安 土師器 不 全形 糸 切 ○

SB■0 SB10■ 9 平安 土師器 郭 全 形 糸切 ○

SB■ 0 SB10■ 2 平安 土師器 郭 底部 糸切

SB 10 SB10 1 平安 土師器 高台杯 全形 2/3 内黒 ミガキ 糸切痕 〇

SB■ 0 SB10-1 平安 土師器 高台杯 全形 X/1 153 内黒 ミガキ 〇

SB■ 0 SB10-1 平安 土師器 高台郭 口縁部 1/1 内黒 ミガキ ○

SB-10 SB10‐ 1 平安 土師器 高台不 底部

SB■ 0 床下 SB10 4 2
奈良～

平安
土師器 鍋 口縁部 278 ミガキ ケズリ

SB-10 SB10■ 1 古墳 土師器 甕 底部 ケズリ

104 SB 10 床下 SB10-3 l
奈良～

平安
土 師器 甑 全形 255 246

ケヽメ→ロクロナデ

ミガキ
〇

SB■ 0 SB10 1 他 平安 土 師器 獣 脚 ナ デ

図20

SB-15 No3
SB15-

No3
と 奈 良 須恵器 邪 全形 孔/2 箆切り→静止ケズリ 〇

SB■ 5 Nol
SB15-

Nol
と
古墳～

奈良
土師器 イ 全 形 内黒 ミガキ ○

SB■ 5 上層 SB15■ 1
古墳～

奈良
土師器 邪 底部 と/3 内黒  ミガキ

SB 15 下 層 SB15-2 1
古墳～

奈良
土師器 郭 底部 2/3 内黒 ミガキ
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図版 番号
出土遺構 遺物注記

(整理血 )

出

　
ｏ
，

抽

Ｎ
時代 種別 器種 部位 灌存

寸法 (cm)
成形・調整 。その他 写真

遺構 位 置 口径 底径 器清

D]20

SB■ 5 No4
SB15-

No4
1
古墳～

奈良
土師器 鉢 全 形 2/3 内黒 ミガキ ○

SB 15 下層 SB15 2 4
古墳～

奈良
土師器 鉢 底部 内黒 ミガキ

SB 15 カマ ド内 SB15 6 1
古墳～

奈良
土師器 高杯 口縁部 ミガキ ○

SB 15 No2
SB15-

No2
l
古墳～

奈良
土師器 小奏 全 形 2/3 167 ハケメーミガキ ○

SB■ 5 カマ ド内 SB15-6
古墳～

奈良
土師器 奏 全形 300 ハケメ→ナデ ○

SB 15 カマ ド内 SB15 6 2
古墳～

奈良
土師器 甕 全形 1/1 168 287 ハケメ ○

SB■ 5 カマ ド内 SB15 6 5
古墳～

奈良
土師器 甕 口縁部 と/4 ハケメ

SB■ 5 カマ ド内 SB15‐6 3
古墳～

奈良
土師器 甕 底部 1/2 ケヽメ→ナデ

SB■ 5 床面床直 SB15-3 2
古墳～

奈良
土師器 甕 底部

SB‐15 下層 SB15‐2 3
古墳～

奈良
土師器 訊 底 部 1/1 内黒 ミガキ

SB■ 5 上層 SB15‐ 1 2
古墳～

奈良
土 師器 (瓢 ) 把 手 1/1

SB■ 5 床面床直 SB15‐3 ユ
吉墳～

奈良
土師器 蓋 つまみ 1/X

図21

SB■ 6 上 層 SB16 1 4 古墳 上師器 杯 全形 内黒 ミガキ
SB■ 6 上層 SB16■ 3 古墳 土師器 邦 口縁部 内黒 ミガキ
SB-16 上層 SB16-2 l 古墳 土 師器 イ 底部 ミガキ

SB■ 6 床面床直 SB16 4 2 古墳 土師器 鉢 全 形 /4 内黒 ミガキ
SB■6 下層 SB16‐3 3 古墳 土師器 鉢 口縁 部 内黒 ミガキ
SB■6 下層 SB16‐3 2 古墳 土師器 鉢 全形 ミガキ ハケメ ○

SB■ 6 上層 SB孔 6■ 2 古墳 土師器 高杯 口縁部 内黒 ミガキ
SB 16 上層 SB16 1 7 古墳 土師器 高杯 脚 部 2/3 内黒 ミガキ
SB 16 床面床直 SB16-4 1 古墳 土師器 小甕 口縁部 ケヽメ→ケズリ ナデ
SB■ 6 上層 SB16 1 6 古墳 土師器 甕 底部 ハケメ

SB-16 上層 SB16■ 5 古墳 土師器 甕 底 部 1/1 ハケメ

SB■ 6 下層 SB16 3 l 古墳 土師器 発 底 部 ハケメ→ミガキ

SB■6 下層 SB16‐3 4 古墳 土師器 甕 口縁 害【 200 ハケメ→ケズリ

SB■ 6 上層 SB16■ と 古墳 土師器 甑 全形 内黒  ミガキ

SB■ 7 SB17■ 1
奈良～

平安
須恵器 杯 全形 2/3 糸切 ○

SB■ 7 SB17■ 2
余良～

平安
須恵器 高台杯 底部

SB-17
住居内ピッ

ト
SB17 2 1 古墳 ? 土 師器 (甑 ) 把手

SB■9 上層 SB19 と 古墳 土師器 甕 底 部 ハケ→ナデ

じ]22

SB-20 下層 SB20望 3 古墳 土師器 不 全形 1 内黒 ミガキ 箆書
SB-20 上 層 SB20- 5 古墳 土師器 14N 全形 2 内黒  ミガキ

SB-20 上層 SB20- 古墳 土師器 杯 全 形 2 内黒 ミガキ ○

SB-20 上層 SB20- 古墳 土師器 杯 全形 3 内黒  ミガキ ○

SB‐ 20 上 層 SB20- 古墳 土師器 杯 全形 内黒  ミガキ

SB 20 下層 SB20-4 古墳 土師器 杯 全 形 内黒 ミガキ ○

146 SB 20 上層 SB20- 古墳 土師器 郭 全形 1/4 内黒 ミガキ
SB 20 上層 SB20- 11 古墳 土師器 杯 全形 1/4 内黒 ミガキ
SB-20 上層 SB20- 9 古墳 土師器 不 全形 と/4 内黒 ミガキ
SB90 上層 SB20- 4 古墳 土師器 郭 全形 2/3 内黒 ミガキ ○

―-109-―



図版 番号
出土遺構 選物注記

(整理No)

出

　
α

抽

Ｎ
時代 種 別 器種 部位 遺存

寸法 (cm)
成形 。調整・セの他 写真

遺構 位 置 口径 底径 器濤

図22

SB 20 上層 SB20-1 l 古墳 上 師器 不 全形 1/ユ 内黒  ミガキ ○

SB-20 SB20 2 1 古墳 土師器 杯 全形 土/1 137 内黒 ガキ ○

SB-20 上層 SB20 1 7 盲 llR 土師器 杯 全形 内黒 ミガキ

SB-20 下層 SB20-4 l 古墳 土師器 14N 全形 1/1 139 内黒 ミガキ ○

SB-20 下層 SB20 4 古墳 土師器 郭 底 部 1/2 内黒 ミガキ 箆書

SB 20 上 層 SB20■ 2 古墳 土師器 杯 全 形 1/1 126 ミガキ 箆書 ○

SB-20 上層 SB20■ 平安 土師器 不 全形 1/2 糸切

SB 20 SB20 2 3 平安 土師器 高台杯 底部 糸切反

SB-20 上層 SB20■ 古墳 土 師器 鉢 口縁部 内黒  ミガキ

SB-20 上層 SB20-1 古墳 土師器 鉢 底 部 ミガキ ケズリ

SB-20 床面床直 SB20 5 2 古墳 土師器 鉢 底部 2/3 ミガキ

SB‐20 下層 SB20 4 5 古墳 土師器 鉢 底 部 ナデ ケズリ

SB-20
ＳＢ２

Ｎｏ
1 古墳 土師器 高lTN 全形 153 内黒 ミガキ ○

SB-20 上層 SB20■ 古墳 土師器 高杯 口縁部 内黒 ミガキ

SB 20 下層 SB20-4 4 古墳 土師器 高杯 口縁部 内黒 ミガキ

SB‐20 床面床直 SB20‐5 3 古墳 土師器 高郭 脚部 102 内黒  ミガキ

SB 20 下層 SB20‐4 古墳 土師器 高杯 脚 部 ミガキ

SB-20 下層 SB204 古墳 土師器 高杯 脚 部 l17 ミガキ

SB-20 下層 SB20 4 17 古墳 土師器 高郭 脚 部 ミガキ

SB 20 下層 SB20 4 古墳 土師器 高 郭 脚 部 2/3 ミガキ

SB-20 下層 SB20-4 古墳 土師器 高郭 脚部 ミガキ

SB-20 上層 SB20-1 古墳 土師器 高 杯 脚部 内黒 ミガキ

SB 20 下層 SB20 4 古墳 土 師器 高杯 脚 部 ミガキ

173 SB-20 下 層 SB20 4 古墳 土師器 高杯 脚 部 ミガキ

図23

SB-20 上層 SB20■ 古墳 土師器 士望 全形 122 ミガキ ○

SB-20 上層 SB20■ 古墳 土師器 口縁部 2/3 ガ キ

SB‐20 下 層 SB20‐4 7 古墳 土 師器 士堕 口縁部 ハケメ→ミガキ

SB‐20 下 層 SB20-4 14 古墳 土師器 士霊 底 部 ミガキ

SB-20 上層 SB20■ 古墳 土師器 士霊 底部 2/3

SB-20 上層 SB20■ 17-① 古墳 土師器 甕 口縁者Б ハケメ

SB 20 上層 SB20■ 17② 古墳 土師器 甕 ハケメ

SB-20 下層 SB20 4 6 古墳 土師器 甕 底 部 l ケズリーナデ

SB 20 上層 SB20 1 古墳 上師器 甕 底部 上/2

SB-20 下層 SB20 4 古墳 土師器 奏 底 部 ハケメ

SB-20 カマ ド周辺 SB20-6 l 古墳 土師器 甕 底部 1/〕 ナ デ

SB-20 下層 SB20 4 古墳 土師器 甕 底部 1/3 ハケメ

SB-20 床面床直 SB20‐5 ユ 古墳 土師器 甕 底部 1/1 ナデ

SB-20 上 層 SB20■ 古墳 土師器 鍋 口縁部 197 ミガキ ○

SB_20 床面床直 SB20-5 5 古墳 土師器 甑 底部 113 ハケメーナデ ○

SB 20 下層 SB20-4 8 古墳 土師器 甑 口縁都 1/2 ハケメーミガキ

SB-20 上層 SB20■ 古墳 土 師器 (瓢 ) 把手 1/1

SB-20 下層 SB20-4 9 古墳 土師器 (甑 ) 把 手 と/1

SB-20 下層 SB204 10 古墳 土師器 (甑 ) 把手 1/1

SB 20 床面床直 SB20 5 4 古墳 土師器 (甑 ) 把手 1/1

SB-20 下層 SB20‐4 12 古墳 土師器 (罰氏) 把 手 1/1

SB-20
ＳＢ２

Ｎｏ
2 古墳 土師器 (撻緑1) 把手 1/1

SB‐20 下層 SB20 4 11 古 墳 土師器 (甑 ) 把手

図24
SB-21 床 面 SB21 2 2① 古墳 土師器 〓笠 口縁部 1/2 173 ミガキ

SB-2孔 床 面 SB21 2 2② 古墳 土師器 空 底 部 ミガキ
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図24

SB 21 床面 SB21-2 1 古墳 土師器 鍋 全形 226 ミガキ

200 SB-23 下 層 SB23 2 1 古墳 土師器 士霊 底部 1/3 ミガキ

SB 23 煙道内 SB23 4 l 古墳 土師器 小奏 全形 152 ケズリ→ミガキ ○

SB_23
SB23-

Nol
1 古墳 土師器 小奏 口縁部

203 SB 23 上 層 SB23■ 2 古墳 土師器 養 底部 1/3 ケズリ

SB 23 上層 SB23■ 1 古墳 土師器 奏 底部 ミガキ

SB-23 下層 SB23-2 2 古墳 土師器 霊 底部 1/1

206 SB 23 上 層 SB23■ 3 古墳 土師器 (甑 ) 把手 1/1 ケズリ→ナデ

207 SB 23 カマ ド周辺 SB23-3 1 古墳 土師器 (甑 ) ↓巴手 1/1

図25

208 SB-22
SB22

Nol
l 古墳 土師器 不 全形 1/1 51 内黒 ミガキ 暗文 ○

SB-22 SB22■ 2 古墳 土師器 イ 全 形 ミガキ ○

SB 22
ＳＢ２

Ｎｏ
ユ 古墳 土師器 杯 全 形 2/3 ミガキ ○

SB-22 SB22-1 1 古墳 土師器 必 全 形 1/1 147 ミガキ ○

212 SB 22 SB22-1 3 古墳 土師器 鉢 全 形 2/3 ミガキ ○

SB-22
SB22-

No3
l 古墳 土師器 鉢 全 形 2/3 ミガキ ○

SB-22 SB22 1 5 古墳 土師器 高イ 脚 部 2/3 内黒 ミガキ

SB 22
ＳＢ２

Ｎｏ
2 古墳 土 師器 一亜 全形 320 ミガキ

SB 22 主柱穴内 SB22 2 1 古墳 土 師器 口縁言Б 2/3 ミガキ ○

SB‐22 SB22■ 古墳 土 師器 底 部 2/3 ミガキ

SB 22
ＳＢ２

Ｎｏ
2 古墳 土師器 甑 全形 216 内黒 ミガキ ○

□]26

SB-24
SB24‐

No弘
1 古 墳 土師器 杯 全形 2/3 内黒 ミガキ ○

220 SB‐24 SB24-1 1 古墳 土師器 杯 全形 内黒 ミガキ

SB乏兇 カマ ド内 SB24-4 l 古墳 土師器 イ 全形 118 ミガキ ○

SB-24 SB24■ 2 古墳 土師器 鉢 全形 ミガキ

223 SB-24 カマ ド内 SB24 4 6 古墳 土師器 鉢 全形 107 ハケメ ○

224 SB 24 カマ ド内 SB24 4 3 古墳 土師器 高杯 全形 2/3 内黒 ミガキ ○

225 SB-24 カマ ド内 SB24 4 古墳 土師器 高 不 口縁部 内黒  ミガキ

SB-24 カマ ド内 SB24 4 7 古墳 土師器 一笠 口縁都 ハケメーミガキ

SB‐24 カマ ド内 SB24 4 古墳 土師器 小甕 全形 ハケメ→ナデ ○

228 SB‐24 カマ ド内 SB24 4 4 古墳 土師器 甕 全形 1/1 182 302 ハケメ ○

229 SB▽ 24 SB24■ 3 古墳 土師器 甕 底 部

SB-25
カマ ド横

ピット
SB25-3 l 古墳 土師器 不 全形 2/3 111 ミガキ ○

SB‐25 SB25■ 9 古墳 土師器 一軍 底部

232 SB-25 SB25■ 4 古墳 土 師器 一霊 底 部 ミガキ

233 SB-25 カマ ド周辺 SB25 2 1 古墳 土師器 小甕 口縁
=Б

234 SB-25 SB25‐ 1 5 古墳 土師器 甕 底 部 内黒 ミガキ

SB-25 SB25-1 8 古 llH 土師器 甕 底 部 1/1

SB 25 SB25 1 2 古墳 土師器 甕 底部 1/3

SB-25 SB25■ 3 古墳 土師器 甕 底部

238 SB-25 SB25 1 l 古墳 土師器 甕 底部 1/1

SB-25 SB25-1 6 古墳 土師器 (闇員) 把手 1/1

SB 25 SB25-1 7 古墳 土師器 (曽見) 把 手

□]27

SB-26 カマ ド内 SB26-8 2 古墳 土師器 不 全形 内黒 ミガキ 箆書 ○

SB-26 床面床直 SB26 5 3 古墳 土師器 杯 底 部 内黒  ミガキ

SB-26 SB26-3 8 古墳 土師器 不 底 部 ミガキ

―■1-
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図27

SB-26 SB26 3 9 平安 土 師器 杯 全形 57 内黒

SB-26 カマ ド周辺 SB26 7 1 古墳 土師器 鉢 全形 2/3 内黒  ミガキ ○

SB-26 SB26 3 6 古墳 土師器 鉢 全 形 114 ミガキ ○

SB 26 SB26-3 7 古墳 土師器 一霊 底 部 2/3 ミガキ

SB-26 下層 SB26-4 1 古墳 土 師器 士霊 底部 ミガキ

SB-26 カマ ド内 SB26-8 1 古墳 土師器 甕 口縁部 ハケメ ○

250 SB 26 床面床直 SB26‐5 2 古墳 土師器 奏 口縁部 ケズリ

SB-26 床面床直 SB26‐5 l 古墳 土 師器 甕 底部 ケズリ

252 SB 26 SB26-3 5 古 墳 土 師器 甕 底部 ケズリ→ナデ

253 SB 26 SB26お 4 古墳 土師器 甕 底 部 2/3 ケズリ→ナデ

SB 26 上中層 SB26-2 l 古墳 土師器 甕 底 部

255 SB 26 SB26 3 l 古墳 上 師器 (砦翻R) キ巴手 1/1

SB-26 SB26-3 2 古墳 土 師器 (甑 ) チ巴手

257 SB-26 SB26 3 3 古墳 土師器 (甑 ) 把手 2/3

258 SB‐26 上層 SB26■ 1 古墳 ? 土師器 獣脚 ?

259 SB‐27 下層 SB27-2 3 平 安 須恵器 杯 全形 122 糸切

SB-27 上 層 SB27■ 2 平安 須恵器 不 底部 2/3 糸切

SB-27 下層 SB27-2 1 平安 土師器 杯 全形 1/1 糸切 内黒 ミガキ ○

262 SB-27 カマ ド内 SB27‐4 1 平安 土師器 郭 全形 と/6 136 糸切

SB-27 下層 SB27 2 2 平安 土師器 杯 底 部 1/2 糸切  ミガキ

SB-27 上 層 SB2作 l ユ 平安 土師器 杯 底部 1/2 糸切

265 SB-27 カマ ド内 SB27 4 2 平安 土師器 鉢 底部 内黒 ミガキ ケズリ
SB‐ 28 SB28 3 古墳 土師器 邦 口縁部 内黒 ミガキ
SB‐ 28 SB28 5 古墳 土師器 高杯 脚部 ミガキ

SB-28 SB28 4 古墳 土師器 高 杯 脚部 内黒 ミガキ

269 SB 28 SB28 2 古墳 土師器 士霊 底 部 ミガキ

SB 28 SB28 l 古墳 土 師器 底部 ミガキ

層]28

SB-29 下 層 SB29 2 古墳 土師器 杯 全形 内早  ミガキ

272 SB-29 下層 SB29 2 8 古墳 土師器 杯 全 形 内黒 ミガキ ○

273 SB 29 上層 SB29-1 2 古墳 土 師器 郭 全形 内黒 ガキ

SB‐29 下 層 SB29-2 古墳 土師器 イ 全形 内黒  ミガキ ○

275 SB-29 下層 SB29-2 古墳 土師器 杯 全 形 内黒 ミガキ
SB‐ 29 下層 SB29 2 9 古墳 土師器 邪 全 形 152 内黒 ミガキ ○

277 SB‐29 SB29 3 4 古墳 土 師器 杯 全形 内黒 ミガキ

278 SB-29 上 層 SB29■ 1 古墳 土師器 杯 全形 内 黒 ミガキ ○

279 SB-29 下層 SB29～2 古墳 土Hn器 杯 口縁部 1/2 内黒 ミガキ
SB-29 下層 SB29_2 古墳 土 師器 郭 全形 ミガキ

SB-29 SB29-3 3 古 墳 土師器 琢 口縁部 ミガキ ○

282 SB-29 下層 SB29-2 古墳 土師器 郭 底部 2/3 ミガキ

283 SB‐29 床面 SB29-4 4 古墳 土師器 不 底 部 ケヽメーナデ

SB-29 SB29 3 5 古墳 土師器 鉢 全形 2/3 内黒 ミガキ ○

285 SB-29 下層 SB29-2 5 古墳 土師器 鉢 口縁部 2/3 内黒 ミガキ
286 SB 29 下層 SB29-2 7 古墳 土師器 鉢 底部 1/2 内黒 ミガキ
287 SB-29 床面 SB29-4 古墳 土師器 鉢 全 形 2/3 125 ミガキ ○

SB-29 カマ ド周辺 SB29-6 1 古墳 土師器 鉢 全形 ハケメーミガキ

289 SB‐29 床面 SB29-4 7 古墳 土師器 鉢 全形 ミガキ ○

SB-29 下層 SB29 2 古墳 土師器 鉢 口縁部 ミガキ

SB-29 下層 SB29-2 17 古墳 土師器 高 イ 全形 内 黒 ミガキ ○

SB-29 下層 SB29-2 古墳 土師器 高杯 口縁部 内 黒 ミガキ

SB-29 下層 SB29-2 古墳 土師器 高杯 日縁部 内黒 ミガキ

SB-29 下層 SB29 2 古墳 土 師器 高郭 接合部 内黒 ガキ
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E]28

SB‐29 カマ ド周辺 SB29-6 2 古墳 土師器 高不 脚部 2/3 内黒 ミガキ

SB‐29 下 層 SB29翌 古墳 土師器 高杯 脚部 内黒 ミガキ

SB‐29 下 層 SB29-2 古墳 土師器 高 杯 口縁部 内黒  ミガキ

298 SB 29 床面 SB29 4 6 古墳 土師器 高邦 脚部 内黒  ミガキ

図29

SB 29 下層 SB29-2 古墳 土師器 高杯 全形 126 ミガキ

300 SB_29 床面 SB29-4 5 古墳 土 師器 高 郭 脚 部 ミガキ

SB 29 下層 SB29‐2 古墳 土師器 高郭 脚 部 2/3 102 ミガキ

302 SB-29 下層 SB29‐2 古墳 土師器 高郭 脚部 ミガキ

SB-29 カマ ド周辺 SB29‐6 3 古墳 土師器 高杯 脚部 ミガキ

SB-29 SB29‐3 l 古墳 土 師器 甕 全 形 ハケメ ○

305 SB-29 下層 SB29‐2 1 古墳 土師器 奏 口縁言Б ハケメ ○

306 SB 29 床面 SB29 4 1 古墳 土師器 発 口縁部 と/1 ケヽメ

SB-29 ピット内 SB29-5 1 古墳 土師器 奏 口縁部 1/1 ハケメ ○

308 SB 29 SB29-3 2① 古墳 土師器 甕 口縁部 201 ハケメ

SB-29 SB29 3 2H② 古墳 土師器 甕 底部 1/1 ハケ メ

SB 29 下層 SB29-2 2 古煩 土師器 奏 底部 1/1 ミガキ

SB-29 下層 SB29 2 3 古墳 土 師器 甕 底部 1/1

312 SB‐29 床 面 SB29-4 3 古墳 土師器 甕 底 部 1/1 ミガキ

SB,29 床面 SB29-4 9 古墳 土師器 甕 底部 1/1 ハケメ

SB‐29 床面 SB29 4 2 古墳 土師器 甕 底部 1/2

SB 29 下 層 SB29‐2 4 古墳 土 師器 甕

□∃30

SB-30 カマ ド周辺 SB30‐4 ユ 古墳 土師器 杯 口縁部

SB-30 上層 SB30-1 1 古墳 土師器 士笠 底部 ミガキ

SB‐31 カマド
ＳＢ３

Ｎｏ
1 古墳 土ET器 杯 全形 1/1 内黒 ミガキ ○

SB-31 上層 SB31 1 2 古墳 土師器 不 口縁部 内黒 ミガキ

320 SB‐31
ＳＢ３

Ｎｏ
1 古墳 土師器 杯 全形 1/1 ミガキ ○

SB‐31
ＳＢ３

Ｎｏ
2 古墳 土師器 不 全形 ミガキ ○

SB‐31
ＳＢ３

Ｎｏ
1 古墳 土師器 鉢 全形 2/3 内 黒 ミガキ ○

323 SB‐31 カマ ド
ＳＢ３

Ｎｏ
2 古墳 土師器 高不 全形 内黒 ミガキ ○

SB‐31 カマド
ＳＢ３

Ｎｏ
古墳 土師器 高イ 口縁部 内黒 ミガキ

325 SB 31 カマド
ＳＢ３

Ｎｏ
ユ 古墳 土師器 奏 口縁部 1/1 ハケメ ○

SB-31 上層 SB31 1 1 古 墳 土師器 鶏 底部 ミガキ

SB‐31 カマト ＳＢ３
配

1 古頃 土師器 甑 全形 1/1 内黒 ミガキ ○

328 SB-32 下層 SB32-2 4 平安 須恵器 蓋 つまみ つまみ径27

329 SB 32 上層 SB32 1 1 平安 須恵器 杯 全形 122 37 糸切 ○

SB‐32 下層 SB3か2 3 平安 須恵器 不 全形 2/3 糸切 灯明皿 P ○

SB‐32 上 層 SB32■ 2 平安 土師器 必 全形 糸切 内黒 ミガキ

332 SB-32 下層 SB32 2 l 平安 土師器 杯 底部 糸切

333 SB-32 下層 SB322 2 平安 土 師器 高台杯 底部 2/3 内黒 ミガキ

334 SB-32 下 層 SB32 2 5 平安 土 師器 小甕 底 部

335 SB‐33
ＳＢ３

Ｎｏ
l 古墳 土師器 イ 全形 ミガキ ○

SB-33 SB33 1 1 古墳 土師器 高郭 口縁部 178 ミガキ

337 SB-33 カマ ド内 SB33-2 l 古墳 土師器 高郭 脚 部 1/1 ミガキ

338 SB 33
ＳＢ３

Ｎｏ
1 古墳 土師器 甕 口縁部 ハケメ
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図31

SB 34 床面床直 SB34-2 平安 須恵器 不 底 部 1/1 51 糸切

SB 34 SB34■ 平安 土師器 杯 全形 糸切

SB,34
南西隅ピッ

ト周辺
SB34-4 l 平安 土師器 杯 全 形 2/3 糸切 ゆがみ ○

342 SB 34
東南隅ピッ

ト周辺
SB34 3 1 平安 土師器 郭 全形 糸切 ○

343 SB-34
東南隅ピッ

ト周辺
SB34-3 2 平安 土師器 ネ 全形 2/3 糸切 ○

SB 34 SB34■ 3 平安 土師器 杯 全形 糸 切

345 SB-34 SB34■ l 平安 土師器 杯 全形 糸切 ○

346 SB 34 SB34‐ 1 2 平安 土師器 林 全形 と/2 132 糸切 ○

SB-34 床面床直 SB34ワ 6 平安 土師器 郭 全形 糸 切 ○

SB-34 床面床直 SB34 2 平安 土師器 不 底 部 1/1 糸切

SB-34 SB34-1 ll 平安 上師器 杯 底部 1/ユ 糸切

SB‐34
東南隅ピッ

ト周辺
SB343 平安 土師器 杯 底 部 1/ユ 糸切

SB 34 床面床直 SB34 2 平安 土師器 不 底 部 1/1 糸切

352 SB-34 SB34■ 平安 土師器 不 底部 糸切

353 SB 34 床面床直 SB34-2 平安 土師器 ネ 底部 1/1 糸切

SB 34 SB34 平安 土師器 不 底部 1/1 糸切

355 SB-34 SB34- 平安 土師器 郭 底部 1/1 糸切

SB‐ 34 SB34■ 平安 土師器 杯 底部 2/3 糸 切

SB-34 SB34■ 平安 土師器 イ 底部 糸切

SB-34 SB34‐ 1 17 平 安 土師器 イ 底部 2/3 糸切

SB弓4
南西隅ピッ

ト周辺
SB34 4 平安 土師器 不 底 部 糸切

SB-34 SB34 1 平安 土師器 杯 底 部 糸 切

SB-34 SB34 1 平安 土師器 郭 底部 糸切

SB-34
東南隅ピッ

ト周辺
SB34‐3 平安 土師器 杯 底 部 1/1 糸切→ ナデ

SB‐ 34
東荷隅ピッ

ト周辺
SB34‐3 平安 上師器 杯 底部 1/1 糸 切

SB-34 SB34■ 平安 土師器 郭 底部 糸切

SB 34 SB34■ 平安 土師器 郭 底部 糸切

SB‐34 SB34■ 8 平安 土師器 不 底部 1/ユ 糸切

367 SB‐ 34 SB34- 12 平安 土師器 不 底部 1/ユ 糸切

SB-34
南西隅ピッ

ト周辺
SB34 4 4 平安 土師器 邸 底部 糸切

369 SB-34
東南隅ピッ

ト周辺
SB3牛3 平安 土 師器 郭 底部 1/2 糸 切

3紹Э SB-34
東南隅ピッ

ト周辺
SB34 3 平安 土師器 不 底部 1/1 糸切

SB-34 SB34‐ 1 7 平安 土師器 杯 底 部 1/1 糸切

SB-34 SB341 9 平安 土師器 杯 底部 糸切

SB 34 床面床直 SB34-2 平安 土師器 郭 底部 47 糸切

SB-34 SB34■ 6 平安 土師器 lTN 底部 糸 切

375 SB 34
東南隅ピッ

ト周辺
SB343 8 平安 土師器 郭 底 部 糸切

376 SB-34
東南隅ピッ

ト周辺
SB34-3 平安 土師器 杯 底部 糸切

377 SB‐34 SB34■ 平安 土師器 杯 底部 1/1 糸切

SB‐34 SB34‐ 1 平安 土師器 郭 底部 1/2 糸切

SB-34 SB34■ 平安 土師器 杯 底部 糸切

SB-34 床面床直 SB34-2 平安 土師器 邪 底部 1/ユ 糸切

―-114-―



図版 番号
出土遺構 選物注言E

(整理No)

出

α

抽

Ｎ
時代 種 別 器種 部位 遺存

寸法 (cm)
成形・調整・その他 写真

遺構 位置 口径 底径 器 高

図31

SB‐34 床面床直 SB34ワ 平安 土師器 高台郭 全形 内黒 ガキ ○

382 SB-34 床面床直 SB34-2 5 平安 土師器 高台杯 口縁都 内黒 ガキ ○

383 SB‐34 SB34■ 4 平 安 土師器 高台郭 口縁部 内外黒 ○

SB-34 SB34■ 平安 土師器 高台郭 底部 内外黒 ミガキ
385 SB-34 床面床直 SB34-2 11 平 安 土師器 高台郭 底 部 内黒 ミガキ

SB-34
東南隅ピッ

ト周辺
SB34-3 平安 土師器 高台杯 底部 内黒 ミガキ

SB‐34 床面床直 SB34-2 平安 土師器 高台杯 底部 内黒

SB 34
東南隅ピッ

ト周辺
SB34 3 3 平安 土師器 高台杯 底郡 2/3 内黒 ミガキ

389 SB‐34 SB34-1 平安 土 師器 高台郭 底部 1/1 内黒 ミガキ

SB-34
東南隅ピッ

ト周辺
SB34 3 6 平安 土 師器 高台杯 底部 内黒  ミガキ

SB‐34 SB34 1 平安 土師器 高台杯 底部 1/1 内早  ミガキ

SB‐34 床面床直 SB34-2 8 平 安 土 師器 高台郭 底部 1/] 内黒  ミガキ

393 SB 34
東南隅ピッ

ト周辺
SB34-3 7 平安 土 師器 高台杯 底部 内黒  ミガキ

394 SB-34 床面床直 SB34-2 9 平安 土 師器 高台杯 底部 1/4 内黒 ミガキ
395 SB-34 SB34■ 平安 土 師器 高台杯 底部 1/1 内黒 ミガキ

SB 34
東南隅ピッ

ト周辺
SB34_3 5 平 安 土師器 高台杯 底部 内黒

SB 34 SB34■ 平 安 土師器 高台郭 底部 内黒 ミガキ

図 32

398 SB-34
SB34‐

Nol
l 平安 土師器 高台郭 全形 1/1 ミガキ ○

399 SB-34
SB34_

No2
と 平安 土師器 高台杯 全形 1/1 糸切痕 ミガキ ○

SB-34 SB34- 平安 土師器 高台杯 底部 1/1

SB 34 SB34 平安 土師器 高台杯 底部 /]

SB-34 SB34_1 平安 土師器 高台杯 底 部

SB-34 SB34- 平安 土 師器 高台郭 底部 72

SB‐34 SB34 1 平安 土師器 高台杯 底 部 /1

SB-34 SB34- 平安 土師器 高台イ 底 部 l

SB-34 SB34■ 平安 上師器 llll 全形 147 ミガキ ○

SB-34 床面床直 SB34 2 7 平安 土師器 盤 底部 4 糸切痕

SB-34 床面床直 SB34-2 1 平安 灰釉 段皿 全形 4 漬↓)■卜け ○

SB-34 SB34‐ 1 平安 灰釉 段 皿 全形 1/3 9 漬サ)掛け

SB-34 床面床直 SB34 2 2 平安 灰 釉 段 皿 口縁部 漬けとヽ1)

SB-34 SB34‐ 平安 灰釉 皿 全形 1/4 漬1)■卜け

SB-34 SB34 平安 灰釉 長顎童 顕部 1/2

SB‐34 SB34‐ 平安 灰和 長頸重 底部 1/4

SB-34
南西隅ピッ

ト周辺
SB34望 9 古墳 土師器 (甑 ) 把 手 1/2

SB-34 SB34■ 平安 土師器 鼎形 脚 部 1/1 内黒

□]33

SB-35 床面床直 SB35-3 1 平安 須 恵器 雰 全形 糸切 ○

SB-35 床面床直 SB35 3 2 平安 須恵器 イ 底部 糸切

SB 35 上層 SB35■ 1 平安 土師器 不 全 形 ホ 切 内黒 ○

SB-35 上層 SB35‐ 1 2 平安 土師器 杯 全形 1/2 糸切 内黒 ○

SB‐ 35 中層 SB35-2 1 平 安 土 師器 lll 全形 内外黒  ミガキ ○

421 SB-35 上層 SB35 1 3 平安 須恵器 甕 底部 1/2 タタキ

SB 35 中層 SB35 2 2 平安 土師器 甕 底 部 ケズリ ハケメ
SB-35 床面床直 SB35 3 3 平安 土師器 鍋 全形 224 カキメ ケズリ

SB-36 床面床直 SB36-2 1
奈良～

平安
須恵器 郭 底 部 糸切
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図33

SB^36 カマ ド周辺 SB36-3 l
余食～

平安
須恵器 不 底部 箆切 り→ ナデ

426 SB-36 カマ ド内 SB36-4 l
余良～

平安
上師器 甕 口縁

=Б

ケズリ

SB-36 カマ ド内 SB36 4 2
奈良～

平安
土師器 菱 底部 1/1 ケズリ

SB‐37 上層 SB37■ 1 古墳 土師器 高郭 脚 部 1/2 ミガキ

429 SB-38 ＳＢ３
ｈ

l 古墳 土師器 邦 全形 1/3 と23 内黒 ミガキ ○

SB-38 床面
ＳＢ３

Ｎｏ
1 古墳 土 師器 rTN 全 形 1/2 と50 内黒 ミガキ ○

SB‐ 38
ＳＢ３

Ｎｏ
l 古墳 土師器 杯 全形 ミガキ ○

SB-38
ＳＢ３

Ｎｏ
1 古墳 土師器 高杯 全形 内黒 ミガキ ○

433 SB 38 ＳＢ３
ｈ

1 古墳 土師器 小壺 全形 156 ミガキ ○

SB‐38
ＳＢ３

Ｎｏ
l 古墳 土師器 一堕 口縁部 ハケメーミガキ

435 SB‐38
ＳＢ３

Ｎｏ
l 古墳 土師器 甑 全形 ○

SB‐ 41
カマド横

ピット
SB41‐3 1 古墳 土師器 杯 全形 1/2 ミガキ 箆書 ○

図34

437 SB-42 上層 SB42 1 6 古墳 土師器 不 全形 内黒 ミガキ

SB-42 中層 SB42 2 l 古墳 土 師器 郭 全形 内黒  ミガキ ○

439 SB 42 上 層 SB42■ 4 古墳 土師器 不 全 形 内黒 ミガキ

SB-42 上層 SB42■ 3 古墳 土師器 不 全形 内黒 ミガキ

441 SB 42 中層 SB42 2 2 古墳 土師器 杯 全形 ミガキ ○

SB42 上 層 SB42■ 1 平安 土師器 イ 全形 糸切 内黒 ミガキ ○

443 SB 42 上層 SB42-1 2 平安 土師器 不 全形
内黒 ミガキ 糸切→

ナデ

444 SB-42 中層 SB42 2 平安 土師器 不 全形 150 糸切 灯明皿 ミガキ ○

445 SB 42 上層 SB42■ 5 古墳 土師器 鉢 全形 ミガキ

SB-42 上層 SB42■ 古墳 土師器 鉢 底部 内黒 ケズリ

SB-42 中層 SB42-2 5 平安 土師器 小奏 全形 /1 糸切 ○

SB 42 上層 SB4多 l 9 古墳 土師器 棗 底部 身ズ リ

SB-42 上 層 SB42 1 7 古墳 土師器 甕 底部 ハケメ

SB-42 中層 SB42-2 古墳 土師器 甕 底部

SB‐ 42 中層 SB42‐2 平安 土師器 甕 底部 ケズリ

452 SB-40 上 層 SB40■ 平安 須恵器 蓋 つまみ 1/1 つまみ径24

SB-40 床面床直 SB40-3 3 平安 須恵器 蓋 つまみ 1/1 つまみ径37

SB 40 床面床直 SB40-3 と 平安 土師器 杯 全形 1/4 糸切 内黒 ミガキ

SB望0 カマ ド内 SB40 5 2 平安 土師器 不 全形 1/4 糸切 内黒 ミガキ

SB‐ 40
ＳＢ４

Ｎｏ
1 平安 土師器 不 全形 135 糸切 内黒 ミガキ ○

SB40 床面床直 SB40‐3 2 平安 土師器 杯 底部
静止ケズリ 内黒 ミ

ガキ

SB 40 カマ ド内 SB40-5 卜① 平安 土師器 奏 口縁
=Ь

ケズリ

SB-40 カマ ド内 SB40-5 と② 平安 土師器 奏 口縁部 ケズリ

SB40 床面床直 SB40‐3 4 古墳 土師器 一堕 底部

SB‐ 40 上 層 SB40■ 1 平安 土師器 小奏 底 部 2/3 糸切

SB-40
ＳＢ４

Ｎｏ
1 平安 須恵器 四耳壺 月同吉る タタキ ○

図35
SB-43 下層 SB43 2 2 古墳 土師器 lTN 底部 内黒 ミガキ

SB-43 下層 SB432 1 古墳 土師器 奏 底部 1/1
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一ロロ器

□]35

SB 44
SB44‐

Nol
l 古墳 土師器 杯 全形 142 ミガキ

SB 44
SB44‐

No2
1 平安 土師器 不 全形 2/3 糸切  内黒  ミガキ ○

SB-44 カマ ド内 SB44-2 l 平安 土師器 甕 口縁部 2/3 235 ケズリ ○

SB-45
饂 45-

Nol
1 古墳 土師器 郭 全形 1/3 ミガキ

SB-45 カマ ド内 SB45-3 l 古墳 土師器 鉢 口縁部 126 ミガキ

SB望5 カマド内 SB45 3 2 古墳 土師器 高杯 脚部 ミガキ

SB‐ 45 中層 SB45 2 l 古墳 土 師器 甕 底部 1/2

472 SB 45
SB45-

No2
1 古墳 土師器 甑 口縁部 1/3 蟄 4 ハケメ

SB‐ 45 カマ ド内 SB45 3 3 古墳 土師器 (甑 ) 把手

SB‐ 46 カマ ド周辺 SB46 4 1 古墳 土 師器 杯 全形 2/3 ハケメーミガキ ○

SB‐ 46 床面床直 SB46-3 1 古墳 土師器 発 口縁部 1/6 ハケメ

SB46 上層 SB46■ 1 古墳 土師器 士霊 底部 1/1 ハケメ

SB-46 床面床直 SB46 3 2 古墳 土師器 琵 底部

SB-47
SB47-

Nol
1
奈良～

平安
須恵器 不 全形 1/1 箆切 り→ ナデ ○

SB 47 カマ ド周辺 SB47 3 1 古墳 土師器 不 全形 内黒 ミガキ ○

SB 47 床面床直 SB47-2 2
余良～

平安
須恵器 高台杯 底部

SB 47 カマ ド周辺 SB47‐3 2 古墳 土師器 鉢 全形 1/2 142 126 内黒 ミガキ

SB‐ 47 床面床直 SB47-2 l
奈良～

平安
土師器 鉢 底部 ミガキ

483 SB-47 上層 SB47■ 1 平安 ? 土 師器 高 邦 底 部 内黒  ミガキ

SB-47 カマ ド周辺 SB47-3 3 古墳 土師器 甕 口縁部 175 ケヽメ

区国36

SB-48
SB48-

Nol
1 古墳 土師器 高杯 全形 176 130 ミガキ ○

SB48
SB48-

Nol
2 古墳 土師器 高 不 脚 部 ミガキ

SB-48
SB48-

Nol
3 古墳 土師器 高杯 脚部 1/] ミガキ

SB 48
SB48-

Nol
4 古墳 土師器 高 不 脚 部 1/1 ミガキ

489 SB‐ 49 SB49- 4 古墳 土師器 杯 全形 1/1 内黒  ミガキ ○

SB 49 SB49- 2 古墳 土師器 郭 全 形 1/1 内黒  ミガキ ケズ リ ○

SB 49 SB49- 3 古墳 土師器 郭 全形 内黒 ミガキ ケズリ ○

SB 49 SB49- 1 古墳 土師器 杯 全形 2/3 ケズリーミガキ ○

SB 49
SB49-

No3
l 古墳 土師器 小甕 全形 1/ユ 127 ○

SBマ 49
SB49-

Nol
1 古墳 土 師器 甕 全形 175 ○

SB-49
SB49‐

No2
ユ 古墳 土師器 甑 全形 2/3 230 l■7 ミガキ ○

496 SB-50 SB50■ ユ 古墳 土師器 lTN 全形 1/2 ミガキ 箆書 ○

SB-50 床面床直 SB50‐3 古墳 土師器 鉢 底部 ケズリ

SB-50 SB50 5 古墳 土 師器 甕 底 部

499 SB-50 SB50 古墳 土師器 奏 底部 ケズリ→ナデ

SB‐ 50 SB50 3 古墳 土師器 甕 底部 l ケズリ

SB-50 SB50 2 古墳 土師器 奏 底部 3 ケズリ

SB-50 床面床直 SB50 l 古墳 土師器 甕 底部 ハケメ

SB-50 SB50 6 古墳 土師器 (甑 ) 把手 1

SB-51 SB51 古墳 土師器 高杯 接合都 1 内黒

505 SB 51 床面床直 SB51-2 l 古墳 土師器 高郭 脚 部
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図 36

506 SB-51 SB51 1 l 古墳 土師器 奏 底 部 1/ユ

SB-52 SB52 l 平安 土師器 郭 底部 糸 切

508 SB 52 SB52 2 古墳 土師器 甑 底部 ミガキ

図 37

SB 53 上層 SB53■ 1 平安 土師器 不 全形 1/2
糸切 内黒 ミガキ
ケズリ

○

SB-53 床面床直 SB53 3 1 古墳 土師器 士室 底 部 ミガキ

SB 54 カマ ド周辺 SB54-6 2 古墳 上師器 杯 全形 1/ユ 内黒  ミガキ ○

512 SB-54
ＳＢ５

Ｎｏ
1 古墳 土師器 不 全形 2/3 内黒 ○

SB 54 カマ ド内 SB54 7 3 古墳 土師器 杯 全形 ll l 44 ミガキ ○

SB 54 カマ ド内 SB54 7 2 古墳 土師器 不 全形 ミガキ ○

SB 54
ＳＢ５

Ｎｏ
l 古墳 土師器 鉢 全形 l16 内黒  ミガキ ○

SB-54
ＳＢ５

Ｎｏ
l 古 墳 土師器 鉢 全形 内黒 ○

SB 54
ＳＢ５

Ｎｏ
2 古墳 土師器 鉢 全形 内黒  ミガキ

SB 54
ＳＢ５

Ｎｏ
2 古墳 土師器 鉢 口縁部 1/4 内黒 ミガキ

SB-54
SB54‐

No4
1 古墳 土師器 鉢 全形 2/3 と37 ミガキ ○

520 SB‐ 54
ＳＢ５

Ｎｏ
l 古墳 土師器 全 形 152 ハケメ ○

SB 54
ＳＢ５

Ｎｏ
1 古墳 土師器 甕 全形 2/3 ○

522 SB 54 カマ ド内 SB54-7 l 古墳 土師器 奏 全形 ハケメ ○

SB-54
ＳＢ５

Ｎｏ
1 古墳 土師器 甕 口縁部

524 SB 54 下層 SB54-3 1 古墳 土師器 甕 底 部 1/1

525 SB 54
ＳＢ５

Ｎｏ
1 古墳 土師器 甑 全 形 2/3 266 ○

526 SB‐ 54 カマ ド周辺 SB54-6 1 古墳 土師器 訊 全 形 1/2 254 275 ハケメ

図 38

SB-55 SB55■ 4
古墳～

奈良
土師器 鉢 底部 1/2 ミガキ

528 SB 55 SB55■ 3
古墳～

余良
土師器 高杯 接合部 内黒 ミガキ

529 SB-55 床面床直 SB55-4 1
古墳～

余良
土師器 口縁部 206 ミガキ

SB 55
ＳＢ５

Ｎｏ
l
古墳～

奈良
土 師器 甕 底 部

SB 55 床面床直 SB55-4 2
古墳―

奈良
土師器 甕 ハケメ

532 SB-55 SB55■ l
古墳―

奈良
土師器 (砦包元) 才巴手

533 SB-55 SB55-1 2
古墳―

余良
土師器 (甑 ) 把手

SB 57 SB57 3 平安 土師器 不 底部 /1 糸切

535 SB-57 SB57 2 平安 土師器 杯 底部 /1 糸切

SB-57 SB57 l 平安 土師器 郭 底部 /1 糸切

SB-58 SB58■ 5 古墳 土師器 杯 底部 内黒  ミガキ

538 SB 58 SB58■ 2 平安 土師器 不 全形 糸切 内黒 ミガキ ○

SB-58 カマ ド内 SB58-3 1 平安 土師器 必 全形 糸切 内黒 ミガキ ○

SB 58 SB58■ l 平安 土師器 不 全形
糸切→回転ケズリ 内
黒 ミガキ

○

SB-58 SB58■ 4 平安 土師器 イ 底部 1/1
糸切→許止ケズリ 内
黒 ミガキ

SB‐ 58 床面床直 SB58‐2 1 平安 土師器 邦 全形 糸切 内黒 ミガキ
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図 38

543 SB-58 SB58■ 3 平安 土師器 高台ネ 底 部 内黒  ミガキ

SB-58
ＳＢ５

Ｎｏ
l 平安 土師器 小 霙 全 形 糸切 ○

545 SB 58 床面床直 SB58 2 2 古墳 土師器 奏 底部

546 SB 59 カマ ド内 SB59 4 3 平安 須恵器 杯 全 形 124 糸切

SB 59 床面床直 SB59-3 と 平安 須恵器 杯 全 形 糸切

548 SB-59 カマ ド内 SB59 4 2 平安 須恵器 郭 全形 /ユ 糸切 ○

SB 59
カマ ド横

ピット
SB59 5 1 平安 須恵器 イ 全形 糸切 墨書「三」 ○

550 SB‐59 カマド内 SB59 4 と 平安 須恵器 郭 全形 /1 糸切 墨書「三」 ○

SB‐59 床面床直 SB59 3 4 古墳 土師器 郭 全形 124 ミガキ

552 SB 59 中層 SB59 2 l 古墳 土師器 士望 底部 /1 ミガキ

553 SB 59 床面床直 SB59 3 2 古墳 土師器 (甑 ) 把手 /1

SB 59 床面床直 SB59 3 3 古墳 土師器 (甑 ) 把手 /1

図39

SB-60 中層 SB60-2 2 古墳 土師器 郭 全形 内黒 ミガキ

556 SB-60 中層 SB60 2 1 古墳 土師器 FTN 全形 内黒 ミガキ ○

557 SB 60 床面床直 SB60 3 1 古墳 土師器 鉢 全形 ミガキ ○

SB-60 中層 SB60 2 古墳 土師器 高杯 脚 部 2/3 内黒 ミガキ

559 SB 60 右 カマ ド内 SB60‐6 1 古墳 土師器 奏 全形 1/1 ケヽメ ○

SB 60 右カマ ド内 SB60‐6 古墳 土師器 奏 全形 ハケメ ○

SB-60 右カマ ド内 SB60 6 2 古墳 土師器 甕 全形 1/1 155 299 ハケメ ○

SB-60
右カマ ド左

袖芯
SB60-7 1 古墳 土師器 発 底部 ハケメ ケズリ

563 SB 60 中層 SB60-2 古墳 土師器 甕 底部

SB‐61 カマ ド内 SB61 2 1 古墳 土師器 鉢 口縁部 ハケメ

565 SB 62 中層 SB62 2 古墳 土師器 台付鉢 底部 内黒

SB-62 中層 SB62 2 1 古墳 土師器 高杯 脚部 1/3 内黒  ミガキ

567 SB-62 下層 SB62 3 1 古 墳 土師器 甕 底 部 ケズリ

568 SB-62 下層 SB62 3 2 古墳 土師器 (甑 ) 子巴手 1/1

SB-63 SB63■ 2
奈良～

平安
須恵器 蓋 全形 つまみ径37

570 SB-63 下層 SB63 3 ユ
余良～

平安
須恵器 杯 全形 1/1 静止ケズリ ○

SB‐ 63 SB63■ l
古墳～

奈良
土師器 甑 全形 133 内黒 ミガキ

572 SB-63 SB63■
古墳～

奈良
須恵器 瓶 肩部 カキメ

じ]40

SB‐ 64
ＳＢ６

Ｎｏ
ユ 古墳 須恵器 蓋 全形 ○

574 SB-64 下層 SB64 3 5 古墳 土師器 杯 全形
内黒 ミガキ 須恵器

模倣

575 SB‐64
ＳＢ６

Ｎｏ
l 古墳 土師器 不 全形 内黒 ミガキ ○

SB 64 床面床直 SB64-4 古墳 土師器 郭 全形 内黒 ミガキ ○

577 SB 64 下 層 SB64‐3 古墳 土師器 杯 全形 1/1 内黒 ミガキ ○

SB-64 床面床直 SB64 4 9 古墳 土師器 杯 全形 内黒  ミガキ ○

579 SB‐ 64 床面床直 SB64 4 7 古墳 土師器 不 全形 内黒  ミガキ ○

580 SB-64 床面床直 SB64 4 8 古墳 土師器 郭 全 形 内黒 ミガキ ○

SB-64 中層 SB64 2 1 古墳 土師器 杯 全形 2/3 内黒 ミガキ ○

582 SB‐ 64
ＳＢ６４

Ｎｏ４
1 古墳 土師器 杯 全形 2/3 内黒 ミガキ ○

SB 64 上層 SB64■ 1 古墳 土師器 邦 口縁部 内黒 ミガキ

SB-64 下 層 SB64‐3 6 古壊 土師器 杯 全形 ミガキ ○

585 SB-64 床面床直 SB64‐ 4 5 古墳 土師器 不 全形 2/3 ミガキ ○
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層]40

586 SB 64 下層 SB64-3 7 平安 土師器 不 全形 糸切 ○

587 SB-64 床面床直 SB64 4 2 古墳 土師器 鉢 口縁部 ハケメ

588 SB-64 中層 SB64 2 4 古墳 上師器 鉢 底部

SB-64 床面床直 SB64-4 3 古墳 土 師器 鉢 底部 1/1 ミガキ

590 SB-64 床面床直 SB64望 古墳 土師器 鉢 底部 1/1 内黒

SB‐64 中層 SB64-2 3 古墳 土師器 高杯 全形 2/3 156 内黒  ミガキ ○

592 SB‐64 中層 SB64 2 古墳 土師器 高杯 口縁部 内黒 ミガキ

593 SB 64 床面床直 SB64 4 古墳 土師器 高邪 脚 部 内黒 ミガキ

594 SB‐ 64 上層 SB64-1 古墳 土師器 高不 脚部 ガ キ

595 SB‐ 64 上 層 SB64■ 2 古墳 土師器 高邦 脚部 ミガキ

596 SB-64 下層 SB64-3 古墳 土師器 甑 底部

597 SB 64 下層 SB64‐3 2 古墳 土師器 甑 底部 2/3 ハケメ→ミガキ

図41

598 SB-64
SB64-

No2
1 古墳 土師器 小 甕 全形 ○

SB-64 中層 SB64‐2 古墳 土師器 全形 358 ミガキ ケズリ ○

SB 64 床面床直 SB64‐4 1 古墳 土師器 士霊 全形 202 ミガキ ○

SB 64 上層 SB64■ 古墳 土師器 甕 底部 ケヽメ

SB-64 下層 SB64-3 1 古 墳 土師器 霊 底部 ケヽメーミガキ

D]42

SB-65 床面床直 SB65-2 1 古墳 土 師器 奏 全形 324 ケズリ ○

SB-65 中層 SB65ユ l 古墳 土師器 甑 底部 ミガキ

SB 66 カマ ド内 SB66-4 と 奈良 須恵器 蓋 全形 /3 つまみ径30 箆書

606 SB‐66 上層 SB66■ 2 奈 良 須恵器 杯 底部 3 静止ケズリ

SB‐66 上層 SB66 1 l 奈良 須恵器 高台郭 全形

SB-66 カマ ド内 SB66-4 2 奈 良 土師器 甕 底部

SB 67 上層 SB67■ 1 古墳 土師器 高郭 脚部 2/3 内黒  ミガキ

SB-67 中層 SB67‐2 1 古墳 土 師器 霊 底 部 ミガキ

SB‐68 中層 SB68 2 2
奈良～

平安
須恵器 孟 口縁部

SB 68
SB68

Nol
l
奈良～

平安
須恵器 邦 全形 2/3 糸切 ○

SB‐68 中層 SB68-2 l
余良～

平安
土師器 小 奏 底 部 1/1 糸切

SB-69 カマ ド内 SB69 4 l 平安 須恵器 杯 全形 糸切 ○

615 SB 71 床面床直 SB71 1 l 古墳 土 師器 杯 全 形 ミガキ

SB-7] 床面床直 SB71■ 2 古墳 土師器 小奏 口縁部 ハケメ→ナデ

SB‐ 73 カマ ド内 SB73‐3 4
奈良～

平安
須恵器 蓋 全形 1/1 ○

SB-73 上層 SB73■ 2 古墳 土師器 一霊 底部 1/2 ミガキ

SB-73 カマ ド内 SB73 3 2
奈良～

平安
土師器 小甕 底部 ケズリ

SB-73 カマ ド内 SB73 3 1
余良～

平安
土師器 斐 全形 228 ケズリ ハケメ ○

SB-73 カマ ド内 SB73-3 3
奈良～

平安
土師器 甕 口縁郡 1/3 ハケメ

622 SB‐73 上層 SB73-1 と 古墳 土師器 奏 底都 と/1 ハ ケ

じ]43

623 SD■ 上層 SDll 14 平安 須恵器 郭 全形 1/2 糸切

624 SD■ 上層 SDl‐ 1 平安 須恵器 杯 全形 1/2 糸切 火だすき

625 SD l 上層 SDll 13
平安～

中世
土師器 琢 底部 と/1 糸切 内黒

SD■ 上層 SDl l 1
平安～

中世
土師器 不 全形 2/3 糸切→ナデ ○

SD■ 上層 SDl l 5
平安～

中世
土師器 郭 全形 と/3 糸切→ ナデ
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E]43

628 SD l 上 層 SDl l 3
平安～

中世
土師器 邦 全形 糸切 ○

629 SD■ 上層 SDl l 4
平安～

中世
土師器 必 全形 糸切→ナデ ○

630 SD l 上 層 SDl l 2
平安～

中世
土師器 イ 全形 糸切 ○

SD■ 上層 SDl■
平安～

中世
土師器 杯 底部 1/1 糸切

632 SD l 上 層 SDl‐1 11
平安～

中世
土師器 不 底部 糸切

633 SD■ 上層 SDl■
平安～

中世
土師器 芥 底部 1/1 糸 切

634 SD■ 上 層 SDl l 7
平安～

中世
土師器 不 底都 1/1 糸切

SD■ 上層 SD卜 1
平安～

中世
土師器 琢 底 部 1/1 糸 切

SD■ 上層 SDll 6
平安～

中世
土師器 lTh 底部 1/1 糸切

SD■ 上層 SDll 平安 須恵器 高台杯 全形 糸切痕 ○

SD l 上層 SDl l
平安～

中世
土師器 高台イ 底部 内外黒  ミガキ

639 SD瑳 SDみ l 平安 須恵器 郭 全形 糸切 火だすき ○

SD-2 SD2 1 l
余良～

平安
須恵器 郭 底部 斑切 り→ナデ

SD-2 東 SD2 3 4
平安～

中世
土師器 不 全形 l12 糸切 内黒 ○

642 SD-2 東 SD2 3 5
平安～

中世
土 師器 郭 全 形 2/3 内黒 ミガキ

SD 2 西 SD2 5 1
平安～

中世
土師器 杯 全形 糸切 内黒 ミガキ ○

SD-2 中 SD2 4 1
平安～

中世
土 師器 郭 全 形 2/3 糸 切 ○

SD-2 中 SD2 4 3
平安～

中世
土師器 郭 全形 糸切

646 SD-2 SD2■ 3
平安～

中世
土 師器 イ 全 形 糸 切 ○

SD-2 中 SD2 4 4
平安～

中世
土師器 イ 全形 1/2 糸切 ○

648 SD-2 SD2■ 2
平安～

中世
土 師器 邦 全形 1/2 糸 切

SD-2 東 SD2 3 ユ
平安～

中世
土師器 不 全形 糸切

650 SDワ 中 SD2望 2
平安～

中世
土 師器 杯 全形 2/3 糸 切 ○

SD-2 西 SD2 5 3
平安～

中世
土H下器 杯 底部 1/1 糸切

652 SD-2 SD多 1 5
平安～

中世
土 師器 不 底 部 1/1 糸 切

653 SD‐2 SDみ 1 7
平安～

中世
土師器 杯 底 部 1/1 糸切

654 SD瑳 SD2■ 4
平安～

中世
土 師器 邦 底 部 1/1 糸切

655 SD 2 SD2■ 8
平安～

中世
土師器 杯 底部 1/1 糸切

656 SD 2 西 SD2 5 2
平安～

中世
土師器 杯 底 部 1/1 糸切

657 SD-2 SD2■ 9
平安～

中世
土師器 杯 底部 1/1 糸切

SD‐2 SD2■ 6
平安～

中世
土師器 杯 底 部 1/1 糸切 → ナデ
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膠□43

659 SD認 東 SD2 3 2
平安～

中世
土師器 不 底部 糸切

SD 2 東 SD23 3
平安―

中世
土師器 杯 底部 糸切

SD 2 SD2 1
平安～

中世
土師器 高台杯 底 部 内黒 ミガキ

SD 2 SD2■ 11
平安―

中世
土師器 高台杯 底部

内黒 ミガキ 暗文
糸切痕

663 SD-2 SD2■
平安～

中世
土師器 高台杯 底部 内黒 ミガキ 糸切痕

SD認 東 SD2‐3 6
平安～

中世
土師器 高台杯 底部 内黒 ミガキ

SD‐2 中 SD2 4 5
平安～

中世
土師器 高台杯 底部

666 SD 2 SD2■ 14
平安～

中世
土 師器 甕 口縁 部 222

図44

667 SD 3 SD3
平安～

中世
土師器 郭 全形 糸切

668 SD-3 SD3 1
平安～

中世
土 師器 lTN 全 形 糸切 ○

669 SD 3 SD3
平安～

中世
土師器 盤 全形 112 ○

SD 3 SD3 4
平安～

中世
土師器 小 瓶 底部 糸切  内外黒  ミガキ

SD 3 SD3
平安～

中世
灰和 瓶 底部

672 SD 3 SD3
平安～

中世
緑 釉

耳

＞

四

重
把 手

673 SD 5 SD5 1
平安～

中世
土師器 不 全形 糸切 灯明皿

674 SD-6 SD6
平安～

中世
土師器 郭 全 形 糸 切 ○

675 SD 6 SD6
平安～

中世
土師器 不 全形 糸切 ○

676 SD 6 SD6
平安～

中世
土師器 lTh 全 形 糸切 ○

677 SD 6 SD6
平安～

中世
土師器 不 全形 糸切 ○

678 SD 6 SD6
平安～

中世
土師器 郭 底 部 糸切

679 SD 6 SD6
平安～

中世
土師器 郭 底部 糸切

680 SD 6 SD6 7
平安～

中世
土師器 杯 底 部 44 糸切

SD-6 SD6 8
平安～

中世
土師器 杯 底部 糸切

682 SD 6 SD6 9
平安～

中世
土師器 必 底部 糸切

SD‐6 SD6 2
平安～

中世
土師器 高台杯 底部 内黒 ミガキ

684 SD‐6 SD6 3
平安～

中世
土師器 高台杯 底 部 2/3 内黒  ミガキ

SD‐6 SD6 4
平安～

中世
土師器 高台杯 底部

ミガキ 暗文
糸切痕

内黒

SD‐6 SD6 6
平安～

中世
土師器 高台杯 底 部

687 SD 7 SD7 l
奈良～

平安
須恵器 高台杯 底部 旅切痕

SD-8 SD8 l
奈良～

平安
須恵器 高台杯 底部 2/3
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図版 番号
出土遺構 選物注記

(整理聰 )

出

　
ｏ
す

抽

Ｎ
時代 種 別 雛 部位 選存

寸法 (cm)
茂形・調整 。その他 写真

選構 位置 口径 底径 器高

図44

SD 8 SD8 6 古墳 土師器 鉢 底 部 内黒 ミガキ

SD 8 SD8 5 平安 土 師器 小奏 底部 糸切

SD-3 SD8 3 古墳 土師器 奏 ? 底部 糸切

SD 8 SD8 2 古墳 土師器 霊 底部 /1 内黒

SD 8 SD8 4 古墳 土師器 霊 底部 ケズリ

SD 8 SD8 7 古墳 土 師器 (甑 ) 把手 1/1

695 SD 9 SD9 1
平安～

中世
土 師器 郭 底部 1/1 糸切

SD 9 SD9 2
平安～

中世
土師器 杯 底部 糸切

697 SD‐ 10 SD10 1
平安～

中世
土 師器 郭 底部 糸切

SD-10 SD10 3
平安～

中世
土師器 杯 底部 糸切

SD■ 0 SD10 2
平安～

中世
土師器 杯 底部 糸切

700 SD■ 5 SD15 1 古墳 土師器 (甑 ) 把手 1/1

SD■ 6 SD16 1 古墳 土 師器 高不 脚部 内黒 ミガキ

図45

702 SK弓 SK3 1
平安～

中世
土 師器 高台杯 底部 内黒 ミガキ

703 SK 8 SK8 4
平安～

中世
土師器 杯 全形 底部穿孔

SK‐8 SK8 3
平安～

中世
土師器 邦 全形 糸切 ○

SK略 SK8 2
平安～

中世
土師器 高台杯 全形 内タト黒 ミガキ

SK‐8 SK8 1
平安～

中世
土師器 高台杯 口縁 部 内黒 ミガキ ○

707 SK 9 SK9 1 平安 土師器 郭 全 形 糸切

紹Э8 SK 9 SK9 2 平安 土 師器 杯 全形 糸切

SK‐±2 SK12 1
平安一

中世
土師器 高台杯 底 部 1/1 内黒 ミガキ

SK■ 5 SK15 ユ
平安～

中世
土師器 郭 全形 1/2 糸切 カキメ ? ○

SK■ 5 SK15 2
平安～

中世
土師器 邦 底部 1/1 糸切→ナデ

SK■ 5 SK15 5
平安～

中世
土師器 杯 底部 糸切

SK■ 5 SK15 4
平安～

中世
土師器 高台郭 口縁 言ヽ 内外黒 ミガキ ○

SK■ 5 SK15 3
平安～

中世
土師器 高台郭 底部 1/1

715 SK-16 SK16 l 中世 土師器 杯 全形 糸 切 ○

SK■ 7 SK17 l
平安～

中世
土師器 杯 全形 2/3 糸切→ナデ  カキメ ? ○

SK■ 8 SK18 l
平安～

中世
土師器 高台郭 底部 内外黒 ミガキ

SK 26 SK26 1
平安～

中世
土師器 高台イ 底都 1/2

SK-28 SK28 1 平安 灰 釉 瓶 頸部 箆書「木」

720 SK-30 SK30 2
平安～

中世
土師器 邦 底部 1/1 内黒 ミガキ糸切

SK 30 SK30 l
平安～

中世
上自T器 不 全形 糸切 ○

722 SK 30 SK30 3
平安～

中世
土師器 郭 全 形 糸切

SK 30 SK30 4
平安～

中世
土師器 不 全形 糸切
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図版 番号
出主選構 違物注記

(整理Nc)

出

α

抽

Ｎ
時代 種別 器種 部位 遺存

寸法 (cm)
成影 ,調整 。その他 写真

通構 位置 口径 底径 器高

図45

SK 30 SK30 5
平安―

中世
土師器 高台郭 底部 内黒 ミガキ

725 SKお 3 SK33 3
平安～

中世
土師器 郭 全 形 1/2 糸切 底部穿孔 ○

726 SK-33 SK33 2
平安～

中世
土師器 不 全形 糸切

SK‐33 SK33 1
平安～

中世
上師器 邦 全 形 1/1 糸切 ○

SK,33 SK33 5
平安～

中世
土師器 杯 全形 1/3 糸切

729 SK 33 SK33
平安～

中世
上師器 ネ 底部 2/3 糸切

730 SK 33 SK33 7
平安～

中世
土師器 不 底部 糸切

SK 33 SK33 14
平安～

中世
土師器 不 底部 糸切

732 SK-33 SK33
平安～

中世
土師器 邪 底部 糸切

SK 33 SK33
平安～

中世
土師器 イ 底部 糸切

SK 33 SK33
平安～

中世
上師器 ネ 底部 糸切

SK 33 SK33
平安～

中世
土師器 不 底部 糸切

SK 33 SK33
平安～

中世
土師器 高台杯 底 部 内黒 ミガキ 暗文

SK 33 SK33
平安～

中世
上師器 高台郭 底 部

内黒 ミガキ 暗文
糸切痕

SK‐33 SK33
平安～

中世
土師器 高台郭 底部 内黒 ミガキ 暗文

SK‐33 SK33
平安～

中世
土師器 高台邦 底 部 内黒 ミガキ

SK-33 SK33
平安～

中世
土師器 高台杯 底部 内黒 ミガキ

SK‐33 SK33
平安～

中世
土師器 高台郭 底 部 内黒  ミガキ

742 SK‐33 SK33
平安～

中世
土師器 高台不 底 部 内黒 ミガキ 暗文

SK‐33 SK33
平安～

中世
土師器 高台邦 全形 ○

図46

SK-34 SK34 1 平安 須恵器 蓋 全形 1/2 つまみ径26 ○

SKお 8 SK38 2
平安～

中世
土師器 杯 全形 1/1 糸切 ○

SK‐38 SK38 3
平安～

中世
土師器 郭 底部 1/1 糸切

747 S率【‐38 SK38 1
平安―

中世
土師器 鉢 全形 1/3 糸切 内黒 ○

748 SK-39 SK39
古墳～

奈良
土師器 郭 口縁部 内黒 ミガキ ○

SK-39 SK39 1
古墳～

奈良
土師器 鉢 P 全形 180 ミガキ 箆書

750 SK-39 SK39 3
古墳～

奈良
土師器 把手 内黒

SK41 SK4孔 l 中世 土師器 郭 全形 1/1 糸切→ナデ ○

752 SK‐42 SK42 1 古墳 土師器 杯 底部 内黒 ミガキ

753 SK-42 SK42‐ 1 3
古墳～

奈良
土師器 必 全形 ハケメ→ナデ ○

754 SK-42 躍
配

1
古墳～

茶良
土師器 小甕 全形 1/1 ハケメ ○
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図版 番号
出土遺構 選物注記

(整理No)

出

α

抽

Ｎ
時代 種男」 器種 部位 遺存

寸法 (cm)
成形・調整 。その他 写真

遺構 位置 口径 底径 器高

図46

755 SK 42
SK42-

Nol
と
古墳～

奈良
土師器 甕 口縁部 1/1 186 ハケメ→ナデ ○

756 SK‐42 SK42-1 2 古墳 土師器 養 底部 ハケメーナデ

757 SK 42 SK42-1 1 古墳 土師器 奏 底部 ケヽメ ケズリ

758 SX■ SXll 2 古墳 土師器 (甑 ) 把手 1/1

SX-2 SX2‐ 1 1 平安 土 師器 杯 底 部

760 SX‐5 SX5 1 平安 灰 釉 椀 底部 糸切痕

ピット Pユ 1 1 平安 須恵器 杯 底部 糸切

762 ピット 1
平安～

中世
土師器 不 全形 2/3 糸切

763 ピット Pi‐ 65 1 平安 土 師器 高台杯 底部 内黒

ピット群 Pi群■ 1 古墳 土師器 高杯 接合部 内黒 ミガキ

図47

765
遺物集

中区
Po集

奈良～

平安
須恵器 雰 全形 箆切り→ナデ ○

766
遺物集

中区
Po集 古墳 土師器 蓋 全形 内黒  ミガキ ○

遺物集

中区
Po集 17 古墳 土師器 蓋 全形 132 内黒 ミガキ ○

遺物集

中区
Po集 古墳 上師器 杯 蓋 全形 内黒  ミガキ ○

769
遺物集

中区
Po集 古墳 土師器 郭 全形 2/3 内黒 ミガキ ○

遺物集

中区
Po集 古墳 土師器 不 全形 内黒 ミガキ ○

771
遺物集

中区
Po集

古墳～

奈良
土師器 郭 全形 ミガキ ○

遺物集

中区
Po集 11

古墳～

奈良
土師器 郭 全形 ミガキ ○

773
遺物集

中区
Po集 平安 土師器 高台郭 底部 2/3 内黒 ミガキ 糸切痕

遺物集

中区
Po集 古墳 土師器 高杯 全形 2/3 123 内早 ミガキ ○

775
遺物集

中区
Po集 古墳 土師器 高杯 口縁部 114 内黒 ミガ孝

遺物集

中区
Po集 4 古墳 土師器 高杯 全形 2/3 114 ミガキ ○

777
遺物集

中区
Po集 7 古墳 土師器 高邦 脚部 1/2 ミガキ

778
遺物集

中区
Po集 古墳 土師器 鉢 全形 内黒  ハ ケメ→ ミガキ

779
遺物集

中区
Pott No2 1 古墳 土師器 直口重 全形 1/1 ミガキ ○

遺物集

中区
Po集 古墳 土師器 底部 ミガキ

781
遺物集

中区
Po集 1 古墳 土師器 と堕 底部 ミガキ 胴部穿7し ○

782
遺物集

中区
Po集 古 lJR 土師器 霊 底部 ハケメ ミガキ

遺物集

中区
Po集 古墳 土師器 甕 底部 ハケメ→ミガキ

784
遺物集

中区
Po集 古墳 土師器 弩 底部 1/1 ハケメ→ナデ

785
遺物集

中区
Po集 古墳 土師器 小 甕 底部 1/1 ○

遺物集

中区
Po歩鳥Noユ 1 古墳 土師器 提瓶 1/1 同心 円状 カキメ ○

図48
検出面 検出 1 平安 土師器 不 全形 糸 切 ○

788 検出面 検出 1 平 安 土師器 杯 全 形 糸切 ○
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図版 番号
出土遺構 遺物注記

(整理聰 )

出

　
α

抽

Ｎ
時代 種別 器種 部位 遺存

寸法 (cm)
成形・調整 。その他 写真

違構 位 置 国径 底径 器高

図48

789 検出面 検 出 1 4 平 安 土師器 高台不 底 部 内黒

検出面 検 出 1 3 平安 灰TH 椀 口縁部

検出面 検出 1 平安 緑釉 椀 底部

792 検 出面 検出 1 1 古墳 土師器 奏 底部 1/1

検出面 検 出 1 2 古墳 土師器 甕 底 部 127 ハケメ

検出面 検出3 5 古墳 須恵器 蓋 全 形 つまみ径43 ○

795 検出面 検出3 4 平安 須恵器 杯 全形 2/3 123 糸切 ○

検 出面 検出 3 3 平安 須恵器 不 ? 氏 部 箆切り→ナデ

797 検出面 検出 3 2 平安 土師器 杯 底 部 1/ユ 糸切

検出面 検出3 6 古墳 土師器 士霊 口縁部 ミガキ ○

検 出面 検出3 l 古墳 土師器 士霊 底部 ミガキ

検出面
SBll- 13
検出

検出4 ユ 古墳 土師器 杯 口縁部

検出面 検出4 2 古墳 土師器 てづくね 底 部 /1 ○

802 検出面 検出5 3 古墳 土師器 杯 全形 /1 内黒 〇

検出面 検出5 5 平安 土師器 杯 底部 糸切 内黒

804 検出面 検出5 4 古墳 土師器 杯 全形 ミガキ ○

検出面 検出 5 2 古墳 土師器 高郭 脚部 内黒 ミガキ

検出面 検出 5 1 古墳 土師器 甕 底部

検出面
SB36～ 37

検出
検出 6 2 平安 土師器 杯 底部 1/1 糸切 内黒 暗文

検出面 検出 6 l 古墳 土師器 高不 接合部 内黒  ミガキ

809 検 出面 検 出 7 4 古墳 土師器 蓋 体部 ハケメ→ミガキ ○

検出面 検 出 7 と 平安 土 師器 杯 底部 内黒

検出面 検出7 2 古墳 土師器 杯 底 部 /1 ミガキ

検出面 検出7 3 古墳 土師器 杯 口縁部 ん 内黒 ミガキ

検出面 検 出 8 1 古娯 土師器 奏 口縁部 ハケメ

採集遺物 採 集 2 平安 須恵器 蓋 つまみ 1/1 つまみ径32

採集遺物 採集 3 平安 土師器 斥 全形 1/3 114 糸切

採集遺物 採集 l 平安 須恵器 長頸重 底部 箆書 ○

SB-27 上層 SB27 1 平安 須恵器 不 細 片 墨書 ○

SB 35 床面床直 SB35-3 平安 土師器 郭 細 片 墨書  内黒 ○

SB-3 SB3 平安 土師器 奏 日縁部 箆書 ○

表5 平成6年度調査 その他遺物観察表

図版 番号 時代 種別 名 称 遇存 嚢
①

形態等 (cn) 写 真
出土遺構 遺物注記

(整理Ntx)遺構 位置

E]49

古墳～奈良 土製品 ニチュア 完形 口径20 底径22 器高16 ○ SB■ 3 SB13-2

821 古墳～奈良 土製品 ミニチュア 破片 式径44 内黒 SB■ 5 下層 SB15‐2

822 古墳 土製品 ミニチュア 破片 底径16 SB-16 上層 SB16-2

823 古墳 土製品 ミニチュア 略完形 203 口径33 底径26 器高27 糸切 ○ SB_20 上層 SB20 1

824 古墳 土製品 ミニチュア 完形 口径28 底径28 器高36 ○ SB-20 下層 SB20‐4

825 古墳 土製品 ミニチュア 完形 905 口径66 底径65 器高38 内黒 ○ SB-24 カマ ド周辺 SB24-3

古墳 土製品 ミニチュア 完形 228 口径36 底径32 器高20 ○ SB-26 床面床直 SB26-5

古墳 土製品 ミニチュア 破片 底径36 SB‐26 床面床直 SB26‐5

828 古墳 土製品 ミニチュア 破片 底径34 SB-26 床面床直 SB26-5

829 古墳 土製品 ミニチュア 破片 底径 42 SB‐29 床面 SB29-4

古墳 土製 品 ミニチュア 破片 223 貞径36 SB‐30 下層 SB30‐2

古墳 土製 品 ミニチュア 略完形 620 口径48 底径48 器高28 ○ SB-45 中層 SB45-2

古墳 土製 品 ミニチュア 破片 底径52 SB-55 床面床直 SB55-4
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図版 番号 時 代 種 別 名  称 遺存
重量

(g)
形態等 (cm) 写真

出土遺構 遺物注記

(整理血 )遺構 位置

図49
古墳 土製品 ミニチュア 破片 259 底径 30 SD 15 SD15

古墳 土製 品 ミニチュア 略完形 口径50 底径28 器高34 検 出面 検出 7

B]50

835 古墳 土製 品 紡錘草 完形 1302 広径58 狭径42 高34 ○ SB-64 中層 SB64 2

土製 品 紡錘車 破片 1882 ぞζ78  浮著45 ○ SB-59 床面床直 SB59 3

土製 品 紡錘車 破片 広径42 狭径26 高22 ○ 検出面 検 出 5

古墳 土製品 支脚 破 片 2615 底径66 SB-23 下 層 SB23-2

839 平安～中世 土製品 羽 口 破 片 タト径52X49  内径25× 22 ○ SD-2 中 SD2-4

古墳 土製品 円板 完形 137 径42 厚065 SB-20 床面床直 SB20 5

古墳 土製品 円板 完 形 径39  厚07 SB-22 SB22‐ 1

842 古墳 土製品 円板 完形 径37 厚08 SB-22 SB22■

古墳 土製品 円板 完形 232 径52 厚08 SB-22 SB2み 1

844 古墳 土製品 円板 完形 径47 )享08 SB‐ 38 中層 SB38-2

古墳 土製 品 円板 完形 ぞと42 Fヨ 09 SB 52 SB52

古墳 土製 品 円板 完形 径18 厚09 SB-30 下層 SB30 2

古墳 土製品 有孔 土板 破 片 長52 厚16 ○ SB-26 上層 SB26■

848 平 安 土製品 有孔土板 破片 長 (45)厚 (10) ○ SB-27 カマ ド周辺 SB27‐5

古墳 土製品 有Tし上板 破片 長 (39)厚 ○ SB,31 上層 饂 311

古墳 土製品 有子し土板 破片 長40 厚 ll ○ SB-65 中層 SB65-1

古墳 土製品 有孔土板 破片 長54 厚 17 ○ SB-29 床面 SB29 4

古墳 土製品 丸玉 完形 312 径36  高25 ○ SB-20 下層 SB20 4

古墳 土製品 九玉 完形 径21 高20 ○ SB-28 SB28

古墳 土製品 /1ヽ玉 完形 径09 高08 ミガキ ○ SB■ 6 上層 SB16■

古墳 土製 品 /1ヽ玉 完形 07 径09 高07 ○ SB磁0 SB20-2

856 古墳 土製 品 小 玉 完形 至10 高10 ミガキ ○ SB-23 その他ビット内 SB23‐6

古墳 土製品 卜玉 完形 径07 高07 ○ SB‐ 26 SB26-3

古墳 土製品 /」 玉ヽ 完形 登09 高08 ミガキ ○ SB-26 SB26 3

古墳 土製品 Jヽ玉 完形 径10 高09 ○ SB-26 下 層 SB26‐4

古墳 土製品 」ヽ玉 完形 径10 高06 九玉半裁形 ○ SB‐ 26 下層 SB26 4

古墳 土製品 打ヽ 玉 破片 径09 黒色処理  ミガキ SB-26 上層 SB26 1

862 古墳 土製品 ガヽ玉 完形 径10 高08 ○ SB-26 床面床直 SB26-5

863 古墳 土製品 打ヽ 玉 完形 径 12 高 10 ○ SB‐ 26 床面床直 SB26 5

古墳 土製品 打ヽ玉 完形 径10 高08 ○ SB-26 床面床直 SB26 5

865 古墳 土製品 ガヽ王 完形 ぞ登06  F手 06 ○ SB-26 床面床直 SB26-5

866 平安 土製品 小 玉 完形 径11 高08 ミガキ ○ SB‐ 32 上層 SB32-1

平安 土製 品 小 玉 完形 径10 高09 ○ SB-32 下層 SB32-2

古墳 土製 品 小 玉 完形 径08  高06 ○ SB-71 SB71 1

869 古墳 土製 品 刀ヽ 王 完形 径 0 高10 ○ SB-71 床面床直 SB71 1

土製品 小 玉 完形 径 高08 算盤玉形 ○ 検出面 検 出 7

古墳 土製品 無子L土玉 略完形 11 径 高05 碁石形 SB-23 SB23

872 古墳 土製品 無子と土玉 完形 径 0 高10 丸玉形 ミガキ SB 23 SB23‐

平安 土製品 管玉 略完形 径 8 長44 ○ SB 58 SB58‐

平安 土製品 管王 略完形 径 1 ずミ39 ○ SB-69 上層 SB69-

古墳 土製品 管玉 破片 径 8 長45 ○ SB71 床面床直 SB71

土製品 管玉 略完形 径 9 長52 ○ 検出面 検出‐5

平安 土製品 管玉 完形 径09 長22黒色処理 ○ SB-35 床面床直 SB35-3

古墳 土製 品 管玉 完形 13 径09 長22 黒色処理 ○ SB46 上層 SB46 1

古墳 土製 品 管玉 完形 径08 長23 黒色処理 ○ SB-55 中層 SB55‐2

880 土製 品 管玉 完形 径13 長24 ○ SB 70 上 層 SB70

古墳 土製 品 管玉 完形 径06 長20 黒色処理 ○ SB 71 SB71 1

882 古墳 土製品 管玉 完形 径09 長23 側面に孔 黒色処理 ○ 検出面 検出 8

古墳 土製品 管玉 破片 径 10 ミガキ SB-23 上層 SB23■

図51 古墳 石製品 紡錘草 完形 蛇紋岩 広径48 狭径27 高15 ○ SB‐ 53 床面床直 SB53 3
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図版 番号 時代 種別 名  称 選存
重豊

(3)
形態等 (cm) 写真

出土遺構 遺物注記

(整理臨 )選構 位置

図51
885 平安 石製 品 紡錘車 完形 広径 40 狭径 24 高 13 ○ SB-35 中層 SB35 2

平安 石製 品 勾玉 完形 長24 幅15 厚06 ○ SB‐35 中層 SB35翌

図51

石製 品 勾玉 完 形 玉髄 長27 中目17 )享 08 ○ 検出面 検出 5

古墳 石製品 勾 玉 完形 碧玉 長13 幅07 厚04 ○ SB,16 下層 SB16 3

古墳～奈良 石製品 管玉 完形 蛇紋岩 径09 長26 ○ SB 13 SB13-2

古墳 石製品 管玉 完形 碧玉 径09 長21 ○ SB‐20 上層 SB20■

891 古墳 石製品 管玉 完形 碧玉 径08 長21 ○ SB-31 下層 SB31 2

平安 石製品 管玉 完形 碧玉 径03 長19 ○ SB‐59 SB59-

893 古墳 石製品 臼玉 略完形 滑看  径 lX 高06 ○ SB-20 SB20-

古墳 石製品 臼玉 略完形 滑石  径 11 高09 ○ SB-20 SB20-

895 石製 品 臼玉 略完形 滑石  径 1上  高05 ○ SB‐68 上層 SB68-

896 古墳 石製品 臼玉 完形 骨石 径06 高05 ○ SB-26 下層 SB26業

古頃 石製品 臼玉 完形 骨石 径08 高05 ○ SB‐54 下層 SB54‐3

古墳 石製品 臼玉 完形 骨石 径05 高03 ○ SB-54 下層 SB54 3

古墳 石製品 臼玉 完形 008 骨石 径04 高03 ○ SB-54 下層 SB54 3

古墳 石製品 臼玉 略完形 滑石 径05 高03 ○ SB-14 SB14

古墳 石製品 臼玉 完形 滑石 径05 高03 ○ SB-31 上層 SB31 1

古墳 石製品 臼玉 完形 滑石 径05 高02 ○ SB‐59 下層 SB59‐2

903 古墳 石製品 臼玉 略完形 滑石 径04 高04 ○ 遺物集中区 Po集

904 古墳 石製品 臼玉 略完形 滑石 径04 高05 ○ 遺物集中区 Po集

905 古墳 石製品 臼玉 完形 骨石  径04 高03 ○ 遺物集中区 Po集

古墳 石製 品 臼玉 完形 骨石 径04 局03 ○ 遺物集中区 Po集

907 古墳 石製品 臼玉 完形 骨石 径04 F予03 ○ 遺物集中区 Po集

古墳 石製品 臼工 完形 滑石 径04 高03 ○ 遺物集中区 Po集

古墳 石製品 臼玉 完形 滑石 径04 高03 ○ 遺物集中区 Po集

9 古墳 石製品 臼玉 略完形 006 滑石 径04 高03 ○ 遺物集中区 Po集

9 古墳 石製品 臼玉 完形 009 滑石 径04 高04 ○ 遺物集中区 Po集

9 2 古墳 石製品 臼玉 完形 滑石 径04 高03 ○ 遺物集中区 Po集

9 3 古墳 石製品 臼玉 完形 滑石 径04 高03 ○ 遺物集中区 Po集

9 4 古墳 石製品 臼玉 路完形 滑石 径04 高03 ○ 遺物集中区 Po集

9 5 古墳 石製 品 臼玉 完形 007 洋争死三  ぞ登04  F考03 ○ 遺物集中区 Po集

古墳 石製 品 臼玉 略完形 滑石  径 05 高 04 ○ 遺物集中区 Po集

古墳 石製 品 臼玉 略完形 滑石 径04 高03 ○ 遺物集中区 Po集

写真

のみ

平安 石製品 砥石 破 片 借晶片岩 長54 幅36 厚06 ◎ SB-34
東南隔ピッ

ト周辺
SB34-3

古墳 石製品 砥る 略完形 暗晶片岩 長129 幅51 厚14 ◎ SB-23 上 層 SB23■

920 古墳 ? 石製品 砥 る 略完形 1150 流紋岩 長95 幅36 厚26 ◎ SD 8 SD8

石製品 砥 石 破片 1279 流紋岩  長93 幅29 ◎ SX 5 SX5

石製品 砥 看 完形 砂岩 長140 幅42 ◎ 検出面 検出‐5

923 平安 P 石製 品 軽石製 品 破片 長63  幅45  厚19  子と径08 ◎ SB‐ 59 下層 SB59-2

古墳～奈良 石製 品 敲 石 破片 3540 流紋岩 長84 幅52 ◎ SB 15 下層 SB15 2

925 石製 品 敲 石 略完形 安山岩 長120 幅57厚 44 ◎ SD 2 SD2‐ 1

926 石製品 敲 石 略完形 3103 安山岩 長90 幅73厚 30 ◎ SX l SXll

古墳 石製品 石 皿 略完形 安山岩 205× 190 くぼみ径120 厚113 ◎ SB 20 上層 SB20■

古墳 石製品 石 皿 完形 8585 安山岩 112Xl10 くIFみ径57 厚55 ◎ SB-55 床面床直 SB55‐ 4

石製品 石 皿 完形 18686 安山岩 140× 131 くぼみ径70 厚81 ◎ SD■ 集石 SD13

930 石製品 石皿 完形 12844 安山岩 122X109 くばみ径53 厚76 ◎ SD 2 上層 SD2-2

古墳 石製品 石 皿 完形 2731 安山岩 72X64 くぼみ径35× 17 厚40 ◎ SD-8 SD8

932 石製品 石皿 完形 28900 安山岩 172X137 くぼみ径51× 45 厚69 ◎ SD‐ 15 SD15

933 石製品 石皿 完形 34400 安山岩 覧83X162 くtFみ径120 厚96 ◎ SD■ 5 SD15

石製品 石 皿 完形 5057 安IJ岩  103× 91  くぼみ径45 '享49 ◎ SX l SXl‐ 1

935 古墳～奈農 石製 品 編物石 完形 4470 流紋岩 長135 幅58 厚44 ◎ SB‐15 床面 SB15 4
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図版 番号 時代 種別 名 称 遺存 嚢
り

形態等 (cm) 写真
出土違構 還物注記

(整理No)選構 位置

真

み

写

の

古墳～奈良 石製品 編物石 完 形 4063 石英安山岩 長127 幅51 厚40 ◎ SB■ 5 床 面 SB15-4

古墳～奈良 石製品 編物石 完 形 府it岩  長139 幅54 厚39 ◎ SB■ 5 床面 SB15‐4

938 古墳～余良 石製品 編物石 完 形 石英安山岩 長126 幅61 厚33 ◎ SB■ 5 床面 SB15-4

古墳～奈良 石製品 編物石 完形 百英安山岩 長140 幅58 厚48 ◎ SB-15 床面 SB

古墳～奈良 石製品 編物石 完形 4284 日英安山岩 長118 幅59 厚43 ◎ SB-15 床面 SB

古墳～奈良 石製品 編物石 完形 5244 石英安山岩 長139 幅68 厚38 ◎ SB■ 5 床面 SB 54

古墳～奈良 石製品 編物石 完形 安山岩 長141 幅66 厚39 ◎ SB■ 5 床面 SB

943 古墳～奈良 石製品 編物石 完形 流紋岩 長123 幅53 厚39 ◎ SB■ 5 床面 SB

944 古墳～奈良 石製品 編物石 完形 3135 安山岩 長121 幅68 厚27 ◎ SB-15 床面 SB 5望

945 古墳～余良 石製品 編物石 完形 流紋岩 長131 幅75 厚40 ◎ SB‐ 15 床 面 SB

946 古墳～奈良 石製品 編物石 完形 安山岩 長126 幅61 厚42 ◎ SB-15 床 面 SB 5望

古墳～奈良 石製品 編物石 完形 安山岩 長126 幅57 厚43 ◎ SB■ 5 床面 SB15 4

948 古墳～奈良 石製品 編物石 完形 石英安山岩 長122 幅66 厚35 ◎ SB■ 5 床面 SB15‐4

古墳～奈良 石製品 編物石 完形 安山岩 長143 幅65 厚37 ◎ SB-15 床面 SB15 4

古墳～奈良 石製 品 編物石 略完形 5778 安山岩 長126 幅51 厚52 ◎ SB-15 床面 SB15-4

平安 金属製 品 刀 子 略完形 337 長125 幅228(現存 最大) ◎ SB-32 下層 SB32‐2

952 古墳 ? 金属製品 刀 子 略完形 268 長■5 幅19(現存 。最大) ◎ SB‐ 50 上層 SB50 1

953 平安 金属製品 紡錘車 略完形 679 軸部長137 円盤径48 ◎ SB-68 床直 SB68‐3

平安 金属製品 金 薄板 ◎ SB 32 上層 SB32■

図51

955 金属製品 銭 完形 脂影のみ SBコ2 上層 SB4みユ

956 金属製品 銭 略完形 拓影のみ SB-50 上 層 SB50■

957 金属製品 錢 破片 拓影のみ SK‐21 SK21

◎は写真のみの掲載
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2 平成 7年度・検出遺物

全遺構、遺構外より出土した遺物を整理し、種類ごとに抽出、図化を行い一連の香号を付した。図化したもの

に関してはその詳細を観察表に記す。以下、詳細を述べる。

(1)土器

全遺構、遺構外から出土した土器のうち、実測対象として各部位いずれかの径が概ね2分の 1以上遺存する個

体を抽出し、20点 を図化した。その上で器種ごとに、形態と遺存の程度、寸法に応じて分類を行い、詳細を土

器観察表にまとめた。なお、表中では、図面上認められる遺存部位を「全形」「口縁部」「底部」のように表記し、

これに対する遺存の程度を「1/1」「2/3」 「1/2」 などとした。

平安時代末期から中世にかけての遺物が認められる。以下、遺構ごとに詳細を述べる。

[1号溝]土師器杯 (1)1点、内耳鍋 3点 (2～ 4)が出土している。土師器杯 (1)は外面底部付近にヘラ

ケズリの痕跡が認められる。また、内面見込み部分はハケ状工具でヨコナデする。ナデの強さは不均―で、凹凸

が目立つ。内耳鋼 (2～ 4)は 52～ 5,3cmの 差をもって大・中・小の 3寸法が存在する。いずれも平底で日縁

端部を面取りする。また、上部が「く」の字に折れて外反し、日縁部と体部が明確に分かれる形態が共通してい

る。調整は基本的には内外面をヨコナデする。内耳鋼 (2)は内面の口縁付近は回転ナデで調整する。外面は煤

の付着が著しく、調整が不明である。内耳鍋 (3)は内面の胴部にハケ状の工具でなでた痕跡が残る。底部は同

心円】大になでて、焦げが認められる。外面は胴部下端の底部との接続面をタテナデで調整している。耳部は認め

られないが、貼付部分の痕跡が認められ、一汁の耳部があつたと思われる。内耳鍋 (4)は耳部を貼り付けた後

になでている。内面胴部はナデの方向が一定ではなく、横・斜め方向のナデによつて仕上げられる。外面の国縁

付近にはヘラ状工具でなでた痕跡が明瞭に残る。 2～ 4は 15世紀以降の所産と推祭される。

[3号溝]山茶碗 (5)は底部のみの残存であり、高台の端部には籾殻痕が認められる。断面三角形の高台を持

ち、径は8,9cmと 大きいことから12世紀台の所産と推察される。

[5号溝]土師器高台郭 (6)は摩耗が著しい。深碗形であり、口縁端部は外反する。平安時代の所産と考えら

れる。

[6号溝]土師器杯 (7)は胎土が浅黄橙色を呈し、糸切りの底部をもつ。

[1号土坑]土師器杯 7点 (8～ 14)を抽出した。このうち8～ 13は寸法・形態が類似する。底部は糸切底であ

り、体部は外反しながらも口縁付近は丸みをもって立ち上がる。また 8。 9・ 12・ 13の 4点は見込み部分にヘラ

状工具を押し当てて凹みをつくり、周辺には押された胎土が環状に盛り上がる。成形過程でできた見込み中央部

の盛り上がりをならすためになでたものであろうか。10は見込み周辺に胎土の盛り上がりが見られるが摩耗のた

め、ナデの痕跡は認められない。11は全体的な摩耗により確認できない。14は他の6点に比して大形であり、外

面の日縁付近に稜をもつ。 8～ 13と 合わせて平安末期から中世にかけての所産と推祭される。

[1号不明遺構]土師器杯 3点 (15～ 17)、 高台郭 (18)が出土している。15は器高が lcm台と非常に低くなる。

17は内面をロクロナデするが、調整は粗い。いずれも平安末期の様相を呈す。

[2号不明遺構]土師暴郭 (19)は底部が厚 く、ミガキの痕跡は認められないが、内黒の可能性がある。青磁碗

(20)は見込みに文様を施した龍泉窯系の画花文碗である。縁辺は二次的な加工がされている可能性がある。

―-130-一



(2)そ の他の遺物

[硯](21)全体に欠損が著しく、剥離が目立つ。石質は粘板岩であり、片側部と下端 (上端 ?)部のみの残存

した硯と考えられる。側面には研磨痕が認められる。表面の端には断面V字状の溝が刻まれており下端部ではや

やカーブするようにも見受けられる。また、この溝に沿うようにタト側にも極めて細い線が刻まれる。これを硯の

縁部とするならば、陸部などを成形する以前の未成品であると推察される。しかし中央部に当たる位置には穿孔

が認められるため、硯であったかどうかは異間の残るところである。

表6 平成7年度調査 遺物一覧表

遺構名 記号 検出面 時代 (期 )
出土土器

土製品 石製品 金属製品 その他
遺物注記

(整理No)重量 実測 特記

1号溝 SD l 上層 中世 4,070 内耳 SDl

2号溝 SD 2 上層 クルミ核 木片 SD2■ ～ 2

3号澪 SD 3 上層 中世 3,240 1 山茶碗 骨片 SD3

4号溝 SD望 上層 SD4

5号溝 SD 5 上層 平安 380 1 夢き? SD5

6号溝 SD 6 上層 平安 l SD6

1号土坑 SK■ 上層 平安～中世 7 SKl

2号土坑 SK-2 上層 鉄 片 SK2

3号土坑 SK‐ 3 上 層 SK3

4号土坑 SK-4 上層 鉄 片 SK4

5号土坑 SK 5 上層 SK5

6号土坑 SK‐6 上層 SK6

1号不明遺構 SX■ 上 層 平安～中世 鉄片 鹿角片 SXユ

2号不明遺構 SX-2 上 層 平安～中世 青秘 SX2

3号不明遺構 SX‐3 上 層 鉄片 SX2

検出面 上層 剥片 鉄津 検出

合  計 15,215

表7 平成7年度調査 土器観察表

図版 番号
出土違構 遺物注記

(整理臨)
抽出No. 時代 種 別 器種 部位 違存

寸法 (cm)
成形・調整 ,その他 写真

遺構 位置 口径 底径 器高

区]52

1 SD l SDl 4 平安～中世 土師器 不 P 底部 2/3 糸切 ケズリ ナデ
SD■ SDl 3 中世 土師器 内耳 口縁 1/2 217 決耳

SD■ SDl 2 中世 土師器 内耳 全形 272 双耳 ○

4 SD■ SDユ と 中世 土師器 内耳 口縁 257 双 耳 ○

SD‐3 SD3 1 中世 山茶碗 抗 底部 糸切痕

SD 5 SD5 1 平安～中世 土師器 高台杯 全形 糸切痕

7 SD 6 SD6 1 平安～中世 土師器 郭 底部 糸切

SK■ SK 平安～中世 土師器 沐 全形 糸切 ○

SK■ SK 平安～中世 土師器 邦 全形 1/2 糸切 ○

SK■ SK 2 平安～中世 土師器 郭 全形 糸切 ○

11 SK■ SK 4 平安～中世 土師器 イ 全形 糸切 ○

SK■ SK 平安～中世 土師器 不 全形 糸切 ○

13 SK■ SK ユ 平安～中世 土師器 不 全形 1/1 糸 切 ○

14 SK■ SK 7 平安～中世 土師器 不 全形 糸切 ○

5 SX■ SX 平安～中世 土師器 不 全形 17 糸切

6 SX■ SX 平安～中世 土師器 杯 底部 糸 切

7 SX■ SX 平安～中世 土師器 杯 底部 糸切  ハケメ

8 SX l SX 1 平安～中世 土師器 高台杯 底部 糸切痕

9 SX‐2 SX2 1 平安～中世 土師器 邦 全形 2/3 糸切 内黒 ? ○

SX 2 SX2 2 平安～中世 青磁 碗 底部 1/1 画花文
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表8 平成7年度調査 その他遺物観察表
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図52 平成7年度調査 遺物実測図 (1～ 20=1:4 21=1:3)
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遺物写真  呑号は実測図番号に同じ
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土地 区画整理

(長野駅周辺第

二土地区画整理

事業)

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

裾花川扇状地

遺跡群

御所遺跡

集落

古墳時代 竪穴住居38軒

土器・陶磁器・土製品

石製品・金属製品

奈良時代 竪穴住居13軒

平安時代 竪穴住居23軒・溝・土坑

中世 溝・土坑・小穴群

要  約

裾花川扇状地遺跡群御所遺跡は、長野市街地南域に立地し、扇状地内に形成された島状微高

地の範囲に位置する。堆積活動が比較的活発であつて遺構が深く埋没している状況にあり、ま

た市街化も進行していることから、遺跡の存在と分布状況の把握は、最近の再開発等に伴う発

掘調査の進捗によるところが大きい。当調査も長野駅東口の再開発計画に伴うものであり、上

層には中世城館跡のタト縁部に展開する柱穴等の中世遺構が、氾濫堆積層を挟んで、下層には古

墳時代後期から平安時代にわたる竪穴住居等の古代遺構が、それぞれ濃密な分布を見せて埋没

している状況が明らかとなった。ただし、下層の遺構まで2m以上の土砂の堆積があることを
考え合わせれば、さらに未知の遺構が埋没地形の中に存在している可能性は高い。
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